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　京きよう塚づか結ゆい人とは人の役に立てることが何よりも幸せだった。

　たとえ時給の安い配達のバイトでも全力で頑がん張ばるのが結人の流りゆう儀ぎだ。

　東とう京きよう都大おお田た区の繁はん華か街がいに店を構える老舗しにせ寿す司し店の裏口。

　緑ヶ島の天然塩が入った段ボール箱を抱かかえた店主は安あん堵どの表情を浮うかべながら結人に言った。

「いやー早いね。助かったよ」

「いえいえ、お役に立てて嬉うれしいです！」

　遥はるか南の離り島とうから配達にやってきた結人は、運送会社のロゴが入った帽ぼう子しを取って、丁てい寧ねいに頭を下げた。

「少ないけどこれ受け取ってよ」

「こんなに、困ります」

　店主は結人の手に、お札を握にぎらせる。

「わざわざ南の島から来てもらったんだからさ。これで遊んでいきなって。またよろしく頼たのむよ～」

　店主は強ごう引いんにお金を渡わたすと、店の中へと消えてしまった。

　商店街の路地裏に一人取り残された結人は、貰もらったお札を見ながら呟つぶやいた。

「今日のバイト代よりも多い……いいのかな……」

　東京までの道のりは長かったし、急な依い頼らいだったのは確かだったが、結人はまさかチップを貰えるとは思っていなかった。

　荷物を誰だれよりも早く、そして大事に届ける。

　当たり前だと思っていた仕事を異様に高く評価されて、結人は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　運送会社を経営する結人の父親は、結人がどんなに完かん璧ぺきに仕事をこなしても「まだまだだな」と言うばかりで認めてくれない。

　だけど目の前のお客さんは評価してくれた。助かったと言ってくれた。喜んでくれた。

「これだけお金を貰えても、親おや父じは評価してくれないんだろうな……」

　いったいこれ以上の何をすれば父親が認めてくれるのか、結人にはわからなかった。

　自分では完璧だと思えている仕事でも、他人からは不完全に見えているのだろうか。

　貰ったお金を財布にしまおうとしたときだった。

　まだ開いている店も少ない朝の商店街がやかましくなった。

「おら、待て！　止まらないとぶち殺すぞ！」

　黒いツナギで服装を統一した集団が、一人の女の子を追いかけていた。

　いきり立つ男達の表情を見ると、ただの追いかけっこをしているようには見えない。

　どう見ても不良が女の子を襲おそっているという様子だった。

「あのぉ、助けてくださぁい！」

　ボーイッシュなショートボブ、パーカーとジーンズ、背中にリュックという男の子みたいな出いで立ちだったその女の子は、結人の背中に回り込んだ。

　真ま面じ目めな性格が顔にも滲にじみ出ていた結人は、見知らぬ人によく道を聞かれたりするが、こういう頼たよられ方は初めてだった。

　息を切らした黒服の男達が、結人の前で立ち止まった。

「おう、兄ちゃん、その女を引き渡してもらおうか」

　無法者だとすぐにわかるわかりやすい台詞せりふを男達は口にした。

「俺のことですか？」

「お前以外に誰がいるんだよ。まさかその女を庇かばおうってわけじゃないよな」

　結人は引きつった笑えみを浮かべながら、後ろでわなないている女の子を振ふり返る。

　助けてくださぁいと細い声で呟いている女の子はあまりにも背が小さくてか弱くて、放ほうっておいたら、この男達にめちゃくちゃにされるのが容易に想像できた。

　いま、彼女を守れるのは結人しかいなかった。

　しかし、別に運動部にも入っていなかった体の細い高校生男子が、男四人を相手に立ち向かえるはずがない。この状じよう況きようでは為なす術すべがなかった。

「女を発見した。応おう援えんをくれ」

　後ろにいた黒服の男が端たん末まつに向かってそう話していた。

　ただの不良というわけではなく、きちんと統率がとれている集団のようだった。

　これではますます勝ち目はない。

「何かこの人達を怒おこらせることしたの？」

　結人は女の子に小声で聞いた。

「わかりません。怖こわいですぅ」

　ぶるぶる震ふるえながら結人の背中によりそう女の子は死に瀕ひんした小動物みたいだった。

　こういうとき親父ならどうするかな、と結人は想像してしまった。

　即そつ決けつ即そく断だんで男達をぶちのめして、女の子を助ける。

　うん……結人は納なつ得とくしたように頷うなずいた。

　──俺も、同じだ。女の子を助ける。

　だけど、暴力はいけない。

　話し合いで解決できる方法もあるはずだ。

「あのー、こんなことやめましょうよ。彼女困ってるじゃないですか」

　ビビっているのが丸わかりな震え声で結人は言ってしまった。

　──親父を超こえられない理由って、こういうところなのか？

　涙なみだ目めで震えている女の子とさほど変わらない顔をして結人は嘆なげいた。

　黒服の男達は互たがいの目を見て頷き、小声で誰がどっちを殴なぐるかみたいな段取りを済ませると、結人と女の子に向かって歩き出した。

　ヤバい。殺される。

　ふと、手元を見ると、さっき寿司屋の店主に貰った物を握っていたことに結人は気がついた。

　困っている女の子を助けるためだ。しょうがない。

　結人はそれを虚こ空くうに投げ飛ばし、女の子の手を引いて走り出す。

　ひらりと舞まい落ちていく数枚の紙切れに、男達は目を奪うばわれた。

　結人に手を引かれる女の子ももったいないとばかりに後ろを振り返っている。

　女を襲う目的を一いつ瞬しゆん忘れさせるほどの効果が、日本の最高額紙し幣へいにはあった。







　商店街を抜ぬけ出した結人と女の子は、河か川せん敷しき沿いの土手を走っていた。

　サッカーや野球やゴルフ用の敷しき地ちがある広い河川敷だった。

　朝だから、ほとんど人は見あたらなかった。

　遥か後方からは激しい怒ど号ごうを響ひびかせる黒服の男達が迫せまってくる。

「頑張って、もうすぐだから！」

　息切れしながら懸けん命めいに走る女の子を結人は励はげます。

「何がもうすぐなんですかぁ」

「いいから、急いで！」

　パシュ、パシュっと軽快な音を鳴らすゴルフプレイ中のお爺じいさん達を横切ると、多た摩ま川に架かかる巨きよ大だいな橋の横顔が見えてきた。

　東京と神か奈な川がわを結ぶその橋の向こうに、四機の航空機の影かげがあった。建築物のない河川上空は高度と速度制限がない自由な空路だった。

　家庭用小型航空機──ファラド社から発売されたエアモービルが近づいてくる。

　エアモービルは陸空両用の量産型航空自動車だ。

　自動車の車体に宙に浮かぶためのリフトファンを装備しただけの乗り物だが、揚よう力りよくを得やすい空力デザインが生み出す低コスト性のおかげで、簡単に空を飛べるインフラとして広く世間に広まっている。

　車はいつか空を飛ぶ、と言われ続けてもう一世紀ぐらい経たとうとしていたが、ようやく現実の光景となっていた。

「さっきの奴やつら、空くう族ぞくだったのか」

　端末で応援を呼んでいた黒服のことを結人は思い出した。

　ソリッドブラックに塗と装そうされたマシンに乗る彼らはエアモービルで暴れ回る暴空族の類たぐいだった。陸を走る暴走族はダサイという触ふれ込みで全ぜん滅めつしてしまったが、俺達は暴走族ではなく空族だ、と最初に名乗った奴のせいで、そういう反社会集団が復活してしまった。結人には空族の何が格好いいのかよくわからないが、たぶん一いつ般ぱん人じんが空を飛べるようになって日が浅いので、はしゃいでいるだけなのだろうと思う。

「ど、どうしましょぉ。自転車とかないですかぁ！」

「ないし、すぐ追いつかれるよ！」

「バ、バイク……」

「それもないよ！」

「うう……」

　背が小さい割には、その女の子は足が遅おそくなかったので、後ろの男達に追いつかれる心配はない。

　だがこのままだと、空から来る敵に追いつかれる。

「こっちだ！」

　結人は女の子の手を引いて、土手を下りた。

　空からはエアモービルの奏かなでる甲かん高だかいモーター音が近づいてきた。

　だだっ広い河川敷を逃にげる二人は、空からだとわかりやすい標的だった。結人達に向かって徐じよ々じよに高度を落としている。

　結人達は草を刈かり込んだだけの粗そ末まつな駐ちゆう車しや場に辿たどり着いた。

　何台ものエアモービルが駐車してあった。

「あなたのクルマエアモービルがあるんですかぁ？」

「クルマエアモービルじゃ燃料が持たないから俺の地元から東京まで来れないよ」

　大型エアモービル用の駐車スペース。

　そこにあったのは小型ヘリコプター、〈Ｈ１３５〉だった。

〈Ｈ１３５〉は新聞社やドクターヘリにも使われるありふれたヘリで、緑にカラーリングされたそれもただの民間輸送会社のヘリだった。機体には〈緑運送〉という社名が書かれている。小さな運送会社に安い時給で雇やとわれたバイトの結人は、ヘリに乗れるのは普ふ通つうのことだと思っていた。でも、女の子は驚おどろいた。

「ヘリを操そう縦じゆうできるんですか？　どうして？」

「免めん許きよ取ったからだよ」

「エアモービルなら自動操縦で簡単に空を飛べるのに！」

「配達のバイトで使うからだよ！　早く乗って！」

　結人が扉とびらを開け放って見えた座席に、女の子は涙目になって首を振った。

「飛行機、苦手なんですぅ」

　空族のエアモービルはすぐ頭上まで来て、緩ゆるやかに旋せん回かいしながら高度を落としていた。

　吹ふき下ろす風に煽あおられて、女の子のショートボブが激しく乱れる。

「そんなこと言ってる場合かよ！」

「え!?　だめですぅ。やめてくださぁい！」

　女の子の体を抱かかえて、結人は無理矢理彼女を副操縦席へと押し込もうとする。体重の軽い彼女は、結人がいつも運ぶ荷物よりも簡単に持ち上げられた。

　女の子を副操縦席に乗せると、結人はダッシュで操縦席側に回り込んで飛び乗った。

　操縦席に座った結人は、ＡＰＵのスイッチをオンにした。キーンという耳みみ障ざわりなＡＰＵの起動音が鳴る。

「急げ！　急げ！　急げ！」

　結人はシートベルトを締しめながら、計器パネルを怒ど鳴なりつける。

　一台のエアモービルが結人の頭上に降りてきた。

　上じよう昇しようさせないつもりだ。

　ＡＰＵがスタンバイモードになると、結人は第一エンジンと第二エンジンのスイッチをアイドルに押し上げ、計器類の電源を手当たり次し第だいオンにした。

　ターボシャフトエンジンが爆ばく音おんを響かせる。

　ようやくメインローターが回り出した。

　結人達を囲むようにして、三台の黒いエアモービルが着陸した。

　ガルウイングが跳はね上がって、中から黒服の男達が飛び出してくる。

　それを見た女の子は、もうだめだとばかりに両手で顔を覆おおった。

　メインローターの回転数が一〇〇パーセントになったところで、結人はエンジンのスイッチをフライトモードに。

「おら、出てこい！」

　黒服の一人が叫さけびながら機体に向かってくる。

　ヘリから引き摺ずり出されたら結人には為す術がなくなる。

　ボコボコにされるだけならまだしも殺される危険性だってありうる。

　犯罪組織に捕つかまった後の未来を想像しながら、結人は左手でコレクティブピッチレバーを引き上げた。

　コレクティブピッチレバーは、メインローターの揚力とエンジンパワーの増減を担になうレバーのことで、これを左手で引き上げれば、ヘリは上昇や加速を行うことができる。

　だが、このまま上昇しただけでは、頭上で待ち構えるエアモービルにぶつかって、ローターがバラバラになってしまう。

　結人は無我夢中で右手で握ったサイクリック操縦桿かんを後ろに引いた。

　結人達の乗る〈Ｈ１３５〉はわずか一メートルだけ上昇した後、そのままバックした。

「すごい、お尻しり削けずらないですかぁ？」

　目の前から遠ざかっていく黒服達と、慣れた様子でヘリを操縦する結人を見て、女の子は目を見開いた。

　ヘリはバックすると、機体が後傾してしまうので、低空だとボディの後ろを削ってしまうことがある。だが、結人は微び妙みようなさじ加減で機体を後進させた。

「何か言った!?」

「いえ！」

　目の前の脅きよう威いから必死で逃げようとしてくれる結人を邪じや魔ましないように、女の子は首を振ふった。

　結人は機体をバックさせながら左のフットペダルを踏ふむ。

　空中でドリフトしたみたいに進行方向を変えた〈Ｈ１３５〉は、空族のいない方角へと進み始めた。

　首が折れそうなほどのＧに耐たえながら、流れるような手さばきでヘリを操作する結人を見つめる女の子。

　結人は目に入ってくる汗あせを拭ぬぐいながら、後ろを確かく認にんする。

　空族の機体が追いかけてくるのが見えた。

　結人はスピードを上げた。

　多摩川の水面に派手な波は紋もんを作りながら、〈Ｈ１３５〉は時速一五〇キロを突とつ破ぱして低空を駆かけ抜けた。

　だが、空族達の黒いエアモービルも食くらいついてくる。

「なんで振り切れないんだ？　普通のクルマじゃないのか？」

　ヘリなら簡単に逃げられるだろうと思っていた結人は戸と惑まどいを隠かくせなかった。

　小さなリフトファンしか持たないエアモービルが、巨大なローターを持つヘリコプターにスピードで勝てるはずはない。

　だが、空族のエアモービルは改造でもしているのか、異様な上昇率と加速力だった。

　隣となりに座る女の子が不安そうにしているのに気付いて、結人は強気を装よそおう。

「絶対助けるから心配しないで！　えっと、名前なんだっけ？」

「じ、自分ですかぁ？　灰はい松まつ五ご色しきです」

「俺は京塚結人。それで、五色さんはなんであんなのに狙ねらわれてるんだよ」

　結人は後ろの空族と横に乗る五色を交こう互ごに見ながら言った。

「えっとぉ、あっ、わ、わかりませぇん！」

　一瞬五色が理由を言おうとしたような気がした結人だった。

　何か隠しているのかと思い、探さぐりを入れてみる。

「空族に知り合いがいるとか？」

「全然わかりません。五色さんに知り合いはいません」

「知り合いはいないって？」

「五色さんには友達も家族もいません」

「そんな人間いるのか？」

「信じてくださぁい」

　不ふ審しん人物を見る目で結人に見られて、五色は必死に弁明する。

「じゃあ、なんで知り合いもいないのに襲おそわれたんだ？」

「五色さんの体が目当てなんでしょうか……」

　回転中のメインローターが作る明暗の下で、肩かたをすぼめて怯おびえる五色の体を結人はじっと見た。

　セクシーな女体からは掛かけ離はなれた子供体形の五色を見て、結人は黙だまり込んでしまう。

「えっと…………………………」

「いいんです……」

　五色は眼下を通り過ぎていく住宅の屋根を見ながら、ぽろりと涙なみだをこぼした。

　機き関かん銃じゆうの発射音がして、結人と五色は飛び跳ねるほど驚いた。

　結人はメインモニターに表示された光学映像で背後を確認する。

「噓うそだろ！　武器持ってるよあいつら！」

　エアモービルの先せん端たんからマズルフラッシュが見えた。

　弾たまの入手のしやすさでテロリストや空族に人気の、七・六二ミリガトリング銃だ。

　決して火力の高い武器ではないが、民間機相手には圧あつ倒とうできる代しろ物ものだ。

　彼らの車の先端には、どれも二門ずつガトリング銃が装備してある。

「結人さん、降参しませんか？　五色さんが捕まれば、もう襲ってこないと思うんですぅ」

　五色は暗い顔で足あし下もとを見つめる。

「俺だと頼たよりないかな？」

「いえ、そういうわけでは……」

「なんとかして君を逃がすよ」

　タービン温度計を見ながら左手でピッチレバーを引き上げる結人。

「巻き込んでしまってごめんなさぁい」

「俺は誰だれかの役に立てるのが嬉うれしいんだ。気にしないでくれ」

　不安に染まっていた五色の顔が、結人を見て少し明るくなった。

「じゃあ、頼らせてもらいますぅ」

　結人達の乗る〈Ｈ１３５〉は、前ぜん傾けい姿勢で最大加速を行う。

　後ろからの追っ手も必死で食いついてくる。無数のエアモービルに加えて、警察ヘリまで付いてきていた。もうめちゃくちゃだった。警察ヘリはおそらく空族を捕まえに来たのだろうが、ガトリング銃相手に無傷でいられるのかは不明だった。武装ヘリでも呼んで来なければ、空族を捕まえることはできないだろう。

　高速道路を這はうように高度を限界まで下げた。道路には〈Ｈ１３５〉のはっきりとした影かげが映っている。この状況でくしゃみでもすれば、地面にぶち当たってあの世行きだ。

「自殺する気ですかぁ！」

　墜つい落らく同然の急降下を体験させられて、五色は血の気を失いながら叫んだ。

「怖こわいかもしれないけど耐えてくれ」

　一方の結人はこれが日常だと言わんばかりの平然とした顔だった。

「こんな操縦する人見たことないよぉ」

　限界を訴うつたえるような口調の五色。だが結人は危険な操縦をやめようとしない。

「配達のバイトしてるときはもっと激しいんだけど……」

「配達屋さんってこんなすごい操縦求められるんですかぁ」

　地上では空族に怯えていただけの普通の少年が、空の上だと化け物のように見えて、五色は驚かずにはいられなかった。

　後ろから付いてくる追っ手達も引き離されまいと高度を下げる。

　高こう架か橋の下を何回か潜くぐり抜ぬけた〈Ｈ１３５〉に対して、追っ手が一機、機体上部を高架橋に衝しよう突とつさせて、道路へと派手に火花を上げながら墜落した。空族のような素人しろうとに毛が生えただけの奴やつらが、超ちよう低空飛行をこなせるわけがなかった。

　スピードを緩める追っ手達を引き離すように、結人はさらに機体を加速させた。

　時速二五〇キロ。

「そろそろいいか」

　結人は危険な低空飛行を中止する。

〈Ｈ１３５〉は高速道路を離れて上昇失速する。

「あそこがいいかもしれない」

　結人は見えてきた公園を指差した。

「どうするんですかぁ？」

　五色も公園を見下ろして不思議そうに首を捻ひねる。

　近くにあった、高い木々が生おい茂しげる巨きよ大だいな公園へと入った。

　この地域は高速沿いに連なる運送業者の建物しかないので、公園にいる人間はまばらだった。結人と五色にとっては好都合だ。

　機体をきつく後傾させて、急ブレーキを掛ける。激しいＧが掛かり、結人と五色は顔を歪ゆがませた。速度計が急激にゼロへと近づいていく。

　緩ゆるやかにターンしつつ、結人は人目がないことを確認すると、地面すれすれをホバリングした。

　周囲の木々が風に煽あおられて、激しく波打った。木こ陰かげで小便をしているお爺じいさんがいれば、竜たつ巻まきにでも遭そう遇ぐうしたのかとショック死するかもしれない。

「こんなすごい技術があるのに、配達のバイトしかしてないんですかぁ？」

「そんなにすごいかな？」

「もっと大きなことに役立てたほうがいいと思うんですけど……」

「配達のバイトでも十分誰かの役に立てると思うんだけど」

「だめですよぉ。もったいないですぅ」

　五色は真しん剣けんな目つきで結人をまっすぐ見つめる。

　五色は結人の現状に対して我が慢まんならない様子だった。

「そうかな……じゃあ何かもっと人の役に立てること見つけたら、やってみるよ」

「はい、ぜひ！」

　五色は嬉しそうに微笑ほほえんだ。

「それはそうと……」

　結人は着陸寸前のヘリを操縦しながら、

「君だけここで降りて逃にげてくれるかな」

「えぇぇぇ!?　それだと結人さんが襲われてしまいますぅ」

「このまま一いつ緒しよに逃げるのは無理だよ。俺が引きつけてる間に逃げてくれ」

　追っ手のリフトファンが奏かなでる高音が近づいてくる。

　五色は目線を上げて、覚かく悟ごを決めたような顔をする。

　幼い子供みたいな言動ばかりの五色だが、今はやたらと察しが良くて大人びている。

「ありがとうございます。気をつけてくださぁい」

　五色はひんやりとした細い手で結人の手を握にぎった。

「きっと大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ドアを開くと、五色は目を瞑つぶってヘリから勢いよく飛び降りた。

　五色が走っていく方角とは逆に機首を向けつつ、結人は上じよう昇しようを始めた。

　高い木々が作る緑のアーチを越こえると、薄うすい水色の空が視界を支配する。その中に無数の機き影えいがあった。

　空族のエアモービルと警察ヘリの数が倍に増えていた。

　何が楽しくてあんな小さな女の子を追いかけるのだろう。

　結人は溜ため息いきをつきつつ、燃料残量を確かめた。

「どこまで逃げられるかな……」
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　京けい浜ひん島じまつばさ公園は家族連れや昼休み中のサラリーマンなどで賑にぎわっていた。

　遊歩道に沿って置かれたいくつものベンチ、その一つを占せん有ゆうしている女子高生の集団があった。彼女達は全員、近寄りがたい雰ふん囲い気きを纏まとっている。厳おごそかな制服に身を包んだ彼女達は、航空学生、つまりパイロットだった。

　取り巻きの日ひ傘がさが作った日ひ陰かげで優ゆう雅がにサンドイッチを頰ほお張ばっている女の子、それが天あま草くさ奈な雲くもだった。他の取り巻き達は袖そで章しようの線が二本や三本なのに、天草奈雲だけ四本だった。四本は彼女達が所属する学校の最高ランクで、あらゆる航空作戦が可能な四機編隊の隊長クラスに与あたえられるものだ。

「午前の適性試験の結果は？　有望そうな子はいた？」

　東とう京きよう湾わんの向こうに見える羽はね田だ空港、そこで離り着ちやく陸りくする旅客機をサンドイッチ片手に眺ながめながら、奈雲は言った。

「だめですね。今年はろくな志望者がいません」
















　いかにも頭が良さそうに見えるメガネの女の子は、強い潮風で乱れるショートの髪かみを押さえながら言った。彼女の名前は牧まき志し野の潤うるみ。天草奈雲の側そばにいていい、数少ない選ばれた女子生徒だった。

「ふーん、つまんないわね」

　サンドイッチを平らげると、奈雲は指についたトマトの果か汁じゆうを舐なめた。

「天草先せん輩ぱいの活かつ躍やくの影えい響きようか、今年は去年の倍、体験入学希望者が来ています」

「私も天草さんに憧あこがれてここに来たんですよ。当然です」

「いまやエースパイロットといえば、奈雲先輩ですからね」

　横から差し出されたおしぼりを受け取り、口を拭ふいた奈雲はまんざらでもない顔で言った。

「あんまり上官をおだてると出世が早くなっちゃうわよ」

　取り巻き達は嬉しそうに笑った。

「奈雲様、連れん絡らくです」

　携けい帯たい端たん末まつを持って立っていた牧志野が言った。

「何よ？」

　眠ねむそうな顔でベンチに座る奈雲。

「一人、適性試験を追加で受けさせろと命令が」

「ずいぶん急な命令ね。有望な新人でも見つかったのかしら？」

「今朝起きたヘリ逃とう走そう事件のパイロットだそうです」

　ベンチに座る女の子達が、各おの々おの携帯を取り出し、ネットの映像を閲えつ覧らんし始めた。

「福ふく島しまで捕つかまったらしいですわ」

「武装した空族相手によく生き延びましたね」

「民間機なのにやたらすごい機動で動くんです」

　奈雲は気になって取り巻き達の携帯を覗のぞき込む。

〈Ｈ１３５〉がストールターン一八〇度旋回で空族の挟はさみ撃うちから逃のがれる瞬しゆん間かんが目に入った。

「結構無茶な機動してるじゃない。何者かしら？」

　呟つぶやくように言った奈雲に、牧志野が答える。

「田舎いなかの民間パイロットだそうです」

「田舎ねえ……」

　携帯に表示される映像が、逃とう亡ぼう者の捕まる瞬間に切り替かわる。

　海岸の砂すな浜はまに着陸した民間ヘリと、それを囲む無数の警察ヘリ。

　逃亡者だけでなく、一いつ緒しよに追いかけていた空族達も捕まっていた。

『俺達をコケにしやがって！』

『貴様のせいで計画が無茶苦茶だ！』

『お前、プロの傭よう兵へいだろ！　どこのパイロットだ！　答えろ！』

　空族達が画面越ごしでも伝わる殺意をまき散らしながら、一人の男に叫さけんでいる。

　警官に力ずくで地面に叩たたきつけられ、空族達はその男には辿たどり着けない。

　一いつ般ぱん人じん達が構える携帯カメラが、その一人の男を捉とらえた。

　空族達が追いかけていた逃亡者だ。

　黒いジャンパーを着た中肉中背の青年だった。両手を挙げて、警察のヘリに乗り込むその青年の顔を見て、奈雲は思わず声をあげる。

「えっ!?」

　緑運送の社名が書かれた〈Ｈ１３５〉を見て、確信したように奈雲は顔をしかめる。

「大丈夫ですか？　奈雲様」

　牧志野が心配する。

「いえ、何でもないわ」

　奈雲は軽く咳せき払ばらいをして、いつもの厳しい表情に戻もどる。

「この人の試験教官は私がやるわ。怪あやしい奴を入学させるわけにはいかないもの」




　　　×　　　×　　　×




　パトカーから出た結人は車内との寒暖差に身を震ふるわせた。

　南国出身の結人には、東京は寒すぎた。

　結人の目の前には大きな空が広がっていた。

　空港周辺は建物が少ないので、都内では珍めずらしく開放感に満ちた景色を目にすることができる。

「おつとめご苦労様でぇす」

　パトカーから出てきた結人に、待ち構えていた五色はわざとらしく頭を下げた。

　五色は空族に見つからないように帽ぼう子しとマスクで変装していたが、かえって目立っているのではと結人は思った。

「出所した犯罪者みたいに言うなよ」

　逃亡犯ではなく、武装した空族に追われていた被ひ害がい者という立場で結人は取り調べを受けていた。結人は実際、何も罪を犯してはいなかったのに、世間を騒さわがせたということで、ネット上では悪人扱あつかいだった。

「あの後、空族に見つからなかった？」

「結人さんのおかげで、大丈夫でした。ほんとにごめんなさぁい」

　おへそに両手を重ねて、丁てい寧ねいに頭を下げる五色。

「いや、君の役に立てたなら俺は嬉うれしいよ」

「五色さんも助けてもらえて嬉しかったぁ……初めて誰だれかに助けてもらったんです」

　両手の指を絡からませて恥はじらうように体をくねらせる五色。

「友達とか家族がいないって本当だったんだね……」

「そうなんですぅ」

「まあ、君が無事でよかったよ。俺、配達の仕事も終わったし、そろそろ緑ヶ島に帰るね」

「緑ヶ島ってずっと南にある島ですよね。遠いなぁ」

「うん、じゃあ、気をつけてね。見送りに来てくれてありがとう」

　結人は軽く手を振ふって、別れを告げた。

　ヘリでできることと言えば、人や物を運ぶことしかないと、結人は思い込んでいた。

　配達の仕事で人に喜ばれるのも嬉しいが、危機に瀕ひんしている女の子を助けてあげることもできるのだと、結人は新たな発見をしたのだった。

　たまには田舎を離はなれて都会に来るのも悪くないと結人は思った。

「あ、あのぅ」

　結人が五色に背を向けて歩き出そうとしたときだった。

「もっと人の役に立てること見つけたらやってみたいって言ったじゃないですかぁ」

　五色に呼び止められた。

「うん……」

　結人は振り返る。

「やってみませんかぁ。配達のバイトしてるだけじゃ、絶対にもったいないですぅ」

「そうかな……でも他ほかにやれることなんて今は思いつかないし……」

「ＡＣＴＳって知ってますかぁ」

「そりゃ知ってるけど……」

　先進航空戦闘兵訓練学校Advanced Air Combat Training School、通つう称しようＡＣＴＳ。

　空対空戦せん闘とうの強さをひたすら追求する、エリートを生み出すための航空学校だった。

　国防機能の一部が民営化されて以来、空の傭兵を育てる機関としてＡＣＴＳは名の知れた存在だった。

　国家総力戦が時じ代だい遅おくれの戦争になり、大規模軍隊の必要性がなくなった現在、大国ですら軍事費を削さく減げんするために、兵力をアウトソーシングしている。小規模なゲリラ戦をしかけてくるテロリストが国家の主要な敵だった。家庭用航空自動車やドローンなどを使用して、小規模だが強力な攻こう撃げきをしかけてくる敵に対し効果を発揮したのが、戦闘ヘリコプターである。空はもちろん海上、陸上、あらゆる敵に対応できるうえ、三次元空間を上下左右自由に移動できる戦闘ヘリは、最強の防衛兵器として世界中で活躍している。しかし、複雑すぎる操縦機構ゆえに、パイロットの育成は至難の業わざだった。ＡＣＴＳは多種多様な航空機パイロットを育成しているが、花形と呼ばれるのはもっぱら戦闘ヘリのパイロットである。

　ＡＣＴＳのトップランカー十二人だけが所属できるアポストロス飛行隊は、エリートパイロット達が目指すべき憧れとなっていた。

「ここ数日、その学校が体験入学を開かい催さいしてるんですぅ。適性試験も行われていて、合格した人は練習生として本当に入学できることになっているんですぅ。結人さん、適性試験を受けてみませんかぁ」

「それは無理だよ。俺なんかが……」

　旅客機や空軍のパイロットですら生なま易やさしく思えるくらいＡＣＴＳは最難関の進路だった。

　天才しか必要とされない、まさにトップパイロットを育てる機関だ。

「結人さんなら問題ありません。自信持ってくださぁい」

「俺はただの配達屋のバイトなんだが。最新の戦闘ヘリなんて乗れる気がしないよ」

「あの飛び方を見ていると、とても配達屋さんには思えませんでしたが……」

「忙いそがしい配達屋は速く飛ばなきゃ怒おこられるんだよ」

「じゃあ、こんなすごいパイロットを育ててくれた配達屋さんに感謝ですねぇ」

「親おや父じに感謝か……」

「お父さんに育てられたんですかぁ？」

「うん、でも親父が言うには、俺はまだまだだって。絶対親父より俺のほうが操縦うまいはずなのに」

　悔くやしそうに結人は言った。

「結人さんにまだまだなんて言えるなんて、お父さんってすごい人なんですかぁ？」

「運送屋の老いぼれ社長だよ。社長って言っても田舎のしょぼい会社だからな」

「どうして結人さんを認めてくれないんですかねぇ」

「知らねぇ……」

「じゃあ、ＡＣＴＳに入ってお父さんを見返してあげましょうよぉ」

　五色は片手を振り上げて、がんばろー、と呟いた。

「なるほど、それもいいかもしれないな」

　顎あごをさすってしたり顔で言う結人。

　配達のバイトより遥はるかに難しい試験に合格すれば、親父も認めてくれるかもしれないと思った結人だった。

「親父はさ、人の役に立てることをしろっていつもうるさく言ってるんだ」

「素す晴ばらしいじゃないですかぁ」

「ＡＣＴＳに入れたら、俺は誰かの役に立てるのかな」

「すっごくたくさんの人の助けになります！」

　自信を持って言い切った五色の言葉が、結人の琴きん線せんに触ふれる。

　人の役に立てるようにバイトを頑がん張ばってきた結人は、もっとたくさんの人のためになれる可能性を示されて、興味をひかれないはずがなかった。

「では、試験が始まります。急ぎましょ～」

　五色がぴょんぴょんうさぎみたいに跳はねながら結人を急せかす。

「え、もう試験受けるって決まったの？　てゆうか、今から応おう募ぼして間に合うのかな」

「実は、もう結人さんの受験手続きは五色さんがやっておきましたぁ」

「ええええええ!?　そんな勝手に!?」

　さっきまで緑ヶ島に帰るつもり満々だった結人はずっこけそうになる。

「君、か弱い女の子に見えるけど、やることが大だい胆たんすぎない？」

「だって、あんなすごい操縦ができるのに、もったいないって思ったんだもん」

「俺を高く買ってくれるのは嬉しいけど、勝手すぎるよ」

「今まで誰も忠告してくれなかったんですかぁ。結人さんには他にやるべきことがあるって」

「いや、特に……」

　配達の仕事しかやらせず、いつまでもひよっこ扱いで時給すら上げてくれない憎にくたらしい親父の顔を結人が思い浮うかべていたときだった。

　結人の携けい帯たいの着信音が鳴り響ひびいた。

「げ、親父……」

　いろいろまずい状じよう況きようになったことを報告していなかった結人は、渋しぶ々しぶ通話に出た。

『結人ちゃーん、東京観光はたのちいでつかぁ？』

「何、そのテンション？　親父、怒ってる？」

『何がだ？　何か俺に怒られるようなことしたのか？』

「いや、別に。配達は無事に終わったよ」

『ならいいんだ。大事なお客さんだったからな。もしものことがあったらと思ってな』

「心配しないでくれよ。俺の仕事はいつも完かん璧ぺきだ」

『完璧……本当か？』

「ほんとだって……」

　自白を促うながすような嫌いやな沈ちん黙もくがあった後、父の怒いかりが爆ばく発はつした。

『俺の会社を有名にしてくれやがって！　どうしてくれる！』

　声がうるさくて、結人は携帯を思わず耳から遠ざけてしまう。

　五色もうるさそうに耳を塞ふさいだ。

「どういうこと？」

『お前が会社の名前が入ったヘリで暴れたから、ネット上で悪い噂うわさが立ってるんだよ。会社が潰つぶれたらどうする』

「俺が頑張って立て直すから許してくれよ」

『口だけは威い勢せいがいいな。そもそもなんで空族なんかと絡んだんだ？』

「困ってた人がいたから助けたんだ。親父、いつも言ってただろ。人を助けたり助けられたりを繰くり返すことがいい仕事に繫つながるって。空族に絡まれてる人を見過ごせなかったんだよ」

『またホラ話じゃねーだろうな』

「ほんとだよ。人助けしてたんだ」

『お前のおかげで誰かが救われたってんなら、文句は言えないな。詳くわしい話は帰ってから聞かせてもらおうか』

「あの……親父……実は相談なんだけど……」

『どうした？　商売道具をぶっ壊こわしたんじゃないだろうな』

「いや、違ちがう。その、さっき助けた人が、俺に言ったんだよ。ＡＣＴＳに入らないかって。配達のバイトしてるより、その学校に入るべきだって誘さそわれたんだ」

　結人には永遠に配達の仕事をやらせる素そ振ぶりを見せていた親父だったから怒られるかと思っていたが、思わぬ反応を見せた。

『ははは、さっそく人助けの効果が出たじゃねーか。お前の次の仕事を見つけてくれたんだろ？』

「いいの？　配達のバイト辞やめて……」

『俺を超こえたきゃその学校でうまくやるんだな。へこたれてすぐ緑ヶ島に帰ってくるのが目に浮かぶぜ』

「誰がへこたれるかよ。いいんだな、学校の試験受けて」

『やってみろよ。不合格ならすぐ帰ってくるんだぞ』

　通話の切れた携帯を結人はしばらく見つめていた。

　一人前だと認めてくれはしなかったが、今までとは違う反応を見せた親父に、結人は嬉うれしくなってしまった。

　学校に入ることができれば、もっとたくさんの人の役に立てる。

　そうすれば父も結人を認めざるを得ない。

　父を超えることができるかもしれない。

「お父さん、試験受けてもいいって言ってくれたんですかぁ？」

　五色が気になるように首を捻ひねる。

「うん、俺、試験受けてみるよ」

「やったぁ」

　五色は小さな手でぺちぺちと拍はく手しゆをする。

「初めて学校にお友達ができそうですぅ」

　少し恥はずかしそうに言う五色。

「じゃあ、合格できたら仲良くしてくれよな」

「はい、ぜひ！」

「ところで……なんで君はヘリとかＡＣＴＳのことに詳しいの？」

　パーカーにジーンズ、靴くつはハイテクスニーカーという見た目はちょっと少年風の装よそおいをした普ふ通つうの女の子。

　だが空族に襲おそわれるという時点で、五色は普通の女の子ではないと結人は予想していた。

　五色が言い放った言葉を聞くと、予想は確信に変わった。

「五色さんは、ＡＣＴＳの生徒なんですぅ」




　　　×　　　×　　　×




　通路を行き交かう多くの学生達が目に入った。自動膨ぼう張ちよう式ライフジャケットをマフラーみたいに首に巻いた耐たいＧスーツを着た男女二人が談だん笑しようしながら通り過ぎていく。その後に五人ほど、オイルで汚よごれたツナギを着た整備士達が通り過ぎていった。建物の中だというのに、外からターボシャフトエンジンの爆音が聞こえてくる。

　ここはＡＣＴＳ先進航空戦闘兵訓練学校内の通路だった。

　ＡＣＴＳのエリートだけが所属できるアポストロス飛行隊の入隊試験を受けるのだから、待合室か何かに通されると思ったら、結人は通路脇わきの椅い子すで待ってろと言われた。この学校はヒエラルキーがはっきりしていて、下したっ端ぱの新人は最低の扱あつかいを受けるらしい。

　パイロットスーツを着させられた適性試験受験者は二人だけだった。

　他の受験者はもう試験を終えたらしく、遅ち刻こくした結人と、最後の受験者である女の子だけが残っていた。

　結人の隣となりに座っていた女の子は、さっきからヘリ操縦の教本に目を落としてぶつぶつ呟つぶやいていた。

　緩ゆるくウェーブの掛かかったお洒落しやれな髪かみが似合う優やさしげな顔の女の子だった。

　胸の受験票には燕子花かきつばた呉くれ羽はと書かれている。

「サイクリックを前に倒たおしたらコレクティブを引き上げる。サイクリックを引いたらコレクティブを押し下げる。サイクリックを前に倒したらコレクティブを引き上げる──」

「なにしてるの？」

　結人が話し掛けると、燕子花は駆かけ足で行っていた勉強を中断して、柔やわらかな声で答えた。

「予習だよー」

「まずい。俺、なんにも予習してない。事前にヘリに乗って練習もしてるの？」

「乗ったことないよー。フライトスクールで練習してから来る人もいるっぽいけど、私の家、お金ないからさー」

「だから本で勉強してるんだな」

「そうなの。無料でできるフライトシミュレータで練習はしてるんだけどね」

「俺もシミュレータよくやるけど、本物のヘリとはやっぱり違うよ」

「君、結人君っていうの？」

　燕子花が興味深そうに結人の胸の受験票を見ていた。

「うん、そうだよ」

「結人君ってもしかして本物のヘリに乗ったことあるのかな」

「一応」

「すごい！　パイロットなんだー。格好いいなー」

　尊敬の眼まな差ざしで見てくる燕子花。

「バイトで使う配達用のヘリに乗ってただけだからすごくはないよ」

　結人は照れ笑いをしながら言った。

「私、ヘリの操縦が難しいことぐらい知ってるよー。お仕事できるくらいヘリに乗れるんだったら、きっとたくさん練習頑張ったんだよね」

　自分が気にしてもいなかった部分を褒ほめられて結人は嬉しかった。

「うん、確かに最初は難しかったな」

「ほらっ。結人君は頑がん張ばり屋さんだね」

　へへへと優しく笑う燕子花。

「あの、離り陸りくするためのコツとかってないかな？　あっ、いきなりごめんね。結人君と話せて嬉しくなっちゃったー。私、飛行機好きなのに、飛行機の話できる人、いなかったんだー」

　燕子花は恥ずかしそうに頰ほおを赤らめて、結人から目をそらしながら話した。

「学校の友達とはそういう話しなかったの？」

「私、チアリーディング部だったんだよー。飛行機なんて誰だれも興味なかったからねー」

「チアってすごそう……女子学生の頂点って感じがする」

「結人君アメリカドラマの見すぎだよー」

　口元を押さえて楽しそうに笑う燕子花。

　優しくて可愛かわいくてチア部に所属していた燕子花は、さぞかし人気者だったんだろうなと結人は想像した。

「じゃあ、この学校に入れたら、たくさん飛行機の話できるね」

「うん、一いつ緒しよに入れたらいいね」

「えっと、離陸のコツだっけ？　まず車輪が地面から離はなれたら焦あせらないことかな。焦って操そう縦じゆう桿かんを大きく動かしちゃうと取り返しがつかなくなるから。あと、機首かローターの回転面を風が吹ふいてくる方向に向けると楽に安定するよ。それくらいかな」

「そっかー、考えてなかったなー。本当にありがとね」

「いや、これくらい教官が教えてくれそうだけどな」

「ううん、緊きん張ちようして教官の話なんか聞こえないかもしれない。結人君から聞けてよかったよー」

　燕子花は、戦せん闘とうヘリなんかとは縁えんがなさそうな、のんびりとした物言いだった。

「次、京塚結人！　ついてきて」

　教官の叫さけび声が聞こえた。

「俺、呼ばれたから行くよ」

　結人が立ち上がると、燕子花は両手に握にぎり拳こぶしを作って言った。

「ファイトだよー。教えてくれてありがとー」

「役に立ててよかったよ。じゃあ」

　結人は燕子花に別れを告げると、扉とびらの外に急いだ。

　しかしなぜ屋外に出るのだろう。

　適性試験はまずシミュレータで行うと説明されていた。

「あの、どうして外に行くんですか。シミュレータは？」

「君だけはこっち。さっさとついてきて」

　怖こわそうな女の人の声だった。

　鬼おに教官って感じだ。

　どうして自分だけなのだろうと疑問に思いながら、結人は外に出る。

　外はとにかく寒かった。しかも海に囲まれた羽田空港の滑かつ走そう路ろだ。

　航空自動車エアモービルの普ふ及きゆうに伴ともなって、国内線の便数が激減し、コスト削さく減げんのため羽田空港は完全に共用空港となった。もともと存在した海上保安庁の特とく殊しゆ救難基地やマスコミ各社のヘリ基地に加えて、ＡＣＴＳが滑走路を使用するようになった。航空機の大衆化で増えた空の脅きよう威いに対処するため、空対空戦闘に特化した学校を置くことは、首都の安全にも寄き与よしている、という名目だった。

　数機の攻こう撃げきヘリが飛行前点検を受けている巨きよ大だいな格納庫を通り過ぎる。

　体験入学に訪おとずれた若い男女が、攻撃ヘリの前で携けい帯たい片手に写真撮さつ影えいをしていた。

　楽しそうだなーと眺ながめながら、結人は歩いていく。

　数字を丸で囲んだ目印が地面に描えがかれた場所に辿たどり着く。ヘリの離着陸スポットだ。

　結人を案内してくれた人は、スポット一一の場所で立ち止まった。

　スポット一一には、二人乗りの小型ヘリがあった。まさかいきなりこれに乗れとでも言うのだろうか。

　案内してくれた人が振ふり向いた瞬しゆん間かん、結人は息を吞のんだ。

　軽く踏ふんだだけで人を屈くつ服ぷくさせそうなピンヒールのロングブーツが音を響ひびかせた。

　艶なまめく長い黒くろ髪かみとか、黒髪にミスマッチな青い目とか、顔が小さくて胸が大きくて脚あしが長いせいでシルエットだけでも美人だとわかるとか、そんな褒め言葉がかすむくらい彼女は完かん璧ぺきなルックスだった。

　アポストロス飛行隊の正装は、軍隊のような厳おごそかさがあるが、背の高くて強気そうな彼女にはよく似合っていた。

　まさに理想の女の子が現れて、結人は見とれてしまっていたが、彼女が口を開くと現実に引き戻もどされた。

「京塚結人君、不合格」

「え!?」

　啞あ然ぜんとして一瞬何を言われたのか結人は理解できなかった。

「なんで!?　まだ何もしてないのに！」

「この学校は自分より下手なパイロットに何でも命令できるの。命令に従わない場合は退学」

「そんな理り不ふ尽じんなルール受け入れられるか！」

「空対空戦闘で負けるということは、背負っている組織や国が滅ほろぶということよ。普ふ段だんからそのことを意識してもらうために、地位の低いパイロットに人権は与あたえていないわ。逆に、地位の高いパイロットは、あらゆるわがままが許されるの」

「それで……あなたはどのくらい地位が高いの？」

「入隊試験にも合格していないあなたは二百位以下。ちなみに私はアポストロス飛行隊ランク三位よ。一位と二位は長期出張中だから、実質私が女王ってわけ」

　腰こしに手を当てて見下してくる彼女は傲ごう慢まんそのものだった。

　だが、腕うでの立つパイロットはどこに行っても厚こう待たい遇ぐうを受けることを結人は知っていた。

　アポストロス飛行隊のランク上位者は、国や傭よう兵へいの空軍に出向いて、敵機役を演じ最新の空戦テクニックを教授する。空軍の練度が上がれば、戦争に勝てるのだ。人と人とのルールも、資源や土地や人命も、戦争に勝つか負けるかで奪うばうか奪われるかが決まる。天才パイロットにはあらゆるわがままが許されるのだった。

　だが、実際に傲慢なパイロットを目の前にすると、結人はむかついてきた。

「とりあえず試験だけは受けさせてほしいです」

「まあ、そこまで言うんだったら考えてやらないこともないけど？」

「若く見えるけど、何歳なんですか？」

「一七だけど？」

「俺と一緒じゃないですか」

「ちなみに出身地もあなたと同じよ。ユイ君」

「え？」

　懐なつかしいあだ名を呼ばれて結人は戸と惑まどった。

　そのあだ名で呼ぶのは五年前に東京へと引っ越こしてしまった幼なじみしかいなかった。

　背が小さくて地味な外見でだらしない性格だった昔の面おも影かげがまったくないので疑わしいが、結人は聞いてみることにした。

「もしかして、昔緑ヶ島にいた天草奈雲？」

「ようやく気付いた？　ユイ君」

「噓うそ、マジで？　身長伸のびすぎじゃないか？　顔も違ちがう気がするけどまさか？」

「整形なんかしてないわよ！　失礼な奴やつ」

「ごめん。昔とは全然違ったからびっくりした……」

　寒風にさらされたせいか、奈雲の白い肌はだはほんのり赤く染まっていた。

　同い年の幼なじみ。

　小さな南の島で二人は暮らしていた。

　生まれた場所も、育ち方も、食べた物も、ほとんどが同じだった。

　なのに五年前に東京に引っ越したというだけで、ずいぶんと差がついてしまった。

　結人とその父親と奈雲の三人でヘリに乗ったとき、遊びで奈雲が操縦桿を握ったことがあったが、どんくさいばかりでスジがいいとは言えなかった。

　いったいどうしてエリートパイロットになれたのだろう。この五年間でいったい彼女に何が起きたのだろうか。

「どうして何も言わずにいきなり引っ越したんだよ」

　奈雲がいきなり引っ越したことに疑問を抱いだいていた結人は聞いた。

「覚えていないの？　とても嫌いやなことがあったから」

　奈雲は指先で髪かみをくるくる巻きながら、言いにくそうに視線を落とした。

「ああ、あれかな、俺が奈雲のプリン食べちゃったこと？」

「そんなくだらない理由なわけないでしょ！」

「何も思い付かない……」

「この私も見くびられたものね。あんな酷ひどいことして何も覚えていないなんて」

「俺が？　奈雲に酷いことしたの？」

「女の子を傷つけておいてその反応はないでしょ？」

「うわっ、ごめん、何かしたなら謝るけど、全然わからない……」

　すっとぼけている風でもなく本気で驚おどろいている結人を見て、奈雲はさらに苛いら立だちを強くする。

「五年も離れていれば赤の他人だものね。忘れるのも無理ないか」

「頼たのむ、俺が何をしたか教えてくれ……」

「私の口からもう一度言わせようとしていることが腹立たしいわね。また恥はじを搔かかせるつもり？　忘れちゃったの？　私の告白断ったこと…………」

「何を断ったって？　飛行機の音で聞こえないよ」

「別に何も言ってないわよ馬ば鹿か……」

「奈雲を困らせた俺が許せねぇ……俺、奈雲が困ってるなら助けたいんだ。今からでも間に合わないのか？」

　まっすぐな目で結人に見つめられて、奈雲は岩のようだった硬かたい表情を少し緩ゆるめた。

「まあ、やり直したいってそっちが言うんだったら、聞いてあげなくもないけど？」

「やり直せるならやり直そう！」

「そう……なら、このまま帰れっていうのもあんまりだし、いいわよ。試験受けて」

　何が彼女の機き嫌げんを回復させたのかよくわからなかったが、試験を受ける機会を貰えて結人は嬉うれしかった。

「よかった……ありがとう！　これで願いが叶かなう」

「もしかして私と同じ学校に行きたいから試験を受けに来たってこと？」

　奈雲は期待に目を輝かがやかせながら聞いた。

　怒おこったり喜んだり、感情の起き伏ふくが激しい。

「いや、全然違う。奈雲がここにいること知らなかったし」

「ふんっ！」

　奈雲はブーツのヒールで結人の足を踏み付けた。

「いってぇぇ」

「久しぶりに再会した幼なじみはどうでもいいって？」

「ごめん、悪かった。俺、この学校に合格して、もっと人の役に立てることしたいんだよ。だから試験受けられることになってつい浮うかれてて。奈雲と会えたのも嬉しいよ」

「ふーん、まあいいわ」

「それにしても軍用機のパイロットになるなんて、何があったんだ？」

「身の上話もいいけど、早くしないと試験時間終わるわよ。いいの？」

「あっ、試験受けたいです。お願いします」

「よろしい。ただし、一番難しい機体でね」

　腕を組んで冷たい目をして言う奈雲。

「なんでそんな意地悪をするんだ。一番簡単な奴でいい」

「だめ。簡単に合格できると思わないで」

　奈雲は長い黒髪を風に靡なびかせながらスポット一一を離はなれていく。

　試験教官に幼なじみがいたのは歓かん迎げいすべきことだったのに、どうやら彼女は結人の味方ではなさそうだった。




「これは、ＦＨ─○２〈コクレア〉。ＦＨはファイターヘリの略だけど、一応対空、対地、対艦かん、何でもできるマルチロール機よ。前方は機長パイロツト席、後方が副機長コ・パイロツト席で、二人で操縦するのが基本の機体。新進気き鋭えいの設計士イカロスが手がけた傑けつ作さく機として有名よ」

　スポット二三に辿り着いた結人は、奈雲にブリーフィングを受けていた。

「イカロスってこんなのも作ってたんだ。エアモービルの設計をした人ってイメージだったよ」

「うちの学校の機体は、ほとんどイカロス氏が手がけたものよ。覚えておきなさい」

「なあ、テストってシミュレータでやるんじゃないのか？　なんで俺だけいきなり実機なんだよ？」

「ユイ君は私のことをナメてそうだから、厳しくいくわ」

「そんな……」

　結人は肩かたを落としながら、目の前の厳いかついヘリを眺ながめる。

　全長が一七メートルもあるのに、横よこ幅はばはとても狭せまい。被ひ弾だんを少なくするために瘦やせたフォルムになっているのだ。メインローターの下には、瘦せたフォルムに収まりきれなかったターボシャフトエンジン二機が機体からはみ出すように付いている。無骨といえば聞こえはいいが、ブサイクなフォルムだった。でもどことなく可愛かわいい。コクピットを覆おおうキャノピーは、無数の平たいガラスで構成されていて、多面体になっていた。機体の両サイドから生えているスタブウイングには、小さな赤外線誘ゆう導どう対空ミサイルと、燃料搭とう載さい量を増やすための増ぞう槽そうが吊つり下げてあった。

「難しそう……」

「最高難易度の機体よ。緑ヶ島のありふれた機体と最新鋭の軍用ヘリの違いを思い知るがいいわ」

　奈雲は得意げに言いながら、結人にヘルメットを渡わたす。

　ヘルメットを被かぶると、結人は穴や出っ張りに足を掛かけながら機体をよじ登り、操そう縦じゆう席に座った。脚きや立たつやリフトなしでも整備しやすいように、このヘリにはいたるところに足場が確保されているので、乗り降りが楽だった。

　目の前に液えき晶しよう画面が三つ。アナログ計器を完全に廃はいした潔いさぎよいデザインだった。操縦桿かんには民間機ではありえないほどのボタンが無数に付いており、何がなんだかわからない。

「あの、奈雲さん？　さすがにスタートの仕方は教えてくれるよね？」

　腕のいいパイロットならどんな航空機でも説明書なしで飛ばせるが、エンジンスタートの手順だけは勘かんではどうにもならないのが定説だ。

「仕方ないわね。でも……ちゃんとした操縦桿は前の席にしかないから一いつ緒しよに乗らないと教えられない」

　滑かつ走そう路ろに突つっ立っていた奈雲は、コクピットにいる結人をむっとした表情で見上げた。

「じゃあ、一緒に乗ればいいって……狭いな」

「ユイ君の膝ひざの上に私が座れば大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　さっきまではハキハキ喋しやべっていたのに、奈雲の声は風に吹ふき消されそうだ。

「えっ、聞こえない」

「私がユイ君の上に座るの！」

　上うわ目め遣づかいで顔を赤くしながら言う奈雲。

「えっ、ここに？　噓だろ！」

　結人は自分の膝の上を指差す。

　抱だきかかえながら操縦しろというのだろうか。

「一緒に乗ってあげるって言ってるのがわからないのかしら」

　寒いはずなのに、奈雲は胸むな元もとをパタパタして空気を送り込んでいた。

　コクピットまでよじ登ってきた奈雲は、座席──結人の膝の上に座る前にしばらく逡しゆん巡じゆんしていた。

「ほんとに狭いわね……よし、行くわ！」

　奈雲は大声で自分に気合を入れながら乗り込む。

　パイロットスーツではなく制服を着ていた奈雲は、ミニスカートが捲まくれないか気にしながら、結人の膝の上に座った。

　小さい頃ころ一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったときにはなかった柔やわらかな肉体を膝の上で感じた結人。

「うわっ!?　こういうことか！」

　思った以上に密着度が高くて結人は驚いてしまった。

「私も恥はずかしいんだから黙だまって！」

　奈雲の体は柔らかいと同時に、汗あせばむほど熱かった。

「大丈夫か？　熱があるんじゃ」

「ないわよ」

「てゆうか、なんか大変じゃないか？　脚あし閉じられないだろ？」

　股またの間に操縦桿があるせいで、ミニスカートなのに奈雲は脚を開いて座るしかなかった。正面から見れば、下着が丸見えなのは間ま違ちがいなかった。女の子がするにははしたない座り方だ。

「よくもこの私をはずかしめたわね……」

　奈雲は結人を振ふり向いて鋭するどい眼光で睨にらむ。必死でスカートを押さえながら。

「俺、何も見てないから！　大丈夫」

「大丈夫じゃないわよ。やっぱり私のことナメてるわね」

「ごめん。すごいパイロットだっていうのはわかる」

　奈雲の制服にある四本線は最高クラスのパイロットにしか与あたえられないことを結人は知っていた。四機編隊を指揮するリーダーとなり、あらゆる実戦任務を遂すい行こうできるパイロット。こうして教官の職についているのだから、ただの航空学生とは訳が違う。昔は結人の後ろをついて回る小さな女の子だったが、今は立場がまったく変わってしまった。昔と同じように接していたのでは、奈雲が不ふ機き嫌げんになるのも無理はない。

「わかったら昔のノリで話し掛けるのはやめなさい」

「気をつけるよ。先生とか教官って言ったほうがいいかな」

「お好きにどうぞ。じゃあ、始めるわよ」

　俯うつむいて手で顔に風を送っていた奈雲は、顔を上げて深呼吸した。

「まずＡＰＵでエンジン始動」

　高出力のエンジンは、自動車のように電気で回転させてスタートさせることができない。電気では始動させるためのトルクが足りないのだ。そこで、ＡＰＵ〈補助パワーユニット〉と呼ばれる小さいエンジンを使い、高圧空気を送り込んでメインエンジンをスタートさせる。

　左側のパネルにＡＰＵ関連のスイッチを見つけた結人は、そこに手を伸のばした。

「ちょっと待って。まず、管制官に離り陸りくの許可を貰もらってからエンジンスタートよ」

「とりあえず、エンジン回しとけばいいんじゃないか？」

「先行機がいたらエンジン回したまま待機することになるでしょ。燃料節約して」
















「細かいな」

「この羽田基地はうちだけじゃなく、空自や民間機も離着陸できる共用空港なのよ。コストダウンのために日本の空港のほとんどが共用空港化されてるわ。緊きん急きゆう出動以外は必ず事前に提出したフライトプランを守るのがここでのルールよ」

　無線コントロールパネルのＶＨＦ周波数ダイヤルを羽田デリバリにセットした奈雲は、結人のヘルメットについていたマイクに聞こえるよう、大きめの声を出した。

「羽田デリバリ、こちらコクレア一号機。スポット二三に駐ちゆう機き」

『コクレアゼロワン、試験飛行を承認します。離陸後、出発経路は方位二五〇、トランスポンダのスコークナンバーは一〇〇九です』

　奈雲は無線に復唱した後、結人に言った。

「はい、セットしなさい」

　結人はＡＴＣトランスポンダのダイヤルを一〇〇九にセットした。これは自動車でいうナンバープレートみたいなもので、こちらの便名、高度、速度などを管制に知らせるためのものだ。

「エンジンスタートさせるから覚えるのよ」

　奈雲は、機体の周囲に人がいないか確かく認にんしてからＡＰＵ制せい御ぎよパネルに手を伸ばした。

　燃料バルブとポンプのスイッチをオン。エンジン始動セレクタをＡＰＵにセットしてスタートボタンを押す。

　後ろからキュィィィンという音と微かすかな振しん動どうが伝わってくる。

　ＡＰＵスタンバイの文字がスタートボタンに浮うかび上がる。

　電子計器類のスイッチを手当たり次し第だいにオンにすると、機内照明や液晶ディスプレイが点灯し、コクピットがさっきより明るくなる。

　エンジン始動セレクタをエンジンにセット。スタートボタンを押すと、機体の振動とエンジン音がさらに大きくなる。

　左手に握にぎったスロットルレバーを二五パーセントの位置まで捻ひねる。

　液晶に表示されたすべての数値が上じよう昇しようしていく。

　回り出したメインローターの影かげが、コクピットに明暗を作り出す。スロットルをオートモードにすると、メインローターの風切り音、エンジン音が爆ばく音おんのように大きくなる。メインローターの回転数がやがて、一〇〇パーセントに達する。ｒｐｍ表示は五一〇（一分間に五一〇回転）前後をうろうろしていた。

「緊きん張ちようしてきたんだけど。やっぱ初見じゃ無理だって」

　今まで聞いたこともないような大出力のエンジン音に結人はビビる。

「プロのテストパイロットになったら、説明すらなしにいきなり知らない機体に乗せられるわよ」

「田舎いなかの配達屋でいい気がしてきた……」

　結人は小さな声で呟つぶやいた。

「なんでそんなこと言うのよ」

「俺、人の役に立てるなら何でもやるよ。でも、これって天才とかじゃないと無理なんじゃないか？」

　弱気な結人を振り返り、奈雲は少し目を細めて柔らかい声で言った。

「もう……相変わらず真ま面じ目めなんだから……わからなかったら私が教えるから、とりあえずやってみなさいよ」

「…………」

「何よ……」

　結人は昔の面おも影かげを感じさせる懐なつかしい奈雲の表情を見ながら、

「なんか優やさしいな……」

　結人の言葉で、奈雲は耳まで真っ赤になる。

「うるさい！　黙りなさい！」

　奈雲の肘ひじがみぞおちを襲おそってきて、結人は呻うめいた。

　奈雲はさっさと離陸の準備を進める。

　無線コントロールパネルのＶＨＦ周波数を、羽田デリバリから羽田タワーに変へん更こうする。

「羽田タワー、コクレアゼロワン、離陸準備完かん了りようしました」

『コクレアゼロワン、離陸を許可する』

　離陸の許可と同時に、管かん制せい塔とうから送られた情報が電子音と共に液晶画面に表示される。

　風向一六〇度、二二ノット。晴天。気温九度。気圧一〇一六ヘクトパスカル。

「じゃ、テスト開始しましょ。まずはリフトオフ」

　奈雲は振り返って、結人を見つめた。

「親おや父じに言われた通り、へこたれて島に帰るのも癪しやくだからな……とりあえず頑がん張ばるか」

「何か言った？」

「いや、何でもない」

　奈雲を膝の上に乗せたまま、結人は操縦を始める。

　自動車のサイドブレーキみたいに床ゆかから伸びるコレクティブピッチレバーを、結人は左手でゆっくりと引き上げた。

　メインローターのブレードの角度がきつくなり、滑かつ走そう路ろを叩たたく風が荒あら々あらしくなる。

　車輪が滑走路から離はなれた。初めての機体に乗ったせいか、結人は体を力ませる。空中に浮かんだ瞬しゆん間かんに、機体は風下へと横よこ滑すべりしてしまった。

　結人は慌あわてて、右手の操そう縦じゆう桿かんを風上の方向に傾かたむける。

　今度は風に向かって横滑りしてしまった。

〈コクレア〉は高度二メートルを風船のように漂ただよっていた。

「どこ行くの。家に帰るつもり？」

　肩かたをすぼめたまま座っていた奈雲が、こいつマジか？　という顔で結人を振り返る。

「サイクリックが敏びん感かんすぎないか？」

　右手を数ミリ動かしただけで、機体は挙動を大きく変えてしまう。横風にいいように弄もてあそばれていた。この氷の上を歩くような感覚から逃のがれるためには、滑走路に降りるしかないような気がした。

　思ったより難しい。

　きっとど素人しろうとが初めてこの機体の操縦桿を握れば、大事故が起きたのではないだろうか。

　一番難しい機体に新人を乗せるなんて、奈雲はよくも無茶振ぶりをしたものだった。

　さっき駐機していた二三の数字を円で囲んだ滑走路の目印（スポット二三）からかなり遠のいてしまった。このままふらふらしていたら、隣となりのヘリに激げき突とつしてしまいそうだ。

　もう高度を上げてしまおうと、左手のレバーを引き上げた。機体の振動とエンジン音が大きくなる。ローターのパワーが強くなりすぎて、アンチトルクが働く。目の前の景色が横に流れていく。機体が回転しているのだ。結人は慌てて左手のレバーを引き下げる。このヘリはパワーが強すぎるし、とても敏感だ。

「ねえ、それ本気でやってるの？」

「うーん、難しい」

　奈雲の細くて長い指が、結人の右手に触ふれた。

「ユイ君力入れすぎ」

　奈雲が結人の右手ごと操縦桿に触れた瞬間、〈コクレア〉は高度二メートルの位置で凍こおり付いたように安定した。振動すらなくなってしまったように思える。

「すごいな……」

「輸送機や旅客機と違ちがって、戦せん闘とうヘリのコクレアはわざと不安定に作ってあるのよ。素す早ばやい機動ができるように」

「なるほど」

　奈雲は操縦桿を握るというより、触れるように操作していた。

「私が手伝ったことは内ない緒しよね。今度は自分でやってみて」

　奈雲はそっと囁ささやいた。

「あ、ありがとう」

　奈雲は操縦桿から手を離した。

「ユイ君のお父さんから習わなかった？　サイクリックはバナナを握るように優しくって」

「……いや、俺のときは生卵を握るように、だったけれど」

「ほんと？」

「バナナって……親父に変なことされてないよな？」

「どうして？」

「されてないならいいよ」

「なによ……無む駄だ口ぐちはいいから、早くテイクオフして。バナナを握るようによ」

　やらしい例えだというのはともかく、バナナを握るように操縦桿に触れるというのはわかりやすいアドバイスだった。

　力加減を優しくするだけで、機体はかなり安定し始めた。

　さっき燕子花に自分でアドバイスしといたことを結人は忘れていた。

　車輪が地面から離れたら焦あせらない。ローターの回転面を風が吹ふいてくる方向に向ける。

　それを実行するだけで機体はかなり安定した。

　基本を忘れるほど結人は緊張していたのだった。

　右手の操縦桿をわずかに前に倒たおすと、〈コクレア〉は前ぜん傾けい姿勢になり、ホバリングをやめて前進し出した。ほんの少しだが前に進むことで、メインローターへの空気流入量が増加し、機体は上昇するための揚よう力りよくを得る。ヘリコプターは真上に上昇することもできるが、前進しながら上昇したほうが楽なのである。

　左手のコレクティブレバーを引き上げると、高度と速度のデジタルメーターの数字がどんどん増していく。

　滑走路が後ろに流れていきながら遠ざかり、ついには視界から消えて、海しか見えなくなる。

　アンチトルクに弄ばれて、お尻しりを右に左にブレさせながらの離り陸りくだったが、ある程度の速度を得ると、テイルローターの前に羽のように生えているバーチカルスタビライザーのおかげで機体はブレなくなった。

「車輪畳たたんで」

「了りよう解かい」

　奈雲が指差したスイッチを、結人はパチッと上に引き上げた。

　前一つ、後ろ二つの車輪が機体内部へと格納される。

　空気抵てい抗こうが減少し、加速のリズムが変わった。

　コンテナを積んだ貨物船が白い泡あわを残しながら結人達の真下を進んでいた。

　前方に、レインボーブリッジや臨海副都心、品しな川がわの高層ビル群が見えてきた。

　高度五六〇メートル。時速一六〇キロ。

　水平飛行に入ると、試験の緊張や不安より、空を飛ぶ楽しみのほうが勝まさってしまった。

　子供の頃ころ、自転車に乗れるようになると行動範はん囲いが一気に広がったように、ヘリに乗るとそれ以上の世界の広がりを感じることができる。ヘリコプターは鳥よりも高く速く飛べ、しかもどこにでも降りられる。乗り物を操縦したときの快感で、ヘリコプターに勝るものはなかった。

「どこを飛べばいいんだ？」

　液えき晶しよう画面のＧＰＳの鳥ちよう瞰かん図ず、そこに表示されていた航空自動車の航空路を越こえるように高度を上げた。

「どこでもいいけど。まずは都内の低空飛行を適当にやってみてくれるかしら。地形を確実に覚えて」

　肉眼で地形や建築物を確かく認にんしながら飛ぶ地ち文もん航法が基本であるヘリは、景色を確実に覚えることが大事だった。

「ほら、ＧＰＳばかり見てるから、機首と高度が落ちてる」

　奈雲に言われて、結人は慌てて姿勢指示器を見つめる。

「計器も見ないで。景色、景色。このままだと不合格よ」

「コクピットが変な位置にあるから、体感じゃよくわからないんだよ」

　結人達の乗る機体が品川の超ちよう高層ビルの直上を通り過ぎていく。

　超高層ビルの屋上には災害時の救助活動用に使用するヘリポートの設置が義務づけられている。災害時以外でも、エアモービル等が着陸できるよう、大規模な離着陸スポットを設置しているビルがほとんどだ。大たい抵ていは高層階が立体駐ちゆう車しや場になっており、地下駐車場と並ぶほどの規模となっている。

　ビルの屋上でやっていたフットサルの試合のボールを目で追いながら結人は言った。

「緑ヶ島とは全然違うんだな」

　ビルの屋上に貼はり付けられた栄養ドリンクメーカーやカジュアル衣料品店の広告映像、流れ星のように見える飛び交かうエアモービルの衝しよう突とつ防止灯、地上に絶え間なく溢あふれている人の波、緑ヶ島では絶対に見られない景色がそこにあった。

「当たり前でしょ。そろそろ次の採点に移るわ。クイックストップやるから」

　結人は身構えた。

　周囲にエアモービルや障害物がない空域に入ると、万が一のために操縦桿を奪うばい取る準備をしながら、奈雲は言った。

「ストップ！」

　結人は右手と左手のレバーを同時に引き上げる。

　機首が上がり、目の前には太陽と雲しか見えなくなる。

　機体全体が軋きしむほどの、強きよう烈れつなブレーキが掛かかる。

　飛行機は地に足を着けているわけではないので、止まったかどうかの確認が非常に難しい。結人は窓の下を見ながら、ローターパワーを微び調ちよう整せいする。

〈コクレア〉は機首を天に向けたまま完全に静止した。

「マジなの？」

　奈雲は結人を振ふり返りながら驚おどろいていた。

「悪い……何がだめだった？」

　結人は不安になりながら聞いた。

「こんなにきっちりコクレアを急停止させたの、初めて見たわ」

　奈雲は口を開けたまま放心していた。

「それってすごいのか？」

「さっきも言ったけど、この機体ピーキーだからきっちり止めるのは私達プロでも難しい」

「簡単に止まった気がしたけどな」

「は？　どうやったのよ」

「わからない。運が良かったのかも」

「運は関係ないでしょ……じゃあ試ためしに、次、ホバリングターンやってみる？」

　奈雲は好こう奇き心しんに満ちた顔でテストを進める。

　次々と奈雲から与あたえられていく試験課題を、結人はがむしゃらにこなした。

　配達のバイトをしているときと同じように、完かん璧ぺきを目指して操縦する。

　より多くの人の役に立てるように。

　親おや父じが評価せざるを得ないパイロットになるために。

　課題をすべて終しゆう了りようした頃には、奈雲の表情は最初とはまったく違うものになっていた。

「全部完璧……いったいどういうことなの……」

　奈雲は不思議そうに眉まゆをひそめるばかりだった。

「じゃあ、合格ってことでいいのか？」

　てっきり不合格だと思い込んでいた結人は、期待に胸を膨ふくらませる。

「……ごほん……不本意だけどそうなるわね……」

　教官としての威い厳げんを保つように、奈雲はさっきまでの動どう揺ようを隠かくそうとする。

「本当か？　ありがとう」

　無む邪じや気きに喜ぶ結人だった。

　配達のバイトしか知らなかった結人は、エリート航空学校でも自分の腕うでが通用するかもしれないという希望が見えたことに安あん堵どした。

　この学校を薦すすめてくれた五色に、結人は感謝していた。

　助けたり助けられたりすることがいい仕事に繫つながる。

　父の言葉を信じていた結人は、今度は自分が五色を助けてあげたいと心から思うのだった。

　そのとき、ＶＨＦ無線に通信が入った。

（大変ですっ！　奈雲様！　気をつけてください。近くに国こく籍せき不明の戦闘機が来ています！）

「国籍不明の戦闘機!?　冗じよう談だんでしょ？」

（近くにいます！　危険です！）

　奈雲はレーダー画面に目を落とす。

「こっちのレーダーだとノイズが多すぎて見えないわ。そっちのデータ送って」

（ステルス機なので見えるわけありません！　狛こま江え市の住民からの通報が多数ありました）

　結人と奈雲は慌あわてて周囲を肉眼で確認する。

　飛行中のエアモービルがこぞって緊きん急きゆう着陸を始めていた。通報があった瞬しゆん間かんに、自動管制システムが働き、ＡＩが着陸を実行させていた。

　上空はすっきりしたが、低空に敵が隠れていれば見つけるのは困難だった。

「機種はわからないの？」

（不明です）

「まずいわね……」

　結人の目に、レーダー画面を見つめる奈雲の深刻そうな顔が映った。

　試験に合格した喜びなど一瞬で消し飛んでしまう重苦しい空気がコクピットに漂ただよう。

　エアモービルが退たい避ひした静かな空には敵が息をひそめているのだ。

　街一つを火の海にできるような兵器を、目的も正体もわからない謎なぞの人物が操あやつっている。

　今朝空族達を相手にしたときとは違ちがう、明確な死の恐きよう怖ふが結人を襲おそった。

　額に浮うかぶ汗あせをパイロットグローブで拭ぬぐいながら、結人は聞いた。

「どうなるんだ。俺達、まさか戦わないよな？」

　いくら空戦を専門に教えている学校だからといって、本物の戦せん闘とうを入ったばかりの新人にやらせるだろうか。

「このまま私達が戦ってもステルス機相手に勝てる可能性は低いわ」

「じゃあ、逃にげよう！　死ぬかもしれないんだろ？」

「逃げてもいいけど、今すぐに戦えるのは私達だけなのよ」

　航空警備特別措そ置ち法により、公的機関では対応しきれない空の脅きよう威いはＡＣＴＳのアポストロス飛行隊が排はい除じよすることになっている。財政状じよう況きようが逼ひつ迫ぱくしている現在、国防、防犯の民営化は多くの国民に快く受け入れられていた。

「私達が逃げたら、たくさんの人が犠ぎ牲せいになるかもしれない」

　ここに来る前に五色から言われた言葉を結人は思い出した。

　配達のバイトをしているよりも、もっとたくさんの人の役に立つことがあると。

「俺、甘く考えてたよ。たくさんの人を救うってことは、それだけの責任を背負うってことなんだな……」

「怖こわくなった？　ユイ君は座ってるだけでいいわ」

　長い髪かみを後ろで一つに結びながら、奈雲が後部座席を指差して結人に言った。

「いや、俺もやるよ。たくさんの人を救いたいんだ」

「自分が負けたら多くの犠牲が出る仕事よ。覚かく悟ごはできたかしら？」

「ああ、覚悟するよ」

　ここで負けたら五色に見込まれた技術なんてなかったということだ。

　やってやるしかない。

「私が操そう縦じゆう代わるわ。ユイ君はレーダー操作とＥＣＭお願い」

「なんだそれ？　初めて乗る機体なんだぞ。何もわからないよ」

「それもそうか……さっきの様子だと機体を動かすのは得意みたいだし、操縦は任せるわ」

「本当にいいのか？　俺で？」

「しばらくしたら応おう援えんが来るから、それまで頑がん張ばりましょう」

　奈雲は苦い顔をして頷うなずくと、狭せまいコクピットの中を立ち上がり、潜もぐり込むようにして後部座席へと移動する。

　急に無線が割り込んでくる。

（奈雲様、その男に操縦を任せるなど正気ですか？　素人しろうとですよ？）

　後部座席に座り終えた奈雲は表情一つ変えずに言った。

「さっきの適性試験見てた？　素人だと思うのならあなたの目は節穴よ。牧志野さん」

（そんな……）

「私はこの人に操縦を任せる」

（いったん戻もどって私を乗せてください）

「私の意見に逆らうの？」

　重苦しい沈ちん黙もく。

（……申し訳ありません。身の程ほどもわきまえず、失礼しました）

「わかればよろしい」

　厳格な教官の顔になっていた奈雲を見て、結人は気持ちを引き締しめる。

　結人が失敗すれば、上官としての奈雲の信しん頼らいも揺ゆらいでしまう。

　自分を操縦者として選んでくれた奈雲に恥はじを搔かかせるわけにはいかない。

「そもそも、失敗したら生きていられるのかな……」

　空対空戦闘で負けた者の末路がどうなるかいまいちわかっていなかった結人は、操縦桿かんを握にぎりしめたまま生なま唾つばを飲み込んだ。

　そのときだった。

「来たっ!?　レーダーに反応！　ミサイルを撃うたれたわ！」

　奈雲の突とつ然ぜんの叫さけびに結人は恐おそれおののく。

「撃ってきたって!?　やっぱり敵だったのか！」

「そうよ！　攻こう撃げきされてる！」

　結人達の遥はるか頭上を、小さな飛ひ翔しよう体が通り過ぎていくのが見えた。

　ミサイルだった。それが通り過ぎた後には、綺き麗れいな一筋の雲が残っていた。

「あれがそうか……当たらなかったってことか？」

「そう、レーダーロックはされなかったから外れたわ。まずい、次は本当に殺すつもりだわ！」

　レーダー警報装置がピー、と鳴り響ひびいた。

　迫せまり来る危険を知らせるための嫌いやな音だった。

「逃げて！　ロックされた」

　奈雲は叫んだ。

　円形のレーダー画面の九時方向に、〈Ｊ４４〉のマークが表示される。

　距きよ離り九キロ。高度一三〇〇メートル。

〈Ｊ４４〉が機体底部の武器庫ウエポンベイを開いたので、ステルス性がなくなり、こっちのレーダーでも捉とらえることができたのだ。ただ、ウエポンベイを開くということは、ミサイルの照準を終えたということだった。

「えっ!?　またミサイルを撃たれたのか？」

　結人は機体が知らせてくる情報に集中するが、理解できていなかった。

　慌てる結人など気にせず、奈雲は妨ぼう害がい装置を夢中で操作している。

　円形のレーダー画面の端はしに表示された〈Ｊ４４〉のマークから（Ｍ）のマークが発射された。ミサイルを意味する（Ｍ）のマークが円形の中心に到とう達たつすれば、結人達の乗る機体は炎ほのおに包まれる。

「九時方向からレーダー誘ゆう導どうミサイル。距離、九、八、七、六、早く避よけて！　チャフを投下するわ！」

　判断を間ま違ちがえば即そく死しの状況だった。

　転こけたら受け身を取るのと同じように、結人は直感に任せて生き延びるのに最適な選せん択たくを行う。

　ヘリでの配達のバイトを日常としていた結人にとって、空は地上や水中よりも住み慣れた場所だった。鳥だろうがミサイルだろうが、ひと目見ればその特性を把は握あくすることができる。

「あのビルにもう人はいないのかな？」

　結人は隣となりに見える高層ビルを指差して聞いた。

「避ひ難なんは完かん了りようしてるからいないわよ！　早く逃げて！」

「いや、何もしなくてもいいよ。たぶん」

「は？」

　奈雲が後ろの席で素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　ホバリング中の機体では、すでに発射されたレーダー誘導ミサイルを避けるのは無理だった。

　間に合わない。

　結人は左手のコレクティブピッチレバーを押し下げながら、右フットペダルを踏ふんだ。

〈コクレア〉は急激に高度を下げていく。

「ミサイル衝しよう突とつまで距離、三、二、一……」

　左を向くと、音速で飛翔してくるミサイルが肉眼で見えた。

　高度を下げていく〈コクレア〉を追いかけて、ミサイルも高度を下げていく。

　ミサイルが衝突しようとした瞬間、〈コクレア〉は高層ビルのすぐ側そばを降下していった。

　碁ご盤ばん目め状に着陸スポットが設置された高層ビルの屋上に炎の柱が上がった。

　爆ばく音おんと衝しよう撃げきが結人達の頭上から襲ってくる。

〈コクレア〉はビルの屋上を盾たてにして、難を逃のがれた。

　立ちこめる煙けむりが太陽を遮さえぎり、結人達のコクピットが暗くなる。

　限界まで集中していた結人は少しだけ息を緩ゆるめた。

「教官の指示に従いなさいよ」

　奈雲はミリ波レーダーを対空モードに切り替かえながら言った。

　陸と海を完全に無視することで、ステルス機を捕ほ捉そくしやすくなるはずだった。

「体が勝手に動いたんだ」

「はぁ？　屋上が無人だったからいいけど、死傷者が出たら、ユイ君退学よ」

「ごめん。でもこうするしかなかったんだ」

　結人は右手の操縦桿を前に倒たおし、左手のレバーを目め一いつ杯ぱい引き上げ、左フットペダルを踏んだ。二基の大出力ターボシャフトエンジンが唸うなりを上げる。

〈コクレア〉は前ぜん傾けい姿勢で加速しながら、ビルの陰かげから脱だつ出しゆつする。

「交戦許可を」

　奈雲は多目的画面にボトムアップ指揮統制システムを表示させ、承しよう認にん申しん請せいのボタンを押す。

　データリンクされた司令部や各省が、武器管制システムの使用を許可する。いちいち上の命令を待たずに現場で対応するための機能だ。上が交戦不可と判断したときは、武器の使用にリミッターが掛かかる。

「追いかけてくるわ！」

「だめだっ！　スピードが足りない！」

　東京湾方面へ時速二八〇キロ前後で飛行していた〈コクレア〉に対して、〈Ｊ４４〉は早くも時速七二〇キロに到達していた。

〈Ｊ４４〉はアジア大陸の経済連合国家が合同で開発した輸出用のステルス戦闘機だ。

　三角ポリゴンを繫つなぎ合わせたような漆しつ黒こくのボディ、レーダー波を正面に反射しないよう金を蒸着させた不思議な色のキャノピーを持つその機体は、単発エンジンノズルを下に向ければ垂直離り着ちやく陸りくも可能だった。

「逃げて！　やられるわよ！」

「やってるよ！　でも性能が違いすぎる」

　結人は必死に操縦桿を握り続ける。

　今朝は空族のエアモービルから逃げて、今は完全武装したステルス機だ。

　緊きん張ちよう続きで心臓が破は裂れつしそうだった。

「ヘリでジェット機を相手にするなんて、とんだ貧びん乏ぼうくじを引いたわね。レーダー波も全然返ってこないし最悪だわ」

「いや、頑張ろう。何か対策はあるはず」

　羽田空港を左に見ながら多摩川河口上空を通過しようとしていたとき、後方四キロまで接近していた〈Ｊ４４〉が短距離ミサイルを発射した。

「六時の方角から赤外線誘導弾！　あ、もう二発来たわ。やられるかも……」

「うわっ、真後ろ？　噓うそだろ！」

　真後ろは飛行機にとって最も注意せねばならない弱点。

　簡単に真後ろを取られるということは、性能差がありすぎるということだった。

　結人の機体は頑張っても時速三〇〇キロを超こえる程度のスピードしか出ない。ジェット機から見れば、ヘリコプターなんて止まっている虫同然だった。

「一いちか八ばちか！　ＩＲジャマー起動するわ！」

「なんだよそれ！」

「赤外線パルス発射装置。妨害装置よ」

　奈雲がＩＲジャマーを起動すると、メインローターの後方に設置された鏡のように輝かがやく小さな筒つつ状じようの金属が回転し始めた。

　液えき晶しよう画面に赤外線パルスを発射していることを示すアニメーションが流れる。

〈Ｊ４４〉が発射したミサイルは、〈コクレア〉のエンジンの熱を追いかけて飛んでくる。だが赤外線パルスを断続的に照射されたミサイルは、熱源を見失って命中率が大おお幅はばに低下する。

「一発目、二発目は逸それたわ。だめっ！　三発目には効果なし。タービンブースト使って回かい避ひ機動して！」

「何だそれ？」

「コレクティブの先せん端たんに付いてるボタン！」

　結人は目線を下げて、それを見つけた。

　普ふ段だん使えないようにするためか、セーフティーカバーに覆おおわれていた。

「これか。押したらどうなるんだ？」

　説明している時間はないとばかりに奈雲は答えてくれなかった。

　何もしないで死ぬよりましだ。

　何でもいいからやってみるしかない。

　結人はカバーを外して、左親指でタービンブーストボタンを押し込んだ。

　エンジン回転数メーターがレッドゾーンを突つき抜ぬけた。

　チェーンソーが金属に当たったような甲かん高だかい音が頭上のターボシャフトエンジンから響いた。

「ぐわっ！」

　あまりの急加速に、肺が押し潰つぶされそうだった。

「息が……」

　結人は歯を食いしばりながら必死で耐たえる。

　急激なローターパワーの増加に負けて、機体が右に左にとブレまくる。結人は両足のフットペダルを慌あわてて操作してまっすぐ飛ぼうと努力したが、ローターに当たる空気の乱れやアンチトルクが凄すさまじく、まともに制せい御ぎよできなかった。

　スピードメーターは時速四〇〇キロに迫ろうとしている。

〈Ｊ４４〉が発射したミサイルが、奈雲の覗のぞく後方光学カメラにも映る距離に接近していた。

「フレア！」

　奈雲はフレアボタンを押した。

　機体後部テイルブームの横に取り付けてある球体デイスペンサーから、金属フルオロカーボン点火薬が大量に吐はき出される。

〈コクレア〉の後方に強きよう烈れつな発光体と煙が発生する。

　ミサイルはその中心で爆発した。

〈コクレア〉にも伝わる震しん動どう。

　右旋せん回かいしながら急きゆう上じよう昇しようしていた結人は、あまりの眩まぶしさに目を細めた。

「こちらコクレアゼロワン。応おう援えんを要よう請せいします」

　奈雲が無線でＧＣＩに呼びかける。

（コクレアゼロワン。飛行前点検を終えているＡＣＴＳの機体はまだありません。飛行中の警察ヘリならすぐに呼べます）

「えっ!?　それじゃあ、応援にはならないわよ。的になるだけだわ」

　妨ぼう害がい装置に業ごうを煮にやしたのか、〈Ｊ４４〉が主しゆ翼よくの付け根にある二〇ミリガトリング砲ほうの発射口を開いた。

〈Ｊ４４〉の機き銃じゆう掃そう射しや。

〈コクレア〉のすぐ側の海面に無数の水柱が上がる。

　擦かすっただけで機体がバラバラになりそうな、凄まじい威い力りよくだった。

　結人は死に抗う野生動物みたいな目で、敵の動きを見み極きわめようとする。

〈Ｊ４４〉は推力偏へん向こうノズルを下向きにし、フラップを使いながら、ヘリの低速に付き合いつつ後ろを取ってくる。

「敵はブレーキ使いながらじゃないと俺達を追い越こしちゃうんだな……」

「だから何よ！」

「低速域はこっちの得意分野だからできるかもしれない」

「え？」

「今はジェット機の強みがなくなってるからそこを狙ねらえば……」

　結人は後方の光学カメラ映像を凝ぎよう視ししながら右手の操そう縦じゆう桿かんを右や左に動かす。左右のフットペダルを使って、ヘリ特有のケツを振ふりまくる機動でフェイントを掛ける。こっちがミスしてトロい機動をすれば、二〇ミリ砲で狙い撃うちされるだろう。〈Ｊ４４〉はピッタリとくっついてきて、〈コクレア〉の進行方向が予想できたときだけ、的確に二〇ミリを撃ってくる。

「空族とは全然違ちがう。ピッタリくっついてくるんだが」

「相手はプロね」

　単機で大都市に侵しん入にゆうしてくるなんて、自爆テロ目的の無む謀ぼうな人間のやりそうなことだったが、実戦経験も豊富そうな腕うでのいいパイロットらしい。

「エンジンに異常発生！　ユイ君タービンブースト使いすぎ！」

　タービン温度を示す縦長のデジタルメーターが、マックスのまま固まってしまった。

「これでもスピード足りないのにどうするんだよ」

　そうは言いつつも、エンジンが息切れしそうなのは挙動で気付いていた。

「もうだめじゃない？　降参して緊急脱出ベイルアウトって手もあるけど」

「いや、対策完かん了りようした」

　敵の弱点を見み抜ぬいた結人は、自信ありげに言い切った。

「えっ!?　何!?　どうするのよ」

「敵はジェット機の強みである排はい気き口を下に向けている。だから加速するまでに時間が掛かるはずなんだ」

「……確かに……よく気付いたわね……そこを狙いましょう！」

「マジで？」

「なによ、そこしか敵の隙すきはないんでしょ？」

「うん……じゃあ、もう一回だけブースト使わせてくれ」

「了りよう解かい。故障防止用のリミッターを解除しておくわ」

「ありがとう」

　結人は右に行くフリをしてから思いっきり左にロールして、操縦桿を引いた。

〈コクレア〉は真横にメインローターを傾かたむけて機首を上げ、全力で旋回する。

　右に少し膨ふくらんでから左旋回を始めた〈Ｊ４４〉は、小回りの利きく〈コクレア〉に置いていかれる。

　コンパクトな急旋回が成功して、今度こそ〈Ｊ４４〉の後ろを取る。排気ノズルを後ろに伸のばして加速で逃にげられる前にしとめないとチャンスはない。

　一度晒さらした手の内は二度と通用しないと思った結人は、これが失敗すれば死ぬという覚かく悟ごで最後の攻こう撃げきに挑いどんだ。

「タービンブースト全開」

　左親指でタービンブーストボタンを押しながら、さらにスロットルも捻ひねり、前ぜん傾けい姿勢で〈Ｊ４４〉を追いかけた。

「機銃サーキットブレーカー起動。二〇ミリ砲装備」

　奈雲は、兵装選択パネルにある二〇ミリ機関砲のボタンを押した。

〈コクレア〉の最前方底部のウエポンベイが開き、そこから二〇ミリ砲の砲身が一門飛び出した。

「ユイ君、撃って！」

「俺が!?　なんで？」

「射しや撃げきは操縦者の役目！　接近すれば当たるから」

「マジで俺がやるのか？」

「ボアサイトモードで行くから。照準器で狙って！」

　ボアサイトモードはコンピュータの助けを借りずに手動で狙いをつけるためのものだ。

　空対空戦せん闘とうの強烈なＧが掛かかる中、しかも横風がある中では、機械の計算など当てにならない。

　奈雲の説明を受けながら、結人は射撃のための準備を行う。

「トリガーのカバーを外すと最終安全装置が解除されるわ。連射しすぎると冷れい却きやくが必要になるからちゃんと狙ってね。ユイ君ぐらい飛ぶの慣れてるなら難しくないはずよ！」

「トリガーってどれだよ!?」

「サイクリックの後ろの引き金よ！」

　結人が右手で握にぎる操縦桿には、何もしなければ機関砲を撃つためのトリガーは存在しない。

　操縦桿の頂部にあるカバーをめくって、前方に垂らし、そのカバーを拳けん銃じゆうの引き金のように人差し指で引くことで機関砲が発射できる。最終安全装置を解除することで、ようやく機関砲のトリガーが現れるのだ。

　結人は最終安全装置を解除し、ヘルメットの黒いヘッドマウントディスプレイをスライドさせて下ろした。視界に様々な情報が表示されるが、十字の照準器とベロシティベクター自分の進行方向だけを結人は見ていた。

〈Ｊ４４〉は右に左にと逃げ回るが、こちらのほうが速度が大きいので、的はどんどん大きくなる。

「撃って！」

　奈雲が急せかした。

「でも……」

　撃たなければ多くの人を救えない。

　人を救うためには責任が伴ともなう。

　その重圧に抗あらがいながら、結人は生まれて初めて武器を握る。

「行くぞ……」

　結人は機関砲のトリガーを右人差し指で引いた。

　旋回中だった結人の機体から発射された弾たまは、カーブを描えがきながら〈Ｊ４４〉の左主翼を破は砕さいした。

　ほどなくして、〈Ｊ４４〉のキャノピーが吹ふき飛び、パイロットの座席が上空へと排はい出しゆつされるのが見えた。

　東京湾に落ちていくパラシュートを見て、結人はようやく緊きん張ちようが解けた。

「あれが敵のパイロットか……」

　興奮で呼吸を乱しながらも、結人は安心したように肩かたの力を緩ゆるめた。

「すごい、勝っちゃった……」

　奈雲は勝つことを予想していなかったようだった。

「あー、疲つかれた」

　戦いを終えた野生動物のように、舌を出してぜぇぜぇと呼吸する結人。

「何よユイ君！　私に内ない緒しよで航空学校に通ってたってこと？」

　後ろの席で、奈雲が急に怒おこり出した。

「いや、全然通ったことないよ」

「緑ヶ島のヘリに乗ってるだけじゃ、あんなことできるわけないでしょ！」

「えっと……」

　結人は旋回しながら、着水したパイロットを捕つかまえようとする海上保安庁の警けい備び艇ていを眺ながめていた。

「自分は天才って言いたいの？」

「違うよ！」

「じゃあ何？」

　結人は首を捻りながら言った。

「自分じゃよくわからないんだよ」

　五色も操縦技術を褒ほめてくれたが、自分の何が優すぐれているのか、結人は自覚できないでいた。

「ブレイクターンとかシザーズとか完かん璧ぺきだったけど、あんなのどこで習ったのよ」

「ブレイク？　えっ？　それ何だよ？　いきなり知らない単語出さないでくれ」

　謎なぞの横文字を出されて、結人は頭から煙けむりが出そうだった。

「知らないでやってたの？」

「何のことかわからない……」

「……もしかして、飛行時間、千時間超こえてる？」

「数えてないからわからないよ。五年前から毎日七時間以上は飛んでたかな。親おや父じはあんまり休ませてくれなかったし」

「もしかして一万時間超えてない!?　噓うそでしょ!?　二千時間以上飛んでたらもうベテランよ!?」

　奈雲は尋じん常じようではない驚おどろき方をしたが、結人にはそれがなぜだかわからない。

「一万時間って多いのか？」

「教官の私より多いんだから、異常よ！」

「学校の人達ってあまり飛ばないのか？」

「学生全員が毎日乗るだけの機体数はないし、燃料費と整備費も掛かるのよ。好きなだけ練習できるわけじゃないわ」

「そうなんだ……」

「まるで野生の鳥ね」

　奈雲は納なつ得とくしたみたいに頷うなずいた。

「鳥？」

「空で生きている鳥は、教えられるまでもなく空対空戦闘機動を本能でこなすの。敵より高い高度を常に維い持じするとか、最適なターン方法で敵を避よけるとか。陸上動物の私達は、一度頭で理解しないと戦闘機動なんてできないけどね」

「そういえば鳥同士の縄なわ張ばり争いっていつも激しいよな」

「陸より空にいることが多いユイ君は、たぶん鳥みたいに本能で空中戦できちゃうのよ」

「それって褒められてるのか？」

　鳥みたいと言われて、馬ば鹿かにされている気もした結人だった。

「とんでもないのが入学してきたわね……」

　事の重大さを理解していない結人を見て、奈雲は額に手を当てて項うな垂だれていた。

「なあ、奈雲、そろそろ聞いていいか？」

　奈雲と同じ学校に入る前に、結人はすっきりしておきたかった。

「何よ」

「引っ越こしてしまった理由を教えてくれないか。俺、奈雲に何かしたっけ？」

　頑かたくなに理由を教えてくれない奈雲は、ずっと外を眺めていた。

　東京湾の色が変わりつつある。

　夕日を反射する水平線に目をやりながら、奈雲はゆっくりと口を開いた。

「私が……ユイ君に……こ、告白したの……覚えていない？」

　きつく結んだ唇くちびるを震ふるわせ、赤い顔を隠かくすように俯うつむく奈雲。

　酷ひどく辱はずかしめを受けているような仕草だ。

「あれか。もしかして罰ばつゲームで俺に告白させられたこと」

　垢あか抜ぬけた現在の姿からは想像できないが、チビでドジだった昔の奈雲は、同級生からよくからかわれていた。罰ゲームもその一種だった。

「は？」

　まるで恋こい煩わずらいしていたかのように顔を赤くしていた奈雲が、今度は茹ゆでられた蛸たこのように赤くなった。

「ふざけたこと言うと許さないわよ！」

　五年分の恨うらみが込められたような迫はく力りよくで奈雲は怒ど鳴なった。

「ば、罰ゲームだろ？」

　結人は怯おびえながら確かく認にんする。

「えっ!?……本当に罰ゲームだと思ってたの？」

「ほんとだけど」

「噓っ!?」

　奈雲は信じられないとばかりに開いた口に手を当てた。

「俺が告白なんてされるわけないだろ。ちゃんとわかってたから断ったんだよ」

「ということは、私は勘かん違ちがいで落ち込んで、引っ越しまでして、今まで過ごしてきたってこと？」

　奈雲の目が涙なみだで潤うるんでいた。

「勘違いって何が？」

「何でもないわよっ！　そう、あの告白は罰ゲームよ。まさか本気だと思っていた？」

「罰ゲームだってわかってたよ。可哀相だなって思ってた」

「あーもうっ、馬鹿。つまり、私の告白を断ったのは、本心じゃなかったってことね」

「もちろん」

「はぁ、はやとちった……」

「俺、何か悪いことしたかな？」

「うるさいっ！」

　奈雲は嬉うれしいのか落ち込んでいるのか怒っているのかよくわからない顔をしてから溜ため息いきをついた。

　とりあえず奈雲の怒いかりが静まったみたいで、結人は安心した。

　心配事がなくなって、ＡＣＴＳに入学できたことをようやく心から喜べそうだった。
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「適性試験合格者は君達二人だけだ。おめでとう」

　先進航空戦闘兵訓練学校ＡＣＴＳの校長、兼けんアポストロス飛行群司令の東ひがし村むらはそう言った。

　京きよう塚づか結ゆい人とと燕子花かきつばた呉くれ羽はは司令官室にいた。

　クレヨンで描かかれた可愛かわいいうさぎの絵とお気軽にお入りくださいという文字が書かれた手作りポスターが部屋の前に貼はってあったが、誰だれも入って来ないからそんなポスターを作ったのだろう。

　頭脳明めい晰せき、確固不動という言葉が似合いそうな強こわ面もての女性司令官だった。

　成果主義の学校のトップは、もちろん司令官も実力で選定される。

　長い髪かみをきっちりと後ろで一つに纏まとめ、正装をびしっと着こなし、油断のない姿勢でまっすぐ立っている姿からは、迫力しか感じられない。

　新人の二人は怯えながら立っていた。

「知っての通り、パイロットは実力がすべてだ。望めば君達は過か酷こくな実力競争に参加することができる。新人だからといって先せん輩ぱいに臆おくするな。自分より下手なパイロットには敬意など払はらってはならない。たとえそいつが年上であろうと、経験が豊富であろうと、敬意は払うな。敬意で戦争には勝てぬ。必要なのは実力だけだ」

　ブラインドカーテンを指で搔かき分けて夕日を見ていた東村司令は、結人と燕子花に向き直って背中で手を組んだ。

「我が校は営利組織だ。君達がトップパイロットとなった暁あかつきには、必要とされる国や組織に出向いて腕うでを振ふるってもらう。テストパイロットとして機体開発に協力するもよし、傭よう兵へいとして戦うもよし、民間航空会社に就職するもよし、教官として後進を育てるもよし。君達は将来どうしたい？」

　聞かれるとすぐに燕子花が手を挙げた。

「私は教官になりたいです。先輩達みたいに活かつ躍やくしたくてここに来ました」

「素す晴ばらしい目標だ。君は？」

　聞かれるのを今か今かと待っていた結人は、息を飲み込んでからはっきりと言った。

「自分は人の役に立てることなら、なんでもやりたいです！」

「なるほど素晴らしい気構えだ……しかし……」

　東村司令の表情に翳かげりが見えて、結人は不安になる。

　なんでもやりたいなんて言ってしまったのが悪かったのだろうか。

「天あま草くさ君から聞いたが、君は合格はしたものの、落第寸前だった生徒らしい。見込みがないとまで言っていた。君の気構えは買うが実力がなければここでは厳しいぞ？」

「ひ、ひどい……」

　──奈な雲くもめ……どんだけ俺の評判を貶おとしめてくれたんだ。

「君のことは天草君が責任持って指導するそうだ。悔くやしい気持ちがあるなら天草君に認められるよう、精しよう進じんしたまえ」

「天草さんにずっと教えてもらわなきゃいけないんですか？」

「不服か？」

　鋭するどい眼光が結人を睨にらむ。

「いえ、これから頑がん張ばります！」

　出世しないままだと、結人は一生奈雲の奴ど隷れいとして過ごすことになりそうだった。

「しばらくは訓練生として実戦訓練からは外れた場所で飛んでもらう。だが実力さえあればすぐにでもランクは上がる。トップ十二人だけが所属できるアポストロス飛行隊は誰もが目指すべき目標だ。夢半ばで諦あきらめる人間がほとんどの世界だが、どうか君達がそうならないことを祈いのっている。私からは以上だ。福ふく江え君、あとは施し設せつ内の案内を頼たのむ」

　東村司令に呼ばれて部屋に入ってきた福江は、新人の二人に向かってゆっくりと優ゆう雅がに頭を下げた。

「お二方、ご入学おめでとうございます。わたくしは福江ひなたと申しますわ。どうぞお見知りおきを」

　気品が漂ただよう余よ裕ゆうのある仕草と口調、優やさしそうなそのお姉さんは笑え顔がおで二人を歓かん迎げいした。

　東村司令が表情を和やわらげながら言った。

「福江君は入学してすぐに頭角を現したルーキーだ。新人の君達は彼女から学ぶべきことがたくさんあるだろう。まずは、福江君のように活躍できるよう、頑張りたまえ」







　羽はね田だ飛行場の西部を占せん有ゆうするＡＣＴＳの施設内を、結人と燕子花は福江に案内されて歩いた。

　座学のための教室、シミュレータ室、医務室、格納庫に隣りん接せつするブリーフィングルームなど、福江は一通り紹しよう介かいしてくれた。

「ここは食堂ですわ。殺風景なところでしょう？」

　コンクリの壁かべが剝むき出しの、質素なテーブルと椅い子すが並ぶ食堂だった。蒸気が漂う調理場がすぐに見えるむさ苦しい場所だ。夕食を摂とっている正装軽装様々な恰かつ好こうをした生徒がちらほら座っていた。

「パイロットって何を食べてるんですかー？」

　燕子花が興味深そうに聞いた。

「普ふ段だんは一いつ般ぱんの方々と変わらない普ふ通つうの食事ですわ。皆みなさん、ランチはここではなく、国際線空港内のレストランで済ませることが多いのですわ」

　福江は、首を少し傾かたむけて、優しく微笑ほほえみながら言った。

「レストランなんかに行ってもいいんですか？」

　厳格な生活を予測していた結人は疑問に思って聞いた。

「もちろん。しかし、特別訓練を控ひかえたパイロットは別ですわ。例えばアクロバット飛行のときは消化によいメニューが用意されますし、長ちよう距きよ離り移動任務のときなどは水分コントロールされた食事を用意されますわ」

「水分コントロール？」

「九時間以上のフライトですと、トイレのない機種では排はい泄せつの問題が発生しますわ。専属の医師がメニューを設定し、パイロットは体調管理されるのです。うふふ、あなた方も覚かく悟ごしておいたほうがよろしいですわよ」

　からかうように口元に手を当てて微笑んだ福江。

　燕子花は隣となりの結人を一いつ旦たん見てから恥はずかしそうに目線を落とした。

　排泄の話を出されて、結人も気まずそうに燕子花から目をそらす。

　結人は話題をそらそうとして福江に聞いた。

「福江さんはこの学校に入ってどのくらい経たつんですか？」

「歳としを取って見えますかしら？」

「あっ、いえ、司令官に信しん頼らいされていたので」

「うふふ、わたくしもう一九歳ですのよ。しかし、ここに入学したのは半年前なのですわ。あなた方と同じ新人ということになりますね」

「それなのに、もう編隊長なんですか？」

　結人は福江の袖そで章しようにある四本線を確認する。

「はい。校内ランキングは五位ですわ。ここでは操縦技術以外は評価の対象外ですわ。京塚さんも、さっきのような実力をお持ちでしたら、すぐに出世いたしますわ」

「あれは、奈雲がサポートしてくれたからうまくいったんです。俺は別に……」

「あらあら、ご謙けん遜そんを。惚ほれ惚ぼれいたしますわ」

　美人のお姉さんにクスクス笑われて、結人は一歩後ろに引いてしまう。

「私も結人君のアドバイスのおかげで適性試験うまくいったんですよー。教官より説明わかりやすかったから、すごいなーって思った」

「まあ、噂うわさは本当だったようですわね。相当な実力をお持ちで」

「あのとき、結人君に出会ってなかったら私不合格だった気がするなー。運命としか思えないよ～」

　二人の女性に褒ほめ殺しにされて、結人は苦笑いしたまま黙だまっているしかなかった。

「結人君は運命だと思わない？」

　燕子花は肩かたをすぼめて、熱っぽい視線を結人に注いだ。

　こういうとき、結人はどういう反応をすればいいのかわからなかった。

「あの……他の場所に連れていってもらえませんか？」

　結人は話題を変えようとする。

「惹ひかれ合う男女って匂においでわかるんだってー、ちょっと嗅かがせてね？　うん、すごく好きかもー」

「何やってるんだよ……」

　燕子花がキスするみたいに顔を接近させてきたので、結人は助けを求めるように福江を見た。

「そうですわね……あっ、ちょうどお二人に試ためしてもらいたいことがございましたの。ついて来てくださいます？」

　福江は手を打って何かをひらめいたように言った。




　フォークリフトごと昇しよう降こうできる巨きよ大だいなエレベーターに乗って辿たどり着いたのは保管倉庫だった。

「ここですわね」

　いくつも並べられているラックの標識を見上げて、福江は段ボール箱の積まれたパレットの前で立ち止まった。

「新しいパイロットスーツを試すように命令されていたのです。お二人に試していただきましょう」

　福江は段ボール箱の一つを抱かかえて、小さな空き部屋に移動した。




「あの、見ないでほしいんですけど？」

　ウエットスーツのような体に吸い付く素材でできたパイロットスーツに脚を通しながら、結人は言った。

　福江は結人が着き替がえる姿を、色っぽい目で鑑かん賞しようしていた。

「あらあら、これくらいで恥ずかしがっているようでは、この先、結けつ婚こんして子供を作ることもままなりませんことよ？」

「子供って……俺、まだ一七歳ですよ。全然先ですよ」

「うふふ、もう一七歳ですわ」

　結人は袖そでに腕を通そうとするが、うまくいかなかった。

「きついのですの？」

「はい、サイズ合ってないのかな？」

「ちょっとお待ちなさい」

　福江はスプレー缶かんを持ってきて、結人の上半身に吹ふきかけた。

「な、なんですかこれ」

　生なま温ぬるいぬるぬるした液体だった。

「潤じゆん滑かつ剤ざいですわ。説明書によるとうまく着られないときはこれを使うのだそうです」

「ちょ、ちょっと撫なでないでください」

　福江の柔やわらかな手が、結人の裸ら体たいを滑すべっていく。

「動かないでくださいます？」

「だ、だめですよ……」

「そんなこと言わずに……」

「いけません、福江さん……」

「本来なら下着は着けないそうですわよ。やはり、下半身も裸はだかになってもらえませんか？」

「嫌いやですよ！　試着するだけでしょ！」

　年上のお姉さんに撫で回されて、結人は顔を真っ赤にしながら必死で着替える。

　先せん輩ぱいからのどぎつい洗礼に耐たえながら、なんとか結人は試作品のパイロットスーツに着替えた。

　服を着ているという感覚がないくらい、動きやすくて快適だった。

「着るまでは大変だけど、操縦するときは集中できていいかもしれません。スーツが皮ひ膚ふの一部になった感じっていうか……」

「なるほど、なかなか好評のようですわね」

　福江がレポートにペンを走らせる。

　別室で着替えてきた燕子花もやってくる。

「結人君、どうかなー」

　ファッションショーみたいにターンして結人に全身を見てもらおうとする燕子花。

「いいんじゃないかな」

「ほんとー？」

　もっと反応が欲しいとばかりに、燕子花は結人を見つめ続ける。

「あらら、なんて素す敵てきなお体。何かスポーツでもやってらしたのかしら？」

　福江は燕子花にも色っぽい目線を向ける。

「チアリーディングをやってました。そうは見えないかもしれませんけど、えへへ……」

　おっとりした燕子花がきびきびと動く姿を結人は想像しづらかった。

「まあ、どうりで股ももの筋肉が発達していると思いましたわ」

　燕子花の程ほどよく筋肉がついて引き締しまった体を見ながら、福江は言った。

「チアリーディングってそんな激しい運動するの？」

　チアを見たことがなかった結人は疑問に思って聞いてみた。

「激しいよー。例えばねー、こんなことするんだよー」

　燕子花は飛び跳はねながら胸の前で糸を巻くように両手をぐるぐる回し、掛かけ声と共に片かた腕うでを元気よく振ふり上げた。

「あっ、そういうの見たことある……」

　いつもはスローな動きの燕子花が五倍速ぐらいになって結人は驚おどろく。

「じゃあ、いくよー」

　燕子花は助走をつけてジャンプし、床ゆかに両手をついた。そのまま横転を決めて、勢いを止めずにバク転も決めて両りよう脚あしを揃そろえてピタっと見事に着地した。

「おおっ！」

「まあ素敵」

　結人と福江は揃って拍はく手しゆした。

　おっとりほわほわな燕子花の華か麗れいなバク転を見て、結人はすっかり感心してしまう。

「素す晴ばらしい身体能力ですわ。さっきの動きができるなら、バレルロールや宙返り飛行をしても、パニックにはなりませんわね」

「あっ、それ適性試験してくれた教官も言ってくれました。素人しろうとのわりには三次元空間でのバランスがいいって」

「お二人共有望なご様子。嬉うれしい限りですわ」

　福江は拍手を続けながら、朗ほがらかに微笑ほほえんでいた。

「ふう、ちょっと汗あせ搔かいちゃいました。あれ、このスイッチなんですか？」

　燕子花は襟えりを緩ゆるめて風通しをよくしようとして、首の横のスイッチを触さわった。

「耐たいＧのための血圧調節機能スイッチですわ。機体のコネクタに接続する前に触ってはいけませんわよ」

「えっ!?　もう触っちゃったんですけどー、いたたたたた！」

　燕子花は苦しそうな顔になってその場に蹲うずくまった。

「どうしたんだ!?」

　おっとりさの欠片かけらもない悲痛な声を出す燕子花を前にして、結人は焦あせってしまう。

　いったい彼女に何が起こっているのだろう。

「スーツが収縮しているんですわ。機体に繫つながないとリミッターが効きませんのよ」

　燕子花が苦しんでいるというのに、福江は落ち着いていた。

「痛い！　痛いよぉ。結人君助けて……」

「福江さん、どうすればいいんですか？」

　結人が聞くと、福江は優やさしく微笑みながら言った。

「ご安心なさい。安全装置が働くはずですわ」

「安全装置？」

　結人がそう言ったとき、燕子花が着ていたパイロットスーツに異変が起こった。




　パァン！




　伸しん縮しゆく素材でできていたはずの生地が、まるで和紙みたいにバラバラに破けた。

　燕子花の腕うでや太ももの日焼け跡あとが結人の目に飛び込んでくる。

「きゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　燕子花は露あらわになった自分の胸を抱だきしめながら、大声で叫さけんだ。

　結人は眩まばゆい光を避さけるように、燕子花から目をそらす。

「結人君……見た？」

　結人に背中を向けながらしゃがんだ燕子花は、涙なみだが溢あふれる目で聞いてくる。

「いや、何も見てないよ」

　顔を背そむけつつ、結人は天てん井じようを見上げていた。

　何も見てないというのはもちろん噓うそだった。

　優ゆう雅がに微笑んでいた福江が、結人の代わりに正直に何を見たかを話した。

「燕子花さん、あなたは下着を着けずにスーツを試してくれましたのね。真ま面じ目めな方ですわ」

　福江がそう言った後、部屋のガラス窓が震ふるえるほどの叫び声が燕子花の喉のどから放たれた。




「結人君、私をお嫁よめにもらってくれますか？」

　部屋から出ると、燕子花が憂ゆう鬱うつそうにそう言った。

　窓から差し込んでくる滑かつ走そう路ろの光が、夜の廊ろう下かに佇たたずむ燕子花の背中を悲しく照らしていた。

「俺は何も見てないから……」

　慰なぐさめるように言う結人をちらりと見て、燕子花は暗い顔のまま言った。

「これからお母さんと住むとこ探さなきゃいけないんだー」

　結人と燕子花はとぼとぼと暗い廊下を歩き出す。

「燕子花も実家に一度戻もどったりしないんだね」

「交通費掛かかるからねー。せっかく合格できたんだから、一日でも早く学校に来たいよー」

「俺も、住むところどうしようかな……」

　転校手続きは親おや父じに頼たのんだが、家探しは自分でやるしかない。

「とりあえず今日の宿を探さなきゃな」

「私が泊とまってるホテルに結人君も来る？　お母さんも一いつ緒しよだけどねーへへへ」

　燕子花が朗らかに笑いながら歩いていたそのときだった。
















　十字に分かれていた通路に差し掛かったところで、死角から現れた生徒と燕子花がぶつかった。

「いたたたた、ごめんなさいー」

　尻しりもちをついた燕子花は、ぶつかってしまった相手に謝る。

　肩かたを打ってよろめいた相手は、倒たおれていた燕子花とそれに手を差し伸のべていた結人を見て、不満そうに舌打ちをした。

「前見て歩けよ、無能」

　金きん髪ぱつの男の人だった。年ねん齢れいは結人達より少し上。ＡＣＴＳの制服についていた階級章には四本の線があった。奈雲と変わらない編隊長クラスのパイロットだった。

「ほんとにごめんさい」

　燕子花は丁てい寧ねいに頭を下げて謝った。

「俺はランク十位の寺てら山やまだ。お前らの名前と学内順位を言えよ」

　寺山は汚よごれたとばかりに肩を手で払はらいながら言った。

「燕子花です。まだ新人なので順位はありません」

「京塚です。俺も新人なので」

　それを聞いた寺山は、顎あごを上げて見下すような目で結人と燕子花を見た。

「見ない顔だと思ったら新人か。つまり、ゴミクズってことだ」

　燕子花が悲しい顔をして俯うつむいたのを見て、結人は思わず拳こぶしを握にぎりしめる。

「それは言いすぎなんじゃないですか。先輩」

　ぶつかった責任は燕子花だけでなく寺山にもあるように見えたので、結人は黙だまっていられなかった。

「結人君……」

　燕子花はどうすればいいかわからず困ったような顔をする。

「お前の名前、京塚って言ったか？　あの？」

「知ってるんですか？」

「お前の父と俺の父は同級生だった。父からよく聞かされていたよ。京塚は野や蛮ばんで品格に欠けた最低のパイロットだったとな」

「親父がこの学校に？」

　結人は父親が昔何をしていたかなんて一度も聞いたことがなかった。

　しがない小さな運送屋を営む父親が、まさかエリートパイロットを育てる学校にいたなんて想像もできなかった。

「聞いていなかったのか？　今は何している。どうせろくでもない場所にいるのだろうがな」

「……田舎いなかで、配達屋やってます……」

　結人の言葉を聞いて、寺山は優ゆう越えつ感に満ちた笑えみを浮うかべた。

「お前の父は落ちこぼれだったらしい、お前も同じ道を辿たどらないように気をつけろよ」

「俺の親父は確かに落ちこぼれかもしれないけど、でも……いろんな人に慕したわれているし、困った人がいたら、助けようとしてますよ。侮ぶ辱じよくしないでください」

　結人は自分のことならいざ知らず、父親を馬ば鹿かにされるのは我が慢まんできなかった。

「なんだ？　ランク十位のこの俺に、最下位のお前が口答えするのか？　京塚」

　福江のように技術も人格も素晴らしい先せん輩ぱいばかりではないことを結人と燕子花は思い知る。

　怒おこりっぽい性格ではない結人でも、さすがに腹の虫が治まらなかった。

「ランクが上だからって何言ってもいいわけじゃないでしょ？」

「何を言ってるんだ、ははっ」

　寺山は鼻で笑った。

「俺に口答えした罰ばつだ。お前らにピンクカードを渡わたしてやる」

　サッカーのレッドカードと同じサイズのピンク色のカードを寺山は取り出した。

「新人のお前に説明しといてやる。このカードは三枚貰もらったら強制退学だ。日本じゃ二度とパイロットになることはできなくなる」

　せっかく憧あこがれのパイロットになれるはずだったのに、それが永久に叶かなわなくなるのは航空学生にとって死ぬことと同じだった。

　難しい試験に合格できたことを二人で喜び合っていた結人と燕子花は差し出されたピンクカードを目にして怯ひるんでしまう。

「そういうの、卑ひ怯きようじゃないですか」

　結人は反発した。

「この学校はランク上位者の命令は絶対なんだよ。神様なんだ。空対空戦せん闘とうで負けるってことは、これより酷ひどい仕打ちを受けるってこと。戦争に負けたらどうなるかわかるか？」

「戦いに負けてはいけないのはわかります。でも、だからってあなたが何してもいいって理由にはならないでしょう？」

「いいんだよ。ここの学校では下手クソはゴミ同然だ。ゴミには何したっていいに決まってるだろ？　後学のためだ。お前ら二人にカードをやるよ。自分がゴミだということを自覚して過ごすんだな。ははは」

　相手は年上、先輩、上位ランカー。

　寺山に逆らえる理由は、結人達には一つもなかった。

　とはいえ、掃そう除じしろとか飲み物買ってこいと言われるならわかるが、退学に近づくカードを渡すのはあまりにも乱暴だった。

　明らかに先輩に絡からまれている新人を、廊下を通りすがる生徒達は誰だれも助けようとしてくれない。十位といえば寺山より上のパイロットはほとんどいないということになる。ここではランク上位者にしか発言権は与あたえられない。誰も彼には逆らえないのだった。

「ほんとにごめんなさい。私のせいなんです。だから結人君にはカードを渡さないでもらえますか？」

　燕子花が結人を庇かばうように言った。

「だめだ。こいつはエリートの俺に逆らった。許してしまえば学校の規律が乱れる」

　懇こん願がんする燕子花を無視して、寺山はカードを結人に渡そうとする。

　上位ランカーが下位ランカーに罰を与えることのできるピンクカード。

　本来の目的は、全生徒が向上心を持って上位ランカーを目指すためだったはず。

　仮にもし、上位ランカーが悪意を持ってピンクカードを使用したらどうなるのだろう。

　学校内は悪意に汚お染せんされてしまうだろう。

　寺山を止める方法は、結人が彼より上位ランカーになるしかない。

　だが、今すぐそんなことができるわけもなかった。

　結人はやむなく、寺山からカードを受け取ろうとする。

　そのとき、廊下を通り過ぎようとする人々から声があがった。

「何騒さわいでいるの？」

　美しい黒くろ髪かみ、大きな青い目、長い手足に制服を纏まとった凜り々りしい女の子。

　天草奈雲がピンヒールブーツの音を響ひびかせながら歩み出てきた。

「やめなさい。たいした理由もなくピンクカードを使うのは許さないわ」

　廊下を歩く生徒達が全員立ち止まっていた。空間を支配する力関係が変わったことに、全員が注目していた。

　寺山は憎にくしみに満ちた目をじっと奈雲に固定していた。

　小動物を追い回していた猛もう獣じゆうが、自分より巨きよ大だいな猛獣に出会ったときの目をしていた。

　やがて、寺山は緊きん張ちようを解くように肩の力を抜ぬいた。

「ちっ、運がいいな」

　寺山は悪態をついて、歩き出した。それを奈雲が引き留める。

「新入生を怖こわがらせといて、謝罪の一つもないの？」

　奈雲は腕うで組ぐみをしたまま、寺山を睨にらむ。

　周囲を見回して歯を食いしばる寺山。観衆の目の前で恥はじを搔かかされたことが耐えられない様子だった。

「すみませんでした……」

　年下の奈雲に命令された寺山は俯いたまま悔くやしそうに声を振ふり絞しぼる。

「今回は謝罪だけで許すけど、次は覚かく悟ごしておきなさい」

　立ち去ろうとする寺山に再び声を掛かける奈雲。

「返事」

「はい」

　恨うらみ言のような返事をした寺山の背中は小さくなっていた。

　寺山の姿が消えると同時に、周囲の人間も動き出した。

「助かったよ、奈雲」

「先輩、ありがとうございます！」

　結人と燕子花は、奈雲を尊敬の眼まな差ざしで見つめる。

「悪かったわね。寺山は問題児なのよ。この学校の先輩がみんなああいう奴やつだとは思わないでね。今度ああいうカードの使い方をする先輩がいたら、私に言いなさい」

「素す敵てきな先輩がいてよかったですっ！」

　燕子花がいつものような穏おだやかな笑え顔がおを見せた。

「新人の燕子花さんね、これから頑がん張ばってね」

「はいっ、頑張ります！」

　トップパイロット奈雲の励はげましを受けて、燕子花は元気にそう言った。

「では、私、母と待ち合わせしているので、これで……。結人君も庇ってくれてありがとね」

　奈雲に頭を下げ、結人に小声でそう言った後、燕子花は足早に去っていった。

「腕も素行も完かん璧ぺきなパイロットって感じで、正直、奈雲のことすげーって思ったよ」

　結人は素す直なおな感想を言った。

「ふん、当然よ。私を目指してユイ君も頑張るといいわ」

　腕組みをして偉えらぶりながら、まんざらでもない顔をする奈雲。

「ところで、こんな時間まで何してたのよ。捜さがしたのよ」

「先輩に学校を案内されてたんだ」

「ふーん。そうなの……」

「なんで俺を捜してたんだ？」

「今日泊とまるところどうするのかと思ったのよ」

「まだ決まってないんだ」

「あらそう……」

「この近くにホテルとかないのかな？」

「ししし、仕方ないから私の家に泊めてあげてもいいわよ。一応、最高ランクの教官として、新人の面めん倒どうを見る義務があるしね」

　奈雲は腕組みをして、偉そうに結人を見下しながら言った。

「いいのか？」

「教官としての仕事の一いつ環かんよ……ありがたく思いなさい」

「じゃあ、お邪じや魔まさせてもらおうかな。奈雲と一いつ緒しよに泊まるなんて五年ぶりだな」

「あっ、ちょっと待って。住所教えるから、ユイ君は後から来てくれる？」

「一緒に案内してくれないのか？」

「私は用事があるの。少し長くなるからどこかで暇ひまを潰つぶしておいて」

　厳しい表情だったはずの奈雲がなんだか焦あせっているように見えて、結人は疑問に思った。
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　花で囲まれたソファがシャンデリアに照らされている。

　フィットネス器具やプール施し設せつの入り口も見えた。

　ガラスの向こうに見えるマンションのエントランスは高級ホテルみたいな空間が広がっていた。

　奈雲の部屋番号の呼び出しボタンに指を掛けながら、結人は逡しゆん巡じゆんしていた。

　──女の子の家に行くのなんて初めてだな……いや、あいつは幼なじみだし。別に緊張することはないな。

　ピンポーン。

『えっ、もう来たの？　まだ準備が……まあ、いいわ、入って』

「かなり散歩して暇潰したんだけど早かったかな？」

　扉とびらが開いたので、結人はエントランスへと入る。

　エレベーターで高層階まで上り、結人は奈雲の部屋をノックした。

　ガタン、ゴトン、ガシャーン、ドタバタと激しい音をさせながら、奈雲は玄げん関かんの扉を開けた。

「いらっしゃい、遅おそかったわね」

「さっき早いって言ってなかったか……」

「いいえ。私の気が変わらないうちにさっさと入りなさい」

「はいはい」

　ランク上位者が金銭的にも優ゆう遇ぐうされていることを思い知らされた。

　都内にもかかわらず三部屋もある高級マンションに奈雲は住んでいた。東とう京きよう湾わんが見える高層階からの夜景を眺ながめながら結人は言った。

「俺のバイト代じゃ一生こんなところには住めないな」

　幼なじみの家だから緊張しないだろうと踏ふんでいた結人だったが、昔とは違ちがう成長した奈雲の生活空間に入ると胸が高鳴ってしまった。

　いつもどこで寝ねているのだろうかと、ついつい結人は別の部屋の扉を見つめてしまう。

「パイロットってこんないい暮らしができるの？」

「頑張ればね」

　夕食の準備をしながら奈雲は言う。

　ソファ前のローテーブルに、ラタンで編まれた洒落しやれたバスケットを置いた。

　中に入っていたのはいろんな種類の手作りパンだ。

「緑みどりヶが島しまから出てきて、すぐに出世できた？」

「入ったばかりの頃ころはつらかったわ。下したっ端ぱの頃は練習機のヘルメット選ばせてくれなくてむかついたわよ。サイズ合わなくて痛かったり、臭くさかったり、ちょー最悪だった」

「剣けん道どう部かよ」

「私の家、貧びん乏ぼうだったじゃない？　お金持ちの子は自分だけのヘルメット作っていて羨うらやましかったわね」

「苦労したんだね」

「憧あこがれている人がいたから頑張れたのよ。今は立場が逆転したみたいだけど？」

　座るとお尻しりを優やさしく包み込むようなソファに、いちいち驚おどろく結人。

　ソファに隣となり合って座った結人を、意味ありげに見つめる奈雲。

「これってパン屋で買ったのか？」

　ベーコンエピ、クルミパン、シナモンロール、中身の違うサンドイッチがいくつもバスケットに入っていた。

「いいえ、手作りよ」

「マジで？　あの奈雲が？　料理もできるようになったのか？」

　チョコでうさぎの絵が描かかれた丸いパンを見ると、確かに店で売っているというより女の子が頑張って作った感じがした。

「う、うん……。昔のままの私だと思っていたら、痛い目を見るわよ」

　両手で長い髪かみをかき上げながら、奈雲は得意げな顔をする。

　胸を張ったせいでストレッチの効きいたセーターで強調された胸が結人の目に飛び込んでくる。タイトなミニスカから伸のびる長い脚あしを、色っぽい動作で組んだ。

　チビでドジな奈雲が泣きながら結人の後ろをついてくる昔の思い出と、今の奈雲の姿が重ならない。

「俺の知っていた奈雲はどこに行ったんだ……」

　もちもちの食感と香こうばしい香かおりのするベーコンエピを頰ほお張ばりながら結人は言った。

「ふん、私をフったことをせいぜい後こう悔かいするがいいわ」

「罰ばつゲームだけどな」

「そう、罰ゲームね……」

　正面のテレビ画面を奈雲は浮うかない顔で見つめていた。

　罰ゲームでもこんな可愛かわいい子に告白されたら喜ぶべきだと結人は思った。

「そういえば、例の国こく籍せき不明機のパイロット、捕つかまったって」

　奈雲はシナモンロールを手に取りながら言った。

「どんな奴だったんだ？」

「何者かに雇やとわれた傭よう兵へいだったらしいわ」

「何者か？」

「依い頼らい者はわからないって」

「何がしたかったんだ」

「ステルス機で都内に侵しん入にゆうするのが任務だったそうよ。おそらく、こっちのレーダーの性能を知りたかったんだと思うわ」

「ステルス機ってレーダーに映らないんじゃないの？」

「距きよ離りや波長によって変わるのよ。だからどこも自分のところのレーダー性能は極ごく秘ひなの」

「なるほどね」

　ベーコンエピは大きかったが、美う味まいのでどんどんお腹なかの中に入ってしまう。

　結人は次のパンを手に取ろうとした。

　パンとは違う感かん触しよくがあった。

「え？」

　手に取ってみると、パンの下した敷じきになっていた一枚のメッセージカードが姿を現した。

「あっ」

　奈雲の表情が焦りに変わるその前に、結人はメッセージカードを読んでしまった。

「奈雲さんのために一生懸けん命めい作りました。食べていただけたら嬉うれしいです。お怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですか。早く治りますように。ＡＣＴＳの生徒より」

　カードを読み終えると、結人はジト目で奈雲に聞いた。

「これ何？」

「待ってユイ君。本当は自分で作ろうとしたのよ。でも時間がなくて、ちょうどファンの子から差し入れもらったからこれでいいかなって思ったの。騙だますつもりはなかったのよ。いいかしら？　わかってくれる？」

　恥はじを覆おおい隠かくすように喋しやべりまくる奈雲を無視して、結人は立ち上がった。

「だめぇ、やめてよ」

　やるべきことは決まっている。このハッタリに満ちた奈雲の生活空間を暴あばくことだ。

　結人はキッチンへと足を運んだ。

「待ってユイ君、そこはだめ！」

　料理を嗜たしなんでいる者のキッチンとは呼べない光景が広がっていた。

　コンビニ弁当、カップラーメン、缶かんコーヒー、冷れい凍とう食品、ペットボトル、お菓か子しの箱、の残ざん骸がいがぶちまけられていた。こんな場所から女子力の高い手作りパンが生み出せるはずがなかった。

　キッチンを後にすると、今度は別の部屋の扉を開けてみた。

「ここもか？」

「ユイ君、その部屋もだめ！　お願い！　もうやめてぇぇぇ！」

　夏物の洋服が大量に置いてあった、いや、床ゆかに捨てられていた。ブーツやバッグも大量に捨てられている。無数のブランド物の紙かみ袋ぶくろが部屋の隅すみに押しやられていた。

　結人はすぐ隣となりの部屋も覗のぞいてみた。

「うわっ!?」

　ドレッサーの上だけでなく、床のいたるところに化け粧しよう品や美容器具が散乱していた。カーテンレールに雑に引っ掛けられたハンガー、そこに干されていた下着類を目にして結人は思わず顔を背そむけた。

　ひょっとしたらこれは部屋なのではなく、物置として使用しているのだろうか。まともな生活空間はリビングだけだった。もしかしたらすぐに結人を家に呼びたくなかったのは、リビングのゴミを別の部屋に放ほうり込んでいたからかもしれない。

　ソファの陰かげに隠れるようにして赤くなった顔を少しだけ出していた奈雲を結人は睨にらむ。

「うるさい、黙だまりなさい」

「まだ何も言ってねーよ」

「上官命令よ。何も言わないで」

「お前、昔と変わってないじゃん」

「何も言わないでって言ったでしょ！」

「黙ってられるか」

「仕方ないじゃない。エースパイロットには時間がないのよ。ちょっとぐらいだらしなくたっていいでしょ」

「ちょっとぐらいじゃないだろ」

「ふんっ、パイロットに料理の腕うでなんて必要ないわ」

「じゃあ、なんで噓うそをついた。女子力高く振ふる舞まった」

「理由わからない？」

「わからないよ」

「だから罰ゲームだなんて思っちゃうのよ……」

「ん？」

　弱気な顔になってしまった奈雲を見てしまうと、結人はそれ以上責め立てる気にはなれなかった。




　仮面を被かぶることを諦あきらめた奈雲は、隠していたファンからの差し入れを全部テーブルの上に持ってきた。

　チョコやクッキーなどのお菓子をはじめ、カツサンドやシュウマイなどの店屋物など芸能人の差し入れみたいな品しな揃ぞろえだった。奈雲が料理をできないことはすでに周知されているのではないだろうか。

「メッセージカードに怪我してたって書いてたけど、大丈夫なのか？」

　結人は奈雲とソファに並んで座りながら、お菓子片手にテレビを見ていた。テレビの内容は奈雲の趣しゆ味みらしく、通つう販はん番組だった。美容器具なんかをよく買っているらしい。

「背中をちょっと怪我してね」

　奈雲は差し入れのチョコを頰張りながら手を後ろに回して背中を気にする。

「何があったんだよ」

「試作機のテスト中に墜つい落らくしたの」

「試作機のテストって、エースパイロットがやることなのか」

　結人の想像だと下っ端の仕事という感じがした。

「新型機の開発は基本的に一番腕のいいパイロットがやるものなのよ。怪我のリスクがあるからやらない人もいるけどね」

「考えてみれば限界まで性能を引き出すんだもんな。確かにそうか」

「超ちよう音速機のテストだったんだけど、翼よく面めん荷重が大きすぎて高度が維い持じできなかった。不時着時に飛散した部品が座席を貫通して背中に突つき刺ささったの」

「うわっ！　大丈夫だったのかよ。よく生きてたな」

「一週間しか入院しなかったからたいしたことなかったけどね」

「その任務ってそんなに難しかったのか？　俺じゃ無理かな」

「私が無理だったんだからユイ君には無理よ」

「機体制せい御ぎよは得意だから、役に立てるかなと思って。親おや父じの会社にも古い音速機あったし」

「あの第二世代機でしょ？　最さい新しん鋭えい機と京塚さんの骨こつ董とう品コレクションを一いつ緒しよにしないで」

「奈雲はさ、俺の親父がＡＣＴＳにいたこと知ってた？」

「突とつ然ぜん何よ……」

「さっきの寺山って人から聞いたんだ」

「在ざい籍せきしてたことは知ってたわ。学校が創設されて間もない頃らしいけど」

「ＡＣＴＳでうまくやらないと親父は超こえられないって言ってたのはそのせいか。くそ、全然知らなかった……」

「学校でうまくやりたかったら、まず私の言うことをしっかりと聞くのよ。ふふふ」

　すでにエリートパイロットとしての階段を上り詰つめようとしていた奈雲は、先輩として厳しい助言を与えながらも、その表情は愉たのしそうだった。

「てゆうか、ユイ君、目が真っ赤になってるわよ」

　奈雲に指し摘てきされたが、鏡がないのでわからない。

　だが昼間から目が痛いのはわかっていた。

　朝の逃とう走そう劇に加えて、午後のドッグファイト、Ｇの変化や太陽の見すぎで眼球がダメージを受けたのかもしれない。

「目薬貸してあげるわよ」

　奈雲は任せろとばかりに立ち上がる。

「目薬の貸し借りは禁止って昔プールのときに言われなかったっけ？」

「大丈夫よ。いい方法があるわ」

　そう言いながら奈雲は別の部屋から目薬を取ってきてくれた。

「高高度爆ばく撃げきなら問題ないわ」

　奈雲は天てん井じように向かって高く伸ばした手に目薬を持っていた。

「何を言ってるんだよ。そんな高くから入るわけないだろ」

「ラジャー。自由落下爆ばく弾だんによる無む誘ゆう導どう爆撃を開始します」

　結人は天井を向いて動かないように努めた。

「ＣＣＲＰモードを設定。ひゅーん、降下開始、四五度を維持せよ、よし、投下！」

　投下された水すい滴てきは結人の顔にすら当たらなかった。

「てか、奈雲さんテンションおかしくない？」

　頰ほおを赤くして目がトロンとなっている奈雲は酔よっぱらいみたいだった。

　奈雲が食べていた差し入れのチョコを結人は確かく認にんする。

　思った通り、中に酒が入っているチョコだった。アルコールに弱い人はほんの少しで酔っぱらうらしいが、奈雲もそういうタイプなのだろうか。

「観測班報告せよ。成果なし。なにぃ」

　目薬を飛行機に見立てて飛び回る奈雲は完全に酔っていた。

「もういいよ。自分でやるから」

「だめっ。じゃあ、こうするから、ユイ君はここに寝ねなさい」

　奈雲は結人の隣に座ると、ミニスカートの先、ストッキングで包まれた太ももを指差した。

「奈雲さん、それはヤバいって」

「なにぃ、上官の命令を無視するのっ!?」

　酔っぱらいの絡からみは避さけられないし、結人は付き合うことにした。

「失礼します」

　ソファよりも柔やわらかい感かん触しよくが結人の後頭部を包み込んだ。

　奈雲は満足げに微笑ほほえむと、目薬を差そうと構えた。

「胸が邪じや魔まで目標がみゅえない～」

　奈雲は身長だけでなく、胸も大きく成長していた。

　セーターを半球状に押し上げているおっぱいが、結人と奈雲の目線を邪魔していた。

「よっと」

　奈雲は長い黒くろ髪かみをかき上げつつ、前にかがんで片手で目薬を持つ。

「うっ」

　太ももよりも柔らかくて温かい感触が、結人の頰に押し当てられた。

　患かん者じやに胸を押し当てて治ち療りようするしかない歯医者のお姉さんのように、きっと奈雲も胸を押し当てている自覚はないのだろう。酔っぱらってうとうとしているせいで、揺ゆれる胸が結人の横顔を優やさしく殴なぐり続けている。

　結局、目薬は結人の眼球には一滴も命中しなかった。

　だけど、柔らかな感触で一晩中癒いやされた結人の目は、翌朝にはすっかり回復していた。

　目を覚ましてしらふに戻もどった奈雲は、自分の膝ひざ枕まくらに頭を預けていた結人を見ると、顔を真っ赤にして殴ってきた。

「この、変態ッ！」




　　　×　　　×　　　×




　翌日、いよいよ本格的な訓練が始まる日のことだった。

　早朝から通学する奈雲に合わせて結人も奈雲のマンションを出た。

「ユイ君は今日の午後から訓練ね。一七区画の校舎で待っていてくれるかしら？」

　冬の枯かれた街路樹が並ぶ道を歩きながら話す奈雲の息は白かった。

「一七区画ってどこだよ。てか、東京寒いな……」

　コート、マフラー、手て袋ぶくろ、ブーツという防寒対策ばっちりの奈雲に対して、南の島から来たばかりの結人は軽装だった。

「四〇スポットをずっと進んだ先にあるわ」

「四〇スポットがまずわからない……」

「校内図見ればわかるわよ」

「そうか……」




　午後。

　奈雲の説明を信じて校内図を頭に入れながら待ち合わせ場所を目指した結人。

　だが新人の結人は、広くて入り組んだ構造の羽田基地に迷ってしまった。

　ランク上位者が操あやつる戦せん闘とうヘリＦＨ─〇２〈コクレア〉やＦ─３戦闘機の離り陸りくに感動し、東とう端たんの滑かつ走そう路ろにやってくる異国の珍めずらしい旅客機を見物できて、迷った甲か斐いはあったのだが、授業開始までの時間がなくなってしまった。

「確か格納庫の近くだったよな」

　結人はそう言いながら足を速める。

　整備課の活動場所である格納庫は無数にあった。これでは目的地に辿たどり着くための目印にはならない。

　同じような建物が入り組む迷路のような道を歩いていると、赤あか錆さびが目立つ古びた格納庫があった。

　敷しき地ちの外にはモノレールが走っていて、その格納庫は一いつ般ぱん人じんから丸見えで、機密性などないに等しかった。

「ここが一七区画の滑走路かな」

　結人は開け放たれていた扉とびらの中に入ってみた。

　強度のみを優先した骨組みだらけの壁かべや天井に結人は圧あつ倒とうされる。

　広い空間だったが、わずか二機の小型ヘリしかドック入りしていなかった。

　結人は、人ひと気けのない格納庫の中で叫さけんでみた。

「あのー、ここって一七区画ですか？」

　カンカンという金属音だけが響ひびいていた。

　一応、人はいるらしい。

「すみません、俺新人なんですけど」

　音がしている機体に結人は近づいた。

　組んだ足場に上り小型ヘリのエンジン周りを整備している人がいた。

　機体内部へ体ごと突っ込んでいるので、顔は見えない。

「あの、ちょっといいですか？」

　整備士は、ひょこっとヘルメットを被かぶった頭を出した。

　そのとき、結人は初めて整備士が女の子だと気付いた。

　唐とう突とつに現れた来客に対して、彼女は無表情だった。

「……………………………………パイロット？」

　長い沈ちん黙もくの後に彼女はようやく声を発した。

「そうです。まだ新人だけど」

「……………………………………何？」

「えっと道を聞きたくて」

「……………………………………名前、何？」

　言葉数が少なすぎて、彼女の意図はよくわからなかったが、名前を聞かれているということだけはわかった。

「京塚結人って言います」

「……私は国府こうの宮みや沙さ羅ら…………」

　国府宮は外れた部品を持って、足場を降り始めた。

　ヘルメットと安あん全ぜん靴ぐつを装備した国府宮は、整備士なのだと推測されたが、彼女はなんと下着しか着けていなかった。

「うわっ！　服!?　服はどうしたんだよっ!?」

　裸はだかの女の子に驚おどろいた結人は、仰のけ反ぞった後に転んでしまった。

　背中や尻しりを強打して、結人は激痛に悶もだえた。

「………………ドックで暴れないで………………」

　まるで悪いのは結人だとばかりに国府宮は言った。

「まず自分に突つっ込めよ！　とにかく服を着てくれ！　それから話し合おう」

　結人は火ほ照てる顔を女の子みたいに両手で隠かくしながら言った。

　一人だから彼女は開放感溢あふれる恰かつ好こうをしているのだと結人は思ったが、どうやら誰だれがいても構わないらしい。

「………………………………………………やだ」

「ええっ!?　どういうこと？　露ろ出しゆつ狂きようか!?」

「…………………………………………なぜ？」

　国府宮はわざわざ恥はずかしがっている結人の目の前に来て不思議そうに首を捻ひねる。

　結人は回れ右をして背中を向けて難を逃のがれる。

「服を着るのを嫌いやがるなんておかしいだろ？」

「…………整備は狭せまいところに体を入れる……少しでも体積を減らす……」

「怪け我がしない？　服着たほうがいいと思うんだけど」

「………………いや、これでいい。整備のため…………」

「プロ意識はすごいと思うけど、常識を考えようよ」

　ブラしか着けていない国府宮の上半身から逃にげるように、結人は小型ヘリの後ろへと向かう。

　安全靴の足音が続いてやってくる。

　国府宮はＲＰＧの仲間みたいに無言で結人の背中についてきていた。

「なんでついてくるんだよ」

「…………………………………………興味がある」

　瞬まばたきすらしない無表情な女の子。

　気味悪さはない。ただ純じゆん粋すいに結人に興味があるような顔だった。

「何に？」

「………………………………ここに近づいてくる人はいない……珍しい」

「そうなんだ……」

「……………………用件は？」

「ああ、そうだった。聞きたいんだけど、ここって一七区画？」

「…………………………」

　じっと純粋な瞳ひとみで見つめてくるだけの国府宮。

「あの、ここって一七区画？」

「………………………………………………違ちがう」

　ようやく答えてくれた国府宮。

「そうか。ありがとう。本格的に迷ってしまったな」

　彼女の薄桃色のブラが視界に入らないよう天てん井じようを見ながら、結人は言った。

「ここってそんな変な場所なのか……なんで一人でいるの？」

「………………パイロットと整備士と兼けん任にんしている」

「それはすごいな」

「………………でもどちらも中ちゆう途と半はん端ぱ。整備課の主力として認められていない」

「だからこんなところに追いやられているのか」

「パイロットは整備のことを考えていない。整備士はパイロットのことを考えていない。私はどちらにもなりたくない」

「双方で話し合えばいいんじゃないか？」

「………………………………………………」

　黙だまったまま首を傾かしげる国府宮。

　機械いじりは得意だが喋しやべることは苦手そうな国府宮のオイルで汚よごれた顔。

　誰かと話し合うことなんてできそうになかった。

「俺も地元じゃ自分で整備してたから、君の気持ちはわかるよ。俺も他人がいじったヘリは合わないときあるしな。自分でいじったほうがいいか」

「………………………………………………うん…………君も私と一いつ緒しよなんだ……」

　気のせいか少し嬉うれしそうに頷うなずいた国府宮は、台車の方に歩いていき、何かを持って戻ってきた。

「…………わかる？」

「この部品が何かってこと？　てゆうか、そろそろ服着てくれないか？　君の裸見ないように話すの大変なんだけど」

　手で顔を覆おおいながら話す結人。

　沙羅は気にせずに、手の平に乗る程度の金属の部品を差し出す。

　結人は指の隙すき間まから、なるべくその部品だけを見つめる。

「燃料関係のユニット？」

「うん……マイナスＧのときに燃料供給の圧力を下げないようにするブーストポンプ。燃料が節約できるように私が改造した……」

「燃料は血の一滴って言うしな。燃費の不安がなくなるのは嬉しいよな」

「……うん……うん……」

　沙羅は無表情で何度も頷く。

「こんなの作れるなんてすごいな」

「……………………人のマネをしただけ…………」

「マネか……」

「イカロスって知ってる？」

「天才設計士だろ。エアモービルとかここのヘリを全部設計した人」

「これもイカロス君が考えたものをマネしただけ。私は中途半端なのかもしれない」

「国府宮はパイロットと両立させてるんだよね。そんなすごい人いないよ。国府宮だからこそできることがたくさんあると思うよ」

　国府宮はトテトテと歩いてきて、結人の胸に飛び込んできた。

　柔やわらかな胸が押し付けられる。

　背は小さいけど胸は大きくて立派だった。

「うわっ!?　ど、どうした!?」

　急な体温の上じよう昇しようで意識を失いそうになった結人は、その場で固まってしまう。

「……………………………………………………君と私との間に言葉はいらない」

　下着姿の女の子に抱だきつかれて結人は焦あせる。

　だが、悪い気分ではない。

　悪い気分では。

「どうしたのかだけ教えてくれ」

「……褒ほめてくれて嬉しかった。自分がやってきたことは無む駄だだと思っていた」

「それはよかったな」

　そのとき細いヒールの音と共に、酷ひどく冷たい声が聞こえてきた。

「さっそく女と密会？　パイロットはモテるわね」

　上半身裸の国府宮を抱きしめながら、結人は冷や汗あせで湿しめった顔を奈雲へと向けた。

　空くう族ぞくなど一いつ瞬しゆんで逃げ出すくらいの恐おそろしい表情がそこにあった。

「奈雲さん!?　これは違うんだっ！」

「敵機を墜おとす前に女を墜とすなんて、とんだエリートパイロットね」

「違う……この子、下着姿がデフォなんだって。そうだよねっ、国府宮さん！」

「…………………………喜びを肌はだで伝えたかった。それだけ……」

　無表情で言う沙羅。

「違うでしょうが！　体の体積を減らして整備をしやすくするためだろ！」

　結人は国府宮の体を突き飛ばした。

「私もユイ君がどんな女を抱こうが口を出すつもりはないわ。ただ、ハンガー内で淫みだらな行こう為いに及およんだ罰ばつは受けてもらう。はい、ピンクカード」

　奈雲は結人の胸ポケットの中に、ピンクカードを差し込んだ。

「え？」

「あと、二枚貰もらったら退学だから」

「噓うそ、マジで？　幼なじみだろ？　そういうことする？　冗じよう談だんだろ？　お前、やってることは寺山と変わらないじゃないか！」

「むっ!?　うるさいわね。だって、待ち合わせ場所に来ないから私、必死でユイ君を捜し回ったのよ。さっさとブリーフィングルームに行くわよ」

　片耳を引っ張られて、結人は連れ去られようとする。

「待って。この子、整備と操縦の両刀ってだけで不ふ遇ぐうな扱あつかい受けてるから、相談に乗ってたんだよ」

　事情を話すと、奈雲は真しん剣けんに考えてくれた。

「国府宮沙羅……聞いたことある名前ね……」

　奈雲は自分の端たん末まつで検けん索さくを始める。
















　結人と、無理矢理服を着せられた沙羅は、奈雲の前で大人しく立っていた。

「ああ、私、あなたの整備した機体、乗りやすくて好き。成績は……教師からの評価が低いわね……なんで？」

「…………………………………………」

　黙っていた沙羅の代わりに結人が言った。

「たぶん口下手だからじゃないかな」

「ふーん。じゃあ、今度私の機体のセッティング任せていい？　操縦の腕うでも悪くないし、私と一緒に飛ぶ？」

　錆さび付いた格納庫でくすぶっていた沙羅は、眩まぶしそうな目つきで奈雲を見ていた。

　不安と期待の間で揺ゆれる沙羅の感情が結人にも感じられた。

　やがて、凍こおり付いていた感情が溶とけ出したかのように沙羅は歓かん喜きの言葉を漏もらした。

「お願いします……」

「じゃあ、私の機体の気付長、よろしくね」

「……………………君のおかげで学校でうまくやれそう……感謝……」

　国府宮は不器用な会話の代わりに肌で喜びを伝えようとして、結人に抱きついた。

「えっ!?　またかよ!?　やめてくれ！」

　嫌いやがっていた言葉とは逆に鼻の下を伸のばしていた結人を見て、奈雲がわたわたしながら叫さけんだ。

「ユイ君最低！」




　　　×　　　×　　　×




　練習生の階級章が付いた制服に身を包んだ結人は、狭せまい教室の席に座っていた。

　さっき奈雲に貰った胸ポケットのピンクカードがやけに重くて憂ゆう鬱うつだった。

　最初の授業が始まってもいないのに、ピンクカードを受けた者は史上初らしい。

　座っている者は、結人と燕子花の二人だけ。

「結人君と二人だけで授業って運命的だと思わない？」

　結人の隣となりに座る燕子花は、リズムに乗るように体を左右に揺らして、結人の肩かたに触ふれてくる、というかぶつかってくる。

「新人は俺達二人だけだからな、今のところ。でも、もう一人あとから来るらしいよ」

「そうなんだー。遅ち刻こくかなー」

　午後一時二〇分。

　教室の扉とびらが開いて、女子用の制服を着た灰はい松まつ五ご色しきが現れた。

　胸が小さく幼児体形の五色だが、短いスカートを穿はくと年相応の女の子に見える。

「おはようございまぁす」

　五色は結人の姿を見つけると、キラキラした明るい声で挨あい拶さつした。

「やっと会えたね。お久しぶり」

「ご入学おめでとうございまぁす。よかったぁ、結人さんが合格してくれて」

「俺、ここで頑がん張ばれそうな気がするよ。適性試験受けさせてくれてありがとう」

「こちらこそ！　配達屋さんより、結人さんは絶対ここにいるべきです」

「立派なパイロットになって、誰だれかの役に立てるように頑張るよ。てゆうか、もっと早くお礼を言いたかったんだけど」

「いろいろあったんですぅ、学校に来られなくてごめんなさぁい」

「学校来てなかったの？」

「結人さんの隣、座ってもいいですかぁ」

「ああ、どうぞ」

　結人の隣に座った五色。

　五色の反対側に座っていた燕子花は、距きよ離り感を探さぐるように小さな声で挨拶した。

「初めまして。あなたも新人なのかなー」

「初めまして。新人みたいなものですぅ」

　五色も小さな声で挨拶を交かわした。

「よろしくねー」

「あっ、どうも、よろしくお願いしますぅ」

　燕子花と五色は笑え顔がおで見つめ合った。

「変な昼飯だな」

　五色が手に持っていた乾かんパンの缶かん詰づめを見ながら、結人は聞いた。

「乾パン、おいしいですよぉ？」

「どうでもいいけど教室で食べるのはやめないか？」

「先生が来るまで」

「もう来てるよ」

「あっ」

　教室の正面、小型練習機の説明が映し出されたスクリーンの横で、制服を着た奈雲が結人と五色を睨にらみ付けていた。

「ユイ君、女子二人に囲まれてずいぶんと楽しそうね」

「いや、別に……」

　結人は口ごもる。

　五色は奈雲の姿に気付くと、慌あわてて乾パンを机の下に隠かくした。

「灰松さん、どうして遅刻したの？　と言う前に、どうして一ヶ月も学校に来なかったの？　言ってみなさい」

　奈雲の手に握にぎられている指示棒は、授業の要点を指し示すためのものなのに、人を殴なぐる武器に見える。

「一ヶ月も学校に来てなかったのか？　どうしたの？」

　結人は五色に驚おどろいてみせる。

「いろいろあったんです……申し訳ないです……」

「悩みがあるなら聞くわよ。友達と喧けん嘩かでもした？」

「と、トモダチ……初めて聞く言葉ですけどなんだか心ここ地ちの良い響ひびき……」

　悲しそうに目を細める五色。

「友達がいないから学校に来づらいってこと？」

「ううっ、トモダチって何ですかぁ」

　五色の目に涙なみだが浮うかび始めた。
















「私、真ま面じ目めに心配してるんだけど？　そのすっとぼけた態度やめられない？」

　指示棒を振ふり上げながらブーツのヒールをかつかつ鳴らして近づこうとする奈雲に、本気で怯おびえる五色。

「ごめんなさぁい……忙いそがしかったから学校に行けませんでした」

「一ヶ月って長すぎでしょ？　バイトでもしてるの？」

「そんなところです……」

「せっかくここに入学できたんだから、ほどほどにね」

「はい、ごめんなさぁい」

「じゃあ、ブリーフィングを始めます」

　ようやく奈雲の手にあった指示棒が本来の役割を果たした。

「これはＴ─１練習機です。ピストンエンジンの初心者向け小型ヘリコプターです。新人の三人にはまず、これで訓練空域に慣れてもらいます」

　Ｔ─１練習機はヘリに一度も乗ったことがないような学生が初めに乗る機体だ。

　この小型ピストンヘリは、ターボシャフトのような複雑な機構がないので、初心者でも安心して乗れる。結人と五色は素人しろうとではなかったが、競技前のストレッチ的な意味合いで、まずこれを操縦させられるのだった。

「このＴ─１練習機を作った天才設計士の名前を知っているかしら？」

　奈雲が指示棒で五色を指した。

「ご、五色さんですかぁ？」

「そうよ」

「一応知っています……イカロス君ですよね」

「ふん、馬ば鹿かっぽい喋しやべり方するけど、まったくの馬鹿ではないみたいね」

「ふぇぇぇ」

　奈雲に馬鹿と言われて涙ぐむ五色。

「イカロス氏は馬鹿なあなた達でも乗れる、素す晴ばらしい練習機を開発してくれました。感謝して乗るように」

「はーい」

「はぁい」

「はい」

　燕子花と五色と結人は先生に向かって返事をする。

「灰松さんは訓練生ではなく、オペレーションレディなのよね？　二人をつれて飛べる？」

「えっと、五色さんはちょっと無理かもしれません。久しぶりなので怖こわくて……」

「そっか。じゃあ、私が教官として灰松さんも指導してあげるわ」

「ほんとに、五色さんも乗るんですかぁ？」

「パイロットでしょ。なんでヘリに乗るのをそんなに怖がってるのよ」

「ごめんなさぁい」

　五色がすっかり気落ちしていたとき、奈雲の携けい帯たい端たん末まつの呼び出し音が鳴った。

「えっ？　私が？　別の？　わかりました。今すぐ向かいます」

　奈雲は携帯をポケットにしまうと、結人達に向かって言った。

「急用ができたわ。悪いけど、あなた達だけで練習してくれる？」

「俺達だけで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　結人は心配になって聞いた。

「灰松さんなら何度も乗ってるはずだし大丈夫よ。それに、空の三輪車って呼ばれるくらい簡単な機体よ。これに乗れないようだったら即そく退学だと思いなさい」

　余計なプレッシャーを掛かけられて、三人は神しん妙みような面おも持もちになる。

「じゃあ、俺達だけで頑張るよ」

「ううぅ……」

「結人君、一いつ緒しよに頑がん張ばろうねっ」

　燕子花に迫せまられる結人を見て、奈雲はぐぬっ、と変なうめき声を出しながら、

「それじゃあ、気をつけてね」

　と言って忙しそうに教室を出ていった。




　茨いばら城き県から遥はるか東に進んだ太平洋上にＡＣＴＳの学生達に与あたえられた訓練空域はあった。

　振り返っても、日本列島の姿はどこにもなく、水平線しか見えない。そんな所だ。

　四人乗りの練習機の操そう縦じゆう席に座った結人は離り陸りくから水平飛行までを担当することになった。

　空の三輪車と呼ばれるほど簡単な初心者用練習機の離陸は結人には物足りないほど簡単だった。フライトの手順を覚えるにはまさにうってつけの機体ではあったのだが。

「このヘリ退たい屈くつだな」

　結人は操縦桿かんを握りながらあくびをする。

「そんなに退屈ですかぁ？　この練習機」

　隣に座る五色がぎゅっと目を瞑つぶりながら言った。

　さっきから五色は操縦桿に触ふれようともせず視界を閉とざして座っているだけだった。

「誰でも安全に飛べるようにしてるのはわかるんだけど、戦せん闘とうパイロットを育てるための飛行機だろ？　もう少し遊びがあってもいい気がした」

「縦の静安定性が強すぎますかねぇ？」

「高速域で何もできなくなるのが気になる。あと、低速域だと運動性がいいけど、加速性能が死んでる。これに乗る人ってたぶん何も工夫しなくても飛べるだろ。工夫の余地がないとつまらないと思う」

　燕子花は意味がわからないとばかりに首を捻ひねっていた。

「なるほどぉ……」

　五色は目を閉じたまま理解したように深く頷うなずく。

「いや、ただの感想だけどな」

「まるでプロのテストパイロットのようなご意見、ありがとうございます」

「本当に？」

「とても配達屋さんのアルバイトさんの意見には思えなかったので」

「どういう意味だよ」

「結人さんにはやるべきことがあるって確信しましたぁ！」

　五色のおかげでＡＣＴＳに入ることになった結人だが、五色はまた別の道を結人に提示しようとしていた。

　訓練空域に入ったし、そろそろ隣の席の五色に操縦を交代しようと思ったときだった。

　五色が急に叫さけび出した。

「結人さん、耳が痛いよぉ。すっごく痛いですぅ」

　結人は現在の高度を確かめる。二五〇〇メートルを超こえていた。

「最後に飛行機に乗ったのいつ？」

「二ヶ月前くらい。痛いよぉ」

「本当にパイロットなのか？　素人より酷ひどいじゃないか」

「結人さん五色さんのお願い聞いてくださぁい。高度下げて」

「バルサルバ法試ためしてみろよ」

「ほえぇ？　そんな酸すっぱそうな飲み物持ってきてないですぅ」

「バルサミコ酢すじゃねーよ。鼻はな摘つまんで息止めるやつ！」

「ああ、そんなのありましたね。すぅぅぅぅぅぅ、ふんっ！」

「治った？」

「ふんっ、ふんっ、大丈夫かもしれない」

「灰松さんって面おも白しろい人だねー」

　後ろに座っていた燕子花が苦笑いしながら結人に話し掛ける。

　結人も苦笑いを返す。

　奈雲には馬鹿っぽい子扱あつかいをされ、燕子花には面白い人扱い。

　五色の印象に関しては、結人も概おおむね同意見だった。

　練習機は見通しをよくするために見える範はん囲いのほとんどが透とう過か素材で作られている。

　足の下にずっと太平洋の海原が見えているので、飛行機恐きよう怖ふ症しようの人間にとってはやっかいな機体かもしれない。

　結人の左に座る五色は疲つかれ切っているように見えた。

「大丈夫か？　そろそろ操縦交代しようと思ったんだけど」

「無理かもしれませぇん。飛行機が怖くて……」

「なんでパイロットなのに、飛行機が怖いんだ？」

「ちょっと、トラウマがあるんですぅ」

「事故があったとか？」

「事故ではないんですぅ」

「そうなんだ……」

「じゃあ、灰松さんの代わりに私がやってみていいかな？」

　後ろの席に座っていた燕子花が一いつ切さい物もの怖おじを感じさせない顔で手を挙げた。

「えぇぇ、次、五色さんの番なのに」

　五色は少し不満そうに言った。

「飛行機怖いなら、無理じゃないんですか？　まず私が代わります」

「それはそうですけどぉ……」

「じゃあ、次は燕子花でいいな」

　結人は燕子花に操縦席を譲ゆずるべく、後ろの席に移動しようとした。

「あっ、違ちがうー。灰松さんが後ろに来て、結人君は隣となりで私に教えてくれるかなー」

　燕子花は両手で後席を指し示す。五色にどいてくれと言わんばかりに。

「五色さん、後ろの席は酔よいやすいのであまり行きたくないのですが……」

　五色は暗い顔で燕子花に答える。

「お願いだよー。私、結人君に操縦教えてもらうの夢だったんだー。それをきっかけに、仲良くなって、結人君とお付き合いしたい、なんちゃって、えへへ」

　赤い顔をして照れながら鼻の下を指で搔かく燕子花を見て、五色は渋しぶい顔をしながら席を立った。

「うぐぅ。すぐに代わってくれるならどきますぅ」

「おい！　冗じよう談だん言わないでくれよ燕子花」

　操縦席と副操縦席に隣となり合って座った結人と燕子花。

　五色は後ろで死んだように目を閉じていた。

「私、頑がん張ばるよー」

　燕子花はやる気に満ちた声で言うと、操縦桿を握にぎった。

「結人君、お願いしまーす」

「じゃあ、加速してみようか」

「これでいいですか？」

「あ、前ぜん傾けい姿勢になると高度が落ちるから、出力上げて」

「もっと、手取り足取り教えてよー」

「手取り足取りって何だよ!?　口頭で説明するから！」

「えー、わかんないよー、どうやって出力上げるの？」

「ピッチレバー上げながら、ペダル踏ふんで」

「これ？」

「違う、これ」

「あっ、ごめんね。手が触れちゃったね。えへへ」

「うーん、これはもしかして……」

　二人の間に割って入る声があった。

　はしゃぎながら操縦していた燕子花が急に真顔になって、後ろを振ふり向いた。

「灰松さん、どうしたんですかー」

　五色が眉み間けんに皺しわを寄せて、じっと睨にらんでいた。

　そういう顔をするのかと振り向いた結人も驚おどろいた。

　敵意剝むき出しの顔だった。

「えっと……」

「どうしたの？」

　燕子花は不思議そうに聞く。

「レーダーに何か映っていたので、危険だと思うんですぅ」

　五色は結人と燕子花ではなく、レーダー画面を睨んでいたのだった。

　確かにレーダーには機き影えいが映っていた。

　それどころか肉眼で確かく認にんできるほど、その機体は急接近していた。

　真正面にＦＨ─〇２〈コクレア〉が迫っている。

「きゃっ!?　ぶつかる！」

　操縦桿を握っていた燕子花は咄とつ嗟さに針路を変へん更こうする。

　ヘリ同士が正面衝しよう突とつしそうなときは、互たがいに右に針路を変更することが決まっている。

　適性試験に合格していた燕子花も当然、右に針路を変更した。

　ルールに従っていれば事故は起きないはずだった。

　ところが、目の前の〈コクレア〉は左に針路を変更した。

　燕子花の操縦するＴ─１練習機にぶつかるような機動を取った。

「噓うそでしょ!?　なんで!?」

　燕子花はたまらず急降下して衝突を避さけようとした。

　バランスを失って、Ｔ─１練習機は海面と太陽が繰くり返し目に入るような酷い飛び方をした。

　高度をずいぶんと下げて、ようやく水平飛行に安定したとき、結人は乗員の安全を確かめた。

　ぶるぶる震ふるえてはいたが、用心深さのせいか五色に怪我はないようだった。

　副操縦席にいた燕子花は、横窓にぶつかったのか、こめかみから血を流していた。

「うわっ、大だい丈じよう夫ぶか!?」

　結人は救急パックから脱だつ脂し綿めんを取り出して、燕子花に渡わたす。

「う、うん…………ちょっとくらくらするかもー」

　燕子花ののんびりとした口調を聞いて、重傷でないことを確認し、ひとまず安あん堵どした結人。だが、ぶつかろうとしてきたパイロットのことを考えると、怒いかりが湧わいてくる。

　正面衝突の危険があるとき、わざわざ左に避よけてくるなんて、自殺志願者か素人しろうとのどちらかしかいないだろう。

　ＡＣＴＳの訓練空域で学校の機体に乗っているのだから、きちんと教育を受けているパイロットに違いないはずだったが、いったいどういうつもりなのだろう。

　ぶつかろうとしてきた〈コクレア〉が後ろからまた接近してきた。

　また何かしてくるつもりなのだろうか。

　燕子花と操縦を代わった結人は、回かい避ひ機動を取った。

　やはり追ってくる。

　さっきはルールを逸いつ脱だつした野や蛮ばんな飛び方だったが、今はリスクを極きよく端たんに嫌きらう基本に忠実な飛び方をしていた。〈コクレア〉に乗るパイロットは優等生なのだろうか。

「何やってるんですか？　危ないじゃないですか！」

　結人は無線で呼びかけた。

『京塚！　いつまでだらだらと訓練していやがる。今は俺達の訓練時間だ。邪じや魔まするな』

〈コクレア〉に乗っていたのは、適性試験日に結人に絡からんできた寺山だった。

「どうして左に避けたんですか。ルールでは右に避けるべきでしょ？」

『下等な連中のために作られたルールを守る必要はない。俺が乗っているのはエリートのための戦せん闘とうヘリだ。戦闘機動に右も左もない』

　脱脂綿を真っ赤にして蹲うずくまっている燕子花を結人は見る。

　寺山はわざとぶつかろうとして左に避けたに決まっている。

　急きゆう旋せん回かい可能な〈コクレア〉なら無傷でいられるだろうが、無茶な機動ができない練習機は無事では済まない。

「ふざけるな！　こっちは怪け我が人が出たんだぞ！」

『あの程度で怪我するとは、パイロットに向いていないんじゃないか？　ははは』

「結人君、怒おこってくれてありがとー。でも先せん輩ぱいに逆らっちゃだめだよー。私達、まだ新人なんだし」

　自分は大丈夫だとばかりに、血を流しながらも微笑ほほえむ燕子花。

　だが、結人の怒りは収まらなかった。







　燕子花を医務室へ連れていった後、結人は着陸スポットで寺山が帰ってくるのを待った。

　彼の機体が地に足を着けてすぐ、まだローターブレーキも掛かかっていないにもかかわらず、結人は突つっかかっていった。

「出てきてくださいよ！　怪我した燕子花に謝ってくれませんか？」

　開いたキャノピーから顔を出した寺山は、ヘルメットを外しながら言った。

「この俺が新人に謝る？　面おも白しろい冗談だな京塚。俺はエリートだ。ランク十位だ。下等な奴やつらに頭を下げる理由はどこにもないな」

　コクピットから慣れた様子で飛び降りた寺山は、嘲あざけるように笑った。

「空は選ばれた者だけに与あたえられた聖域だ。お前らクズどもが立ち入っていい場所ではない。だから罰ばつを与えたんだ」

「わざとやったのを認めるんですね」

　寺山の胸むなぐらを摑つかんで、結人は殴なぐり掛かろうとする。

　故意に燕子花に血を流させたと知って何もしないほど、結人はお人ひと好よしではなかった。

「ははは、どうした、怒ったか。操縦が下手で怪我したくせに俺に当たるなよ。みっともないな」

　退学になる未来を予測できなかったわけではないが、結人の怒りは収まらなかった。

　飛行機好きな燕子花がこれをきっかけに飛行機を嫌いになってしまったらどうする。

　ここで寺山を野放しにしておいたら、また嫌いやがらせを受けるかもしれない。

「おやめなさい」

　丁てい寧ねいな口調で言ったその人が、舞まうような優ゆう雅がなステップで現れた。

　この騒さわぎを収めようと先輩が駆かけつけたのだ。

「福江さん……」

　試験合格日に校内を案内してくれた優やさしい先輩に向かって、結人は助けを求めるような視線を向ける。

「燕子花さんが怪我をされたと聞いて馳はせ参じました。寺山さんの機と異常接近したそうですね。でも、あの時間、あの空域は、京塚さん達だけのものではありませんでした」

　確かに膨ぼう大だいな空域を新人三人が独どく占せんすることはできない。

「俺達はレーダー確認を怠おこたっていたかもしれません。でも、正面で邂かい逅こうしたときは右回避がルールじゃないですか。納なつ得とくできません」

「戦闘機動の練習中だったんだ。例外だ。第一、こっちは怪我人なんて出なかったんだ。そっちの腕うでの問題だ」

　高性能機に搭とう乗じようしておきながらそんなことを言う寺山に腹が立って、結人はまた殴りたくなってしまう。

「京塚さん、落ち着いてくださいます？」

　結人の震える拳こぶしを、福江は両手で優しく包み込んだ。

「でも、俺、納得できません。ここで間ま違ちがいを認めないんだったら、また同じことをされるかもしれないってことでしょ？」

「京塚さんの言い分も寺山さんの言い分も両方わかりますわ。ですが、このままだと平行線。そこで、わたくしから提案がありますの」

　福江ひなたは胸の前で手を組んで、優しげな笑えみを浮うかべて首を傾かたむける。

「京塚さん、寺山さん、お二人共、空対空戦闘で決着をつけてみてはいかがですか？」

「こんな奴が俺の相手になるわけないだろ。勝負するまでもない」

　寺山は汚けがらわしい物でも見るような目で結人を見る。

「まだ新人である京塚さんの実力は未知数ですわ。未知の相手と戦うのは寺山さんの趣しゆ味みではございませんの？」

「俺がこいつを怖こわがってるように言うなよ。じゃあ、戦ってやるよ。すぐに終わらせてやる」

　ニヤついている寺山から結人は目をそらし、福江に質問する。

「そんなことで決着つけていいんですか？」

「話し合いで問題が解決しないときに駆かり出されるのがパイロットという職業ですわ。むしろ本分ともいえます。パイロットなら空の上で決着をつけてみてはどうです？」

「あの、俺新人なんですけど、いいんですか？」

　弱気な発言をした結人に、寺山は「怖いのか」と挑ちよう発はつしてきた。

「もちろん。パイロットに先輩も後輩もありませんわ。求められるのは操縦技術のみ。どっちが正しいかは空の上で確かめる。それがパイロットです」

　いきり立っている結人と寺山の前で、優しい笑みを浮かべながら福江は諭さとした。

「……俺が勝ったら、燕子花に謝罪してくれますか？」

　エリートパイロットに田舎いなかの配達屋が喧けん嘩かを売るのは身の程ほど知らずだとわかっていたが、結人には戦う理由があった。

　寺山に間違いを認めさせるには実力でねじ伏ふせるしかない。

　これからパイロットとして生きていくなら、そして燕子花を救いたいなら、この戦いは避けられるものではなかった。

「ああ、俺が負けたら謝るさ。どっちみち、敗者は勝者の奴ど隷れいだ。空戦勝負はそれを決める場所なんだぜ」

　寺山は指で喉のどを切り裂さくような仕草をして笑った。

「じゃあ、勝負します」

　結人は自信に満ちた目で寺山を睨にらんだ。




　　　×　　　×　　　×




　一時間後。

「私がいたら、こんなことはさせなかったのに」

　奈雲が呆あきれたように溜ため息いきをつきながら言った。

「でも許せなかったんだ」

「相手はランク十位よ？　本当に勝てると思ってるの？　ユイ君」

　勝負に向かう前の滑かつ走そう路ろで、結人は空戦機動演習の演習規定に目を通していた。

　訓練空域やガンカメラの取説、二五〇〇フィート（約八〇〇メートル）以下での飛行禁止など、様々なルールが記き載さいされていた。

「空族やステルス機に乗ったテロリストよりましだよ。たぶん大だい丈じよう夫ぶ」

「何を根こん拠きよに言うのよ。やめなさい、寺山はこの演習に慣れてるわ」

「俺だって空には慣れてるよ。寺山先輩よりは飛んでるはずだ」

「そりゃそうだけど……」

「規定読んだけどさ、つまり最低高度と訓練空域を守りつつ、敵の後ろを取って撃うち落としたほうが勝ちなんだろ？」

「そう、実際には撃たないけど、コンピュータが撃げき墜つい判定してくれるわ。でも最低高度には気をつけなさいよ。墜つい落らく事故を防ぐためのルールだから」

「八〇〇メートルってずいぶん高いな」

「噓うそでしょ!?　普ふ通つうの生徒なら八〇〇メートルでも怖がるわよ。気を抜ぬいたらすぐ墜落だもの」

「そうなのか……」

　頭に包帯を巻いた燕子花が、結人の側そばに寄ってくる。

「結人君、無理しないでね」

「いや、寺山に怪我させられたんだ。絶対に謝りに行かせるよ」

「ううん、私のことはいいから。結人君まで怪我させられたら大変だよー」

「いや、大丈夫だよ。寺山と戦うための対策は完かん了りようしてるから」

　結人が何でもないことのように言うと、不安そうにしていた燕子花はぽかんと口を開けた。







　どこを見み渡わたしても緑しか見えない光景に、日本の土地の七割が山間部であることを思い知らされる。

　高度二五〇〇メートルまで上じよう昇しようしても、一番遠くに青みがかって見えるのは山の稜りよう線せんだった。

　空戦機動演習は一三時に開始された。

　ＦＨ─〇２〈コクレア〉は二人乗りの機体だが、結人も寺山も副操縦席に人を乗せていない。ジャミング、妨ぼう害がい装置、レーダーでの索さく敵てきを廃はいした、目視内によるタイマン勝負だ。失速ミスをアフターバーナーで取り返せないヘリでの戦闘は、操縦者の技量が如によ実じつに試される。ステルス機同士での目視内戦闘頻ひん度どが増している現在、この近きん距きよ離り戦闘演習はＡＣＴＳが最も力を入れている訓練項こう目もくだった。

　お互たがい高度二五〇〇メートル、時速三二〇キロを保ち、正面を向きながら交差したところで、演習が開始された。

　結人も寺山も後ろに食いつこうとして旋せん回かいを行う。

　機体を横転させて、機首を上げる。

「まずは様子を見るか」

　強きよう烈れつなＧが掛かる中、結人は首を曲げて寺山の機体を見み逃のがさないように努める。一度見失ったら数秒後に撃墜されていたなんていうのはよくある話なので、瞬まばたきすら躊躇ためらわれる。首を曲げると首が折れそうだし、腰こしを捻ひねると、またそこも痛む。関節が丈じよう夫ぶなことと、体が柔やわらかいことは、ドッグファイトに重要な要素だ。幸い、結人はそのどちらも欠けていなかった。

「よし、手始めに接近戦から」

　まったく同性能の結人と寺山の機体は、お互いの尻しりに食いつこうとしてドーナツを描えがくようにしてぐるぐる回っていた。

　だが、寺山は高度を上げたり下げたりしながら、徐じよ々じよに結人との距離を詰つめてくる。

　高度を下げれば、重力に引かれて速度が上がる。高度を上げれば今度は速度が落ちる。

　位置エネルギーと運動エネルギーを効率的に変へん換かんしながら、なおかつ機体の性能を完全に引き出しながら、寺山は結人に接近していく。

　まさに教科書通り、完かん璧ぺきな理り屈くつ通りの飛び方だった。

　素行の悪さに反するように、寺山の戦い方は基本に忠実だった。

　学校での授業で好成績を残し、ランク上位に位置することを誇ほこる寺山は、正せい攻こう法ほうを極きわめている。

「急きゆう上じよう昇しようや急旋回はしてこないんだな……速度を失うことを恐おそれているのか……」

　結人は後ろをついてくる寺山を観察しながら、彼の行動パターンを確かめる。

　命がけで襲おそってくる空族は、わけのわからない動きをすることがあるが、寺山の動きは読みやすかった。

「勝つための戦い方というより、負けない戦い方って感じだな……大体わかった」

　後ろに食いつかれそうになった結人は、今まで行っていた旋回を中止する。

『ははは、京塚！　後ろを取ったぞ！　これがエリートパイロットの実力だ！』

　無線から寺山の声が聞こえてきた。

　煽あおられている。

　Ｇチャンネルはいつでも開けておくべき緊きん急きゆうの周波数だが、今は切りたくて仕方がない。

　結人は高度を下げた。位置エネルギーを運動エネルギーに変えてスピードで逃にげようとする。

　白く雪ゆき化げ粧しようをした山腹が眼下に近づいてきて、結人は思い切った降下に踏ふみ切れない。

　山さん岳がく地帯での戦せん闘とうは難しいなと結人は思った。

　標高の高い山にうっかり引っ掛かかりでもすれば、一いつ瞬しゆんで命はなくなる。

　結人のふるさとにはこんな険しい山岳地帯などなかった。

　結人は高度低下による加速を諦あきらめ、ピッチレバーの先せん端たんにあるタービンブーストボタンを左親指で押した。

　金属同士が擦こすれ合うような甲かん高だかい音が鳴り響ひびく。

　フルパワーでメインローターを回すと、ヘリのケツは左右にブレまくるので、結人はペダルを踏んでカウンターを当てながらまっすぐ加速するよう踏ん張った。

　旋回で失った速度がみるみる回復していく。

　寺山機も前ぜん傾けい姿勢になって、タービンブーストを使った。

　素す直なおに食いついてくる。

　ただしある程度距離を保ちながら。

　寺山の機き関かん砲ほうの射程内に入ってしまった。

　だが、距離があるので命中率は低いだろう。

　目の前にある山の稜線を越こえたところで、結人は思いっきり旋回した。

　寺山機の機関砲の延長線上に引っ掛からないよう、かつ、速度を失わないように高度を下げながら。

『逃げても、無む駄だだ。素人しろうとが俺から逃げられるわけがないだろ』

　追いかけてくる寺山を翻ほん弄ろうするように、結人は右に左にとジグザグに飛行した。

　逃げていると思わせて、相手を自分の目の前に引き摺ずり出す機動をしようとした結人だったが、ふと上空に一機の偵てい察さつ機が飛んでいるのが見えて、集中を削そがれてしまう。

　結人と寺山の演習を監かん視ししているＡＣＴＳのジェット機だ。緩ゆるやかに旋回しながら二人の様子を見守っている。

　勝負の行方ゆくえを第三者に見られているとわかると、結人は気が散ってしまった。

　学校での初めての空対空戦闘。

　操縦経験の多さは寺山にも負けていないはずだった結人だが、ルールに守られた試合にはもちろん慣れていなかった。

『よし。捕つかまえたぞ！』

　寺山機の機き軸じく上を飛んでいた結人は撃たれた。

　だが、絶対に距離を詰めてこないので、簡単には当たらない。

　結人は急降下、急旋回を実じつ施しした。

『おっしい。今のはおしかったぞ！』

　寺山が機関砲のトリガーを引いたのだろう。

　だが、弾たまは大きく外れていた。

　敵の弱点を見極めるべく、結人は寺山の機体をじっと見つめた。

　だが、彼には弱点なんてものはなかった。

　教科書に則のつとった正攻法で飛んでいるだけなのだから。

　結人は周囲に見える山岳地帯を見渡す。

「もう勝っちゃっていいんだよな……」

　結人は右手に持った操そう縦じゆう桿かんを前へと傾かたむける。

　演習規定の最低高度八〇〇メートル近くまで降下した結人は、スピードに乗って寺山を引き離はなすことに成功した。

『おい、そんなに高度を下げたら危険だぞ、京塚！　自殺したいのか？』

　寺山が慌あわてて追いかけてくる。

　寺山は急降下を恐れているので、結人ほどスピードを上げることができなかった。

「こんなの俺からしたらまだまだ高高度だよ……」

　結人はぼそりと呟つぶやく。

　結人は大回りをして、標高一〇〇〇メートル以上ある山の裏へと回り込んだ。

　寺山の視界から、そして観客である偵察機の視界からも消えたところで、結人は右手に持ったコレクティブレバーと左手に持ったピッチレバーを同時に引き上げる。

　イルカが水面から飛び上がったみたいに、〈コクレア〉の鼻が空を向き、しっぽは地面を向いた。

　減速による強烈なＧが掛かり、機体がギシギシ嫌いやな音をたてる。

　ヘリコプターにしかできないブレーキ方法で、結人は空中静止する。

　山やま陰かげから飛び出してきた寺山機はまさか結人機が止まっていたとは知らず、そのまま追い越してしまう。

『噓だろ！　そんなのありかよ？』

　逆転された寺山が聞いたこともないような声こわ色いろで驚おどろいた。

　射しや撃げきの命中率を上げる方法は、自分が定位置から動かないことなのに、飛行機は常に動かなければならない。嫌でも偏へん差さ射撃が要求される。しかしヘリは空中で立ち止まることができる。確実に敵を撃げき墜ついできるホバリング状態での射撃をしようと結人は思い切った決断をした。

　空戦は速度と高度をいかに失わずに機動できるかが勝負だ。速度と高度、どちらかがあれば逃げることができる。攻こう撃げき手段としては結人が行った空中静止は最高の状態だが、防ぼう御ぎよ手段としては最悪の手段だった。

　リスクを極きよく端たんに怖こわがる寺山には理解できない行動だったのだろう。

　結人は照準内に勝手に入ってきた寺山機に狙ねらいを定めると、右人差し指で機関砲のトリガーを引いた。

　コンピュータが撃墜判定をすると同時にガンカメラが録画を開始する。

　コンピュータの撃墜判定に不服があった場合、ガンカメラの映像を学校に持ち帰って再度撃墜判定をするのだ。

『寺山機撃墜されました』

　戦いを監視していたＧＣＩからの連れん絡らくを聞いて、結人はほっと息を吐はいた。

『くそっ！　くそっ！　くそっ！　京塚、何だあのリスクだらけの戦いは。あんなの、エリートの戦いじゃない』

　寺山が狂くるったように声を張り上げた。

「地面を怖がりすぎじゃないですか？　先せん輩ぱい？」

　高度計など見なくても、低空飛行に慣れていた結人は自分の高度を把は握あくできた。

　きっと寺山は低高度での急降下に慣れていなかったのだろう。

　大勢の学生を扱あつかう学校にとって、八〇〇メートル以下の飛行を許してしまえば事故が起きるのは避さけられない。重力に引っ張られた状態の八〇〇メートルなんて一瞬なのだ。
















　学校の規則内での戦闘に慣れていた寺山は、規則外の戦いを挑いどんできた結人に負けてしまった。

『京塚結人の勝利です。現時刻をもって空戦機動演習を終しゆう了りよう。ＲＴＢ基地へ帰投せよ』




　羽田基地に降りて、ＡＣＴＳの駐ちゆう機きスポットに〈コクレア〉を着陸させた結人は、ヘルメットとハーネスを外しつつ、キャノピーを開けた。

　冷たくて新しん鮮せんな外気が入ってくるのと同時に、寺山の声が聞こえてきた。

「くそっ！　この俺がなんで負けた。俺はランク十位だぞっ！」

　声の方に目をやると、寺山が無茶苦茶に暴れているのが見えた。

　教員達に宥なだめられながら、校舎へと連れられて行った。

「結人君、すごいっ、先輩に勝っちゃったね」

　結人がコクピットから降りると、燕子花が抱だきついてきた。

　それまで張り詰つめた表情をしていた結人は、途端に困ったように眉まゆをひそめる。

「……………………結人………………おめでとう………………」

　整備士の恰かつ好こうをした沙羅が整備記録書を差し出してきたので、結人は異常なしと書き込んで渡わたした。飛行中に異常を感じたら、そこを修理してもらうための要求書だ。

「ありがとう」

「ふん、なかなかうまくやったんじゃない？　姑こ息そくな手だけど……」

　厳しい口調で言いながらも、安心したような表情をしている奈雲。

「京塚さん、素す晴ばらしい戦いっぷりでしたわ」

　優ゆう雅がな女性の声がした。

「福江さん、戦闘演習を提案してくれて助かりました。おかげで平和な学校生活が送れそうです」

「寺山さんには私がしっかりと言い聞かせておきますわ。燕子花さんに謝りに行くように。彼もこれを機会に心を入れ替かえてくれるといいのですけど……」

　喜んでいる燕子花や国府宮を見て、結人が和なごんでいたとき、携けい帯たい端たん末まつに連絡が入った。

　五色からの連絡だった。

　彼女から連絡がくるのは初めてだったので、結人は不思議そうに端末を眺ながめていた。




（ぜひお話をしたいので、十七時にＡＣＴＳの駐車場でお待ちいただけませんか）







[image: 第三話　イカロス]

　暗雲が空を覆おおっていた。日はすでに傾いている。サーチライトを光らせたヘリが、少し離れた場所で上じよう昇しようしていくのが見えた。職員用駐ちゆう車しや場の出入り口付近で結ゆい人とは寒さに震ふるえながら待っていた。厚手のフライトジャケットを着てきたが、風が想像以上に冷たかった。

　約束の時間を過ぎたが五ご色しきは現れない。

　広すぎる駐車場にはあまり車はとまっていないし、ナトリウムランプが照らす見晴らしのいい敷しき地ち内通路はほとんど人が通らないので、待ち合わせ場所としては問題ないのだろうが、とにかく寒かった。

　自動検問の回転灯が煌きらめいて、一台の車が出てきた。

　トヨタの黒いランドクルーザーだった。戦車と見まがうような巨きよ大だいな車だ。どうせアウトドアが趣しゆ味みのがたいの大きな男が乗っているのだろうと思い、結人は気にも留めなかったが、その車は目の前で停車した。

　パワーウインドウが下りて、女の子の声に話し掛かけられた。

「遅おくれてしまってごめんなさぁい」

　でかすぎる車に小さい五色が乗っている情景があまりにも型破りだった。

「なにこれ……レンタカー？」

「五色さんの私物です！」

「えっ、ちょっと意味わかんない……」

「言い訳をさせてくださぁい！　五色さんは、ちょっと、ちょっとだけですね、散歩しようと思ったんです。それで、ついつい遠くまで行ってしまいましたぁ。大変だぁ、結人さんが怒おこってしまうと思ってこれでも急いで走ってきたんですよぉ」

「いや怒ってない。車にびっくりしただけだよ。てゆうか遅ち刻こくの理由が散歩って聞いて今怒りそうだよ！」

　飛行機の操縦は苦手なくせに、車しや幅はばがべらぼうに大きいランクルに乗っている五色がよくわからない。乗り物が苦手というわけでなく、高いところが苦手なだけなのだろうか。

「寒いでしょう？　中あったかいですよぉ。乗ってくださぁい」

　銀ぎん髪ぱつショートボブの上にキャップを被かぶった五色は小首を傾かしげてカワイイ声で言った。

　助手席に乗った結人はこの車が五色の私物であることを確信する。

　動物の小さなぬいぐるみや、交通安全のお守りがバックミラーに吊つるされていた。サイドブレーキ横のコンソールボックスには桃もも味あじのグミ、後部座席にはティッシュの箱や女物の膝ひざ掛かけやバスケットがあった。

「免めん許きよ持ってたんだ？」

　労働人口の不足を解消するため、免許取得可能年ねん齢れいが引き下げられていた。

　だが、実際に免許を持っている高校生は珍めずらしかったので、結人は驚いた。

　羽はね田だ空港の敷地内を出ると、五色は自動運転に切り替えてハンドルから手を離はなした。

「はい、でも五色さんは外国で免許取ったんです。ＡｍｅｒｉｃａとかＡｕｓｔｒａｌｉａの田舎いなか道みちしか走ったことないから、こっちだとまだ怖いなぁ」

　オーストラリアの発音がめちゃくちゃ綺き麗れいでかっこよくて結人は驚いた。

「今の何？　オーストレイリュアー？　外国にいたの？」

「行ったり来たりしてたんですけど、飛行機に乗りたくないから、もう二度と日本を出たくないです」

「海外によく行くから飛行機が怖くなったの？」

「いや、そういうわけではないんですけどぉ」

「でも、車は運転するんだ？」

「五色さんは車が好き！」

「この車、空飛べないよな」

「車はもともと空を飛ぶ物ではないですよぉ？」

「今の時代古いんじゃないのかな？」

「車は空を飛ばないほうがいいんです。ゆっくり景色を見ながら道路を走ったほうがいいと、五色さんは思いまぁす」

「空が怖いだけだろ……」

「はい……」

　空港施し設せつから離れても、しばらくは高層ビルのない、東京では珍しい景色が続く。建物の高さ制限が設定されているのだ。

　交差点の信号待ちで停止したとき、セーラー服姿の女子高生達がファーストフード店から出てくるのが見えた。友達同士で楽しそうに談だん笑しようしている。

「普ふ通つうの高校生ってあんな感じなんだな」

　銀髪ショートボブ、緑色のパーカーにジーンズ、ハイテクスニーカーという自由な服装で運転席に座る五色をちらりと見て、結人はまたセーラー服の集団に目を戻もどす。

「五色さんだって普通の高校生です」

　五色はパーカーの長い萌もえ袖そでで口元を隠かくしながら言う。

「普通の高校生はランドクルーザーで通学したりしないだろ」

「そもそも普通の高校生はヘリの操縦なんてしませんが」

「まあそうか……」

「でも、五色さんお肉が食べられないから、帰りにハンバーガーのお店には行けません」

「肉が食べられないって大変じゃない？」

「そんなことないですよ？」

「アレルギーとか？」

「単純に苦手なんです」

「肉食べられなかったら何食べるの？」

「グミ」

「グミはお菓か子しじゃないか？」

「グミはゼラチンでできているので、たんぱく質不足を補えて、お肉の代わりになるんです」

「知らなかった」

「食べます？」

　五色はグミが入ったプラスチックケースを差し出したが、結人は断った。

「それで、俺達はこれからどこに行こうとしてるんだ」

「知りたいですか？」

「えっ？　教えないつもり？」

「えっとね、びっくりしないでほしいんですけど……」

「早く言ってくれよ」

「えっとですね、心の準備大だい丈じよう夫ぶですか？」

「大丈夫だよ」

「じゃあ、発表します。な、なんと」

「……」

「五色さんの職場に行きまぁす」

「えっ？　バイト先？」

「その辺はおいおいご説明します」

「どういうことだよ」

「実際はほとんど家でしか働いていないので」

「じゃあ、五色の家に行くってこと？」

「どっちがいいですか？　五色さんの家と職場」

「職場でいいよ。女の子の家にお邪じや魔まするの、なんか緊きん張ちようするし」

「奈な雲くもさんの家にはお泊とまりするのにですかぁ？」

　結人は顔を青くした。

　そのことは秘密にしていたはずなのに、どうして知っているのだろう。

「誰だれから聞いた？」

「奈雲さんから聞きましたけど」

「なぜ自分から言った！」

「よくわからないけど、自じ慢まんげに五色さんに言ってきました。私、ユイ君と一いつ緒しよに暮らしてるの。いくら言い寄っても無む駄だだから諦あきらめなさい」

「声マネやめろ」

　すごく似ていた。

「あっ、だめだぁ、こんな話してたら奈雲さんに怒られてしまいますぅ」

　五色は心配そうな顔で上空を見上げた。

　奈雲がミサイルでも撃うってくると思ったのだろうか。

「いろいろご説明したいこともあるので、後でゆっくりお話を聞いてくれたら嬉うれしいです」

「わかったよ」

「行きは少し時間が掛かるけど、帰りは空タク使えばすぐだから」

　全車両が自動走行する首都高は、渋じゆう滞たい知らずですいすい進んでいく。

　新しん宿じゆくから八はち王おう子じ方面へと西に延びていく高こう架か橋上の高速道路には、両サイドのビルが語りかけてくるように広告を見せつけてくる。エアモービルを買うためのローン広告、中古エアモービル検けん索さくサイトの広告など、空を飛べない人間に向けての広告ばかりだった。

「雨が降ってきましたね。せっかく車洗ったのに……」

　五色がフロントガラスを見上げた。

　最初は小こ粒つぶだったが、しばらくするとワイパーの休む暇ひまがなくなるほどの雨になった。

　車内にはジャズが流れていた。見た目も言動も子供っぽいわりに、なぜか五色は大人っぽい趣味をしている。ジャズに混じってくる一定のリズムを刻むワイパーの音。ボンネットを叩たたく雨音。等とう間かん隔かくで差し込んでくる雨で滲にじんだ道路照明。結けつ露ろしている窓。生温いエアコンの空気。ハンドルに何気なく置かれた五色の小さな白い手。いつもは航空機の操縦席にしか座らないせいか、女の子が運転する車の助手席で結人はずっと緊張していた。

「空を飛ばない車も悪くないかもな」

「でしょ。航空自動車だとすぐ着いちゃうからドライブって感じじゃなくなるんですよね」

「近場だと本当にすぐだろうな」

「でも、たぶん、空からの景色も綺麗なんじゃないかなと思うんです」

「夜飛ぶと本当に街の明かりが綺麗だよ」

「いいなぁ」

「いいなぁって。学校の飛行機に乗ればいいだろ」

「怖こわいから計器しか見てない。お外見られないんです」

「いつか空が怖くなくなるといいな」

「うん、五色さん頑がん張ばります」

　パーカーの長い袖から少しだけ飛び出した両手の指に息を吹ふきかけて温めていた五色が、ちらりと横を向いた。しっとりした大人びた声で言いながら、じっと結人を見つめてくる。







　雨がどしゃ降りになってきた頃ころ、車は高速を下りて枯かれた街路樹が並ぶ静かな道を走っていた。

　しばらくすると、夜の闇やみに高く聳そびえる管かん制せい塔とうが見えてきた。

「調ちよう布ふ飛ひ行こう場じよう？　ここで働いてるの？」

「いえ、ここはもう閉へい鎖さされています。もう少し先です」

　装そう飾しよく性を排はいしたシンプルな建物ばかりが目に入った。

　宇宙開発の研究所や、航空機部品の生産工場だった。

　五色は道路脇わきに車を停車させた。

　ギアをパーキングにしてサイドブレーキを引いたが、暖だん房ぼう維い持じのためかエンジンは回したままだった。

　ラジオを止めたということは、ここで五色はすべてを話すということなのだろう。

「お腹なか空きませんか？」

「夕飯の時間だしな」

「今朝作ってきたパンがあるのですが、食べますか？」

　五色は後部座席にあったバスケットを、トランスミッションの後ろに置いた。

　クルミパン、クマさんの顔の形をしたパン、うさぎの絵がチョコで描かかれたパン、焦こげ目のついたチーズのパン、チョココロネなどが、布の敷しかれたバスケットに入っていた。ガラス製のハニーポットに入ったはちみつや、手作りの苺いちごジャムまで用意してある。

　五色は紙コップを結人に渡わたすと、水すい筒とうに入れてあったホットコーヒーを注いだ。

「これ全部手作りなの？」

　コーヒーは自分で豆をひいたような強い香かおりがした。

「うん、え？　その顔何ですか？」

「いや、料理とかする人とは思わなかったから」

「五色さん、基本家から出ないので、家の中にいてもおいしい物食べられたらいいなって、思うんです」

「なるほど。それで料理がうまくなったのか」

「レストランとかほとんど行ったことないです」

　自分の生活様式が一いつ般ぱん的ではないことを恥はずかしがっているのか、五色の声は小さかった。

「そっか」

「パン、どうですか？」

　五色はチーズパンを結人に渡した。

　それを口にした結人は思わず何度も頷うなずいてしまう。程ほどよく焦がした外側のチーズがカリッとしていて、中はふっくら、あまりにもおいしくてすぐに平らげてしまった。

　焼きたてでもないのに、小麦とチーズの香りが鼻を抜ぬけていく。

　結人の知らない味。

　外国産の高級チーズでも使っているのだろうか。

「お口に合わなかったかな。五色さん失敗しちゃった？」

　神しん妙みような面おも持もちをしていた結人を見て、五色は首を傾かしげている。

「いや、おいしすぎる。プロっぽい」

「それならもうちょっとおいしそうな顔してよぉ」

「いろいろ驚おどろくことばかりでそんな顔できないんだよ。えっと……五色ってさ……すごく綺き麗れいな英語喋しやべれたり、こういう料理作れたり、優ゆう秀しゆうすぎない？」

　地味なパーカーとジーンズという普ふ段だんの姿からは想像できなかったが、五色のプライベートを覗のぞくと結人はそう考えるしかなかった。五色の私物であるランドクルーザーの中で、結人は五色の隠していることがなんとなくわかってきた。

「優秀というわけではなくて……えっと、言いにくいのですが……」

　五色は顎あごに指を当てて目線を落とし、

「いわゆるお嬢じよう様さま学校には通ってました」

「お嬢様学校なんてほんとにあるのか。すげえ」

「でもアニメみたいにごきげんよう、おほほほほ～みたいな人はいませんでした。トイレ掃そう除じもするしごはんは好き嫌きらいしちゃいけないし、習い事はたくさんさせられるし、たくましい女の子ばかりでしたよ。バイオリンも習わされてましたし」

「バイオリン弾ひけるんだ……」

「親に無理矢理やらされてて、嫌いやだったなぁ。着物の着付けとかも」

　ラフな服しか着ない五色が着物の着付けをする姿が、結人にはどうしても想像できなかった。

「嫌だったんだ？」

「無理矢理やらされて嫌だったんだけど、親がいなくなってみると、またやってみよっかなぁって思えるようになってきました」

「いなくなったって、亡くなったの？」

「うん、死んじゃった」

「なんか、悪いな……」

「気にしないでください。五色さん親とすごく仲が悪かったので。だから、あんまり悲しいって気分でもないです」

「そっか……」

「一いち郎ろうさん厳しかったからなぁ」

「一郎さんってお父さんのこと？　名前で呼ぶのな」

「一郎さんも娘むすめのことは五色さんって呼んでました。灰はい松まつ家はみんな名前をさん付けで呼び合ってましたよ。嫌な家だったなぁ」

　パンを千切って口に運びながら、昔を思い出すように遠くを見る五色。

「そういうのもお嬢様の家ならではって感じがするけどな」

「えっ、そう？」

「てゆうか、お嬢様ってヘリコプターの操縦も習うのか？」

「それはたぶん五色さんの家が変なだけです。五色さんは、航空工学の勉強をするために小さい頃からアメリカに留学させられてました」

「マジで？　設計とかできるのか？」

「結人さん、誰にも言わないでくださいね？」

「秘密なら言わないけど」

「えっと……五色さんは……あの……あのねっ？　エアモービル二〇四一から二〇四四までの設計全部やりました」

　萌もえ袖そでで口を押さえて、言っちゃったって顔をする五色。

「いったいお前は何者なんだよ……」

　今現在東とう京きようを飛んでいるほとんどの航空自動車の設計を五色がやったということになる。

　五色が自分の話を一いつ切さいしたがらない理由がわかった気がした。話しても誰だれも信じないからだ。

「ついでに言うと、コクレアの設計もやったし」

　信じてくれないだろうと思ったのか、五色は上うわ目め遣づかいで笑いそうになっていた。

「コクレアの設計してたって言ったけど、ファラド社が作っているエアモービルとか戦せん闘とうヘリを一人でデザインしている偽ぎ名めいの天才設計士って、もしかして……」

　結人はごくりと喉のどを鳴らして、五色を見つめる。

「はい、私がイカロスです」

　世界中の航空機ファンが崇すう拝はいするイカロスが目の前にいる。

　結人は呼吸が止まったのかと思った。

　芸能人ですら一度も見たことなかった結人は、初めて目にした有名人を前にして、どうしていいかわからなかった。

「とりあえず、サインもらっていいですか？」

「えっ？」

　五色は少し前のめりになって困ったような顔をする。

「ごめん、ついはしゃいでしまって……」

「あっ、ありがとうございます」

　五色もどのような表情をしていいかわからないらしく、ぎこちない笑えみを浮うかべていた。

「中学生くらいからもう飛行機作ってたってこと？　天才だよね？」

「あの、違ちがうんです。結人さん聞いてください。ついてこれてます？」

「置いていかれそう……」

「がんばってください。五色さんもがんばるから……あのね、いや、天才ではないんです。設計の先生から教えてもらっただけで、五色さんには才能なんてありませんでした。とくに五色さんは友達もいないし、することなかったから、ね？」

「そんなカワイイ声で、ね？　とか言われてもな……」

「私は設計ばかりの人生だったので、女の子としての魅み力りよくはないです」

「いま私って言った？」

　五色は赤くなった顔を結人からそらした。

「五色さんは設計ばかりの人生だったので」

「言い直さなくてもいいだろ。素すだと私って言うんだ？」

「気の置けない友達みたいな人はいないので、素がわかりません。心の中では私でしたけど」

「そうなんだ。自分のこと他人みたいに言うから変だと思ってた」

「自分のこと名前で呼ぶのもイタい感じなのに、さん付けするとさらにイタい感じになりますよね」

「わかっててやってたの？」

「絶対に素の自分を見せてはいけないって決めていたので。私って言ってしまうと、本当の自分が出てしまいそうで怖こわいです」

「エアモービルやコクレアを設計した人って、ずっと偽名のまま知られてたもんな。正体を隠かくすためだったというわけか」

「天才設計士イカロス君は男の子ってことにして、性別も偽いつわってました。実際は、こんな感じの女の子というわけです」

　誇ほこるわけでもなく、悲しむわけでもなく、五色は何の感情も見せないままそう言った。

「そこまでして隠すってことは、狙ねらわれるからってこと？」

「そうですねぇ。この前、空くう族ぞくに追いかけられたとき、追われる理由がわからないと噓うそをついてしまいました。すみません」

「いや、そんな状じよう況きようだったら噓ついても仕方ないよね。正体隠してる有名人ならさ」

　五色は一度咳せき払ばらいをしてから話し始めた。

「イカロス君は絶対に正体を明かせないんです。なぜなら、航空工学を学ぶときにある誓ちかいを立てたから。世の中の平和を維い持じするために必要な条件はたった一つしかない。それは二者の間に軍事力の差を作らないこと。もし差が生まれると、大量破は壊かい兵器を使用されたり、民族浄じよう化かが起きたり、領土を奪うばわれたり、悲劇的な結果が必ず起きる。戦争は話し合いや武器を捨てることでは絶対に解決できない。もし話し合いで解決するにしても、軍事力なき外交はありえないっていうくらいなので」

　五色はすらすらと明めい確かくに話した。

　まるでそれを毎日暗唱していたかのように。

「学んだ技術を他言しないこと、軍事力のバランスを崩くずす者に超ちよう兵器を渡さないこと、を条件に、イカロス君は航空工学を修得しました。だからたとえ大事な人がいたとしても、自分が超兵器を開発しているなんて言えるわけがない。それをすると、世界が地じ獄ごくに変わってしまうかもしれない」

「俺には話してしまってないか？」

「申し訳ありません。私のわがままに付き合わせてしまって……」

「いや、いいけど、五色は大だい丈じよう夫ぶなのかなと。誓いを破ってしまって」

「はい、いいんです。一人で飛行機を作ることに限界を感じていました。優秀なテストパイロットに協力してもらいたいんです。結人さんに手伝ってもらいたいです」

「いや、俺ただの素人しろうとだって。奈雲に頼たのめよ」

「奈雲さんは怪け我がしちゃいました」

「あ、もしかして怪我のお見舞いに、奈雲にパンの差し入れをしたのって五色なのか？」

「そうですね。怪我のせいでお食事もまともに作れないと思うので」

「いや、あいつ怪我してなくてもお食事まともに作れないから」

「えっ、意外ですね。何でもできそうな感じしますけど」

「まあな。とにかく、俺はテストパイロットなんてできないよ」

「先せん輩ぱいとの戦いを見てましたよぉ？　ものすごい操縦技術だったじゃないですか」

「そんなにすごいことしたかな？」

「それに昼間に乗った練習機の欠点を結人さんは言い当ててくれましたし」

「あれは俺の好みを言っただけで……」

「それが大事なんです。設計者とパイロットの考える最高の機体は違うんです。その溝みぞを埋うめてほしいんです」

「そんな話、学校の整備士の生徒と今朝したな……」

「そうなんですか？」
















「パイロットと整備士が話し合うことが大事って俺は言ってしまったんだけど」

「空族に襲おそわれていたとき、結人さんは私を助けてくれましたよね？　私はあのとき、生まれて初めて他人から助けてもらったんです。永遠に一人で生き続けるのは無理だと気付きました。どうかお願いします」

　おへその位置に両手を重ねて頭を下げる五色。

　いい家いえ柄がらの生まれなんだろうな、と感じさせる美しいお辞じ儀ぎだった。

　フロントガラスの向こうを結人は眺ながめた。雨でぼやけた街灯しか見えないせいか、それとも暖だん房ぼうのせいか、頭がぼーっとしてしまう。

　エアモービルや最新軍用機を設計しているお嬢様。

　馬ば鹿かっぽい喋しやべりしかしない彼女がまさかそんなすごい人物だとは思わなかった。

　つい最近まで南の島で暮らしていた結人にとって、天才設計士イカロスは遠い世界の住人だった。

　世界の命運を左右する兵器のテストパイロットを安やす請うけ合いしてしまってもいいものだろうか。

　田舎いなかの運送屋でバイトしていた高校生。それは間ま違ちがいないのだ。

　まるで身分が釣つり合っていない。

　でも、出会って間もないとはいえ、五色のことを結人は助けたいと思っていた。

　ＡＣＴＳに入るための道を切り開いてくれたのは彼女だ。

　結人の能力を活いかす場所を教えてくれた。

　ランク十位だった寺てら山やまにも勝てたということは、結人はこの学校でやっていく実力があったということだ。

　だから、五色が次に示してくれた道も、間違っていないはずだった。

「わかったよ。俺でいいんだな？」

「ありがとうございます。ずっと一人で続けることが不安だったんです」

　五色はお礼を言った後に車外を指差した。

「あそこに建物があるでしょ？」

　五色が指差した先。

　雨のせいでよく見えないが、厳重に塀へいで囲まれた工場らしき建物があった。

「あれはファラド社が昔使っていた研究所なんです。今は私だけが使う個人的な施し設せつになっています」

「五色しか知らないのか？」

「新型機の開発関係者以外は知らないと思います。でも、最近、情報が漏もれているんです。私の正体は絶対にバレないようにしていたつもりなんですけれど」

「それでヤバそうな奴やつから追われてるのか。誰も知らないはずなんだろ？　イカロスのこと」

「ごく少数のファラド社の人間しか私の正体を知りません。おそらくそこから漏れました。もしも私の身に何かあれば、あの施設にある機密情報を破壊していただけませんか？　とにかく敵の手には渡わたさないでほしいんです」

「敵って？」

「軍事力のバランスを崩そうとしている人達です」

「今ってそんなに危険な状況なんだ？」

「そうですね……覚かく悟ごはできているのですが……」

　ハンドルを両手で握にぎる五色。

　もしかしたら襲われたときのために、頑がん丈じような四よん駆くに乗っているのかもしれない。

　雨で煙けむる道路を睨にらむ五色の目は、普ふ通つうの人生を送っていたのでは到とう達たつできないような決意に満ちていた。

　普通の人生を送って来た結人は、そんな五色の前で、ただ黙だまっていることしかできなかった。




　　　×　　　×　　　×




　東とう京きよう湾わんを望むことのできる国際線空港内のカフェには、一いつ般ぱんの客の他ほかにもツナギを着たままの整備士、自分の航空会社の制服を着たままの国際線のパイロット、そして客室乗務員などが昼食を摂とっている姿が多く見られた。

　結人もそれに混じるようにして、昼食を摂っていた。

「………………食べて」

　結人の右みぎ隣どなりに座る国府こうの宮みや沙さ羅らが、結人に向けてハンバーガーを差し出していた。

「自分の分があるからいいよ。食べすぎると午後の授業きついし」

　結人は自分のミートパスタを指差しながら困ったように言った。

「だめ…………結人のおかげで校内ランクが上がった。そのお礼」

　整備士としてもパイロットとしても評価を上げつつあった国府宮は、奈雲が指揮する編隊に配属されて、実力を発揮していた。

「結人君、私のも食べてよ─」

　結人の左隣に座っていた燕子花かきつばたがたまごサンドイッチを差し出してくる。

「いや、だからお腹なかいっぱいになっちゃうって」

「結人君のおかげで、寺山先輩が謝りにきてくれたし、訓練のときに右に避よけた判断は正しかったって認められたんだよー。今度、実戦訓練に参加していいって言われちゃったー」

　にへらと幸せそうに笑いながら、結人に肩かたで触ふれてくる燕子花。

「みんなよかったな。俺は未いまだに奈雲の付き人だよ。奈雲が乗る機体の掃そう除じとかさせられてるんだけど」

　冷めたパスタを口に運びながら、憂ゆう鬱うつそうに窓の外の東京湾を眺める結人。

「………………天あま草くさ隊長の付き人………………すごい」

　国府宮が結人を尊敬の眼まな差ざしで見つめる。

「何がすごいんだよ……奈雲のおまけで全然嬉うれしくないよ」

「そういえば、灰松さんは一いつ緒しよにいないの？　なんだか結人君と仲よさげだったけど……」

　燕子花が少し不満そうに目を細めていた。

「別に仲良くないけどな。入学のときにお世話になったってだけで」

「ほんとですかー」

「あいつ、今日学校来てるのかな」

　結人は背後を振ふり返る。

　カフェ内に、最新型エアモービル二〇四五が展示してあった。高い天てん井じよう付近にはファラドモーターズの社名が書かれた垂れ幕があった。空港利用客が珍めずらしそうにニューモデルのマシンを眺めている。

　本当にあの五色がこれをデザインしたのだろうかと、結人は考えてしまう。

　あのランドクルーザーの車内で告白された場面は、夢のようで信じがたい。

　そのとき、結人達の端たん末まつに一斉に緊きん急きゆうの連れん絡らくが入った。

　ブリーフィングルームに来いという奈雲からの命令だった。







　狭せまい部屋には、福ふく江えひなた、灰松五色、国府宮沙羅、燕子花呉くれ羽はが座っていて、正面のモニター前には天草奈雲が立っていた。

　全員パイロットスーツとライフジャケットを装備しており、いつでも出動できる準備ができていた。

「山やま梨なし県北東部で警察ヘリ二機とエアパトカー五台が撃げき墜ついされました。空族のエアモービルによる犯行です。我々に戦せん闘とうヘリ出動の要よう請せいが出ています」

　関かん東とう平野の衛星画像に指示棒を向けながら奈雲が言った。

「奈雲先輩、質問です」

　燕子花呉羽が手を挙げた。

「ここでは天草隊長と呼びなさい」

「あっ、すみません、天草隊長。私みたいな新人が実戦任務に参加してもいいんですかー」

「練習生にも実戦経験を積ませるのが我が校のやり方です。今回の空族は装備も脆ぜい弱じやくなため、司令官の許可の下もと、新人を乗せることになりました」

「…………目標の数、装備の情報は？」

　国府宮沙羅が聞いた。

「三機以上。装備の確かな情報はないけど、先日起きたヘリ追つい跡せき事件のときと同じグループの犯行と推測されています。おそらく、機き関かん銃じゆう二門を搭とう載さいしているわね」

「結人さんが乗っていたヘリが襲われたときのことですかぁ？」

　五色が不安そうに聞いた。

　本当は五色も乗っていたのだが、それは結人以外誰だれも知らなかった。

「敵の目的は？」

　結人は聞いた。

「さあ、暴走したいだけなんじゃない？　暴走族でしょ」

　犯人の動機についてはまったく興味なさそうな奈雲。

「いや、単純に考えすぎだろ」

　結人には、彼らがただの愉ゆ快かい犯はんに思えるはずがなかった。

　五色を狙ねらう空族に襲われたばかりだ。

　捕つかまえれば、五色を狙った人間の正体がわかるのかもしれないが、五色を連れていってまでそんなリスクは冒おかしたくない。

「京きよう塚づかさん、あなたほどの才能の持ち主が何を怖こわがっているのですか？　空族は気持ちよくなりたいから空族やっているのです。彼らは暴れること以外何も考えていませんわ」

　福江は優ゆう雅がに脚あしを組んで座り、犯罪者心理に一いつ家か言げんありそうな顔で言った。

　結人は室内にいる人達の顔を見回した。誰も犯罪者の動機には興味がなさそうだ。パイロットは勝つことだけが仕事だ。それで構わない。だけど、結人と五色は不安だった。

「でも……」

「京塚さんは空族の撃げき退たい任務をなさったことがないから不安なのですわ。彼らのエアモービルは民間機、わたくし達の乗るコクレアは軍用機ですのよ。大人と子供が戦うようなものですわ。そうでしょ、天草隊長」

　福江が奈雲に同意を求めた。

「ええ、取るに足らない敵だわ。私と京塚はコクレア一号機、福江と灰松は二号機、国府宮と燕子花は三号機で出動します。二号機も三号機も隊長機の指示に従いフォーメーションを維い持じすること。いいわね。質問は？」

　奈雲が全員の顔を確かく認にんする。

「えー、私、結人君と乗りたいよぉ」

　燕子花が悔くやしそうな顔で手を挙げる。

「質問を求めたのよ。わがままはいらないわ」

「だってー」

「ブリーフィング終しゆう了りよう。タービンブースト全開で現場に急行するわよ」

「結人君、操縦するんでしょ？　一緒に乗りたかったなー」

　出発前に燕子花に話し掛かけられた結人だった。

「うん、大体コツは摑つかんでるから……」

「すごいなー、私は国府宮先せん輩ぱいの操縦する機体の後ろに乗って、見学って感じなのかなー。どきどきするなー」

　そう言う割には、燕子花はおっとりした表情なので緊きん張ちようしている様子が見えなかった。

「ああ、頑がん張ばろうな」

「ほら、急いで」

　奈雲が全員を急せかした。

　隣りん接せつする格納庫へと急ぐパイロット達に遅おくれて、結人と五色が立ち上がる。

「大だい丈じよう夫ぶか五色？」

「大丈夫じゃないです。なんで五色さんがパイロットに選ばれたんでしょう？」

　結人と五色は暗い顔を見合わせる。

「そこの二人、急ぎなさい」

　凜り々りしく後ろで髪かみを一つに結ゆっている奈雲は、戦闘に赴おもむく前の引き締しまった兵士の表情で二人を咎とがめた。

「五色って今回の任務から外せないのか？」

　結人は聞いてみた。

「今さら無理。いくら下手クソでも、福江の後ろに乗ってるだけならなんともないはずよ」

「いや、そういう意味じゃなく、とにかく五色を飛ばせたくないんだ」

「せっかくランク五位の福江さんが指名してくれたのよ。五色は光栄に思うべきでしょ」

「まあ、そうなんだけど……」

「こうしてる間にも警察の機体が墜おとされてるかもしれないのよ。わがままは聞けないわ」

「それは……」

　人の命を盾たてに取られるとさすがに口を閉とざしてしまう結人。

　考え込むように眉み間けんに皺しわを寄せている五色。

　確かに、今は目の前の任務に集中すべきかもしれない。今回の空族が五色を狙っているというのは憶おく測そくでしかないのだから。取るに足らない実力しかない敵であれば、すぐに撃退してしまえばいい。結人はそう考えることにした。




　四機で編隊飛行をしていた空族のエアモービルはすぐにＦＨ─〇２〈コクレア〉のミリ波レーダーで捉とらえることができた。

　小さな集落の影かげすら見えない険しい山梨県の山さん岳がく地帯、渓けい谷こくを縫ぬうようにその空族達は進んでいた。機体識別装置を使うと、〈ファラド・エアモービル二〇四二ソリッドブラック〉と〈コクレア〉の多目的画面に表示された。古い型式のエアモービルだ。前方のトランクルームに、七・六二ミリ機関銃を二門搭載し、その銃口が車の先せん端たんから二つ飛び出している姿がまさにさそりみたいで、彼らはブラックスコーピオンと名乗っていた。警察のヘリを悠ゆう々ゆうと撃墜できるほど実力のある彼らは、名の知れた空族だった。

「コクレアゼロワン。ターゲットを目視確認。警告を実じつ施しする」

　奈雲がＧチャンネルを開いた。

「こちらはアポストロス飛行隊。飛行中の航空自動車に警告する。こちらの指示に従え。減速を始めなさい」

　高度五二〇メートルを飛行中のエアモービル二〇四二、四機の後ろに付きながら、奈雲は無線に話し掛ける。

　コクレア一号機の前席で結人は操縦を担当、後席で奈雲はレーダー操作や警告業務、後方を飛ぶ僚りよう機きへの作戦指示などを担当していた。

　敵機と味方機のすべての位置を把は握あくしつつ、的確に作戦指示を出しながら、しかも普ふ段だんは操縦も担当してるという奈雲には敵かなわないなと結人は思った。しかし、今回は〈コクレア〉の操縦に慣れてきた結人を信しん頼らいしているのか、操縦を譲ゆずってくれた。

『うっせーぞ、くそったれが！　勝負じゃ！　かかってこいや！』

　エアモービル内にやかましい音楽が掛かっていたせいであまり聞き取れず、奈雲は渋しぶい顔をしながら再度警告する。

「こちらの指示に従え。減速し、針路を変へん更こうしなさい」

『空を見る度たび、思い出せ！　俺達はブラックスコーピオンだ』

　奈雲は目を細めてこいつらマジか、という顔をする。

「ユイ君、警告射しや撃げき実じつ施しして」

「了りよう解かい」

　冬の澄すんだ空に狙いをつけて、結人は右操そう縦じゆう桿かんのトリガーを引いた。

　ブンっと鈍にぶい音が響ひびくと共に、赤い曳えい光こう弾だんが真昼の空に輝かがやいた。

　脅おどしのために花火を混ぜた銃じゆう弾だんだが、ブラックスコーピオン達は怯ひるまなかった。

　次の瞬しゆん間かん、四機のうち両サイドにいた二機が左右に散開した。

　エアモービルは安定性優先でデザインされたため、素す早ばやい機動は苦手なはずだったが、機体を横転させて見事な旋せん回かいを行った。改造でもしているのだろう。さすがは警察相手に無む双そうするだけのことはある。

「ゼロツーとゼロスリーは一番と四番を追って。残り二機は私達ゼロワンが引き受ける」

　奈雲が指示を出す。ターゲットに割り振った番号は僚機にもデータリンクされていて、ヘッドマウントディスプレイにずっと表示され続けるので、混乱することはなかった。

『了解』

　三号機からは応答があったが、二号機は無言だった。

　代わりに衝しよう撃げき音が聞こえてきた。

『ゼロスリー被ひ弾だん！　第二エンジン大破！』

　国府宮が叫さけんだ。

　左後方を振ふり返る結人と奈雲。

　虚こ空くうに黒こく煙えんを引きながら飛んでいるコクレア三号機の姿があった。分厚いはずの装そう甲こう板がひしゃげて、エンジンの金属素材が剝むき出しになっていた。フィルターキャップやプラグがいくつも吹ふき飛んでいる。第二エンジンはもう生き返らないだろう。

『天草隊長！　福江機の射撃です！　福江機に攻撃されました！』

　燕子花が叫んだ。

「噓うそだろ？　福江さんが？　なんでだ？」

　適性試験の日に初めて会った福江が優やさしく校内を案内してくれたときのことを結人は思い出す。

　なぜ頼たよれる先輩が味方を撃うったのか、結人にはまったく理解できなかった。

「福江！　どういうつもり!?　誤射でしょ？」

　奈雲が無線に向かって叫んだ。

　沈ちん黙もくが続く中で、結人は誤射であってほしいと必死で祈いのっていた。

　だが、福江の後ろに座る五色のことを考えた途と端たん、結人の楽観は悲観に変わった。

『誤射だと思います？　わたくしの腕うでも見くびられたものですわね。うふふ』

「あいつ、マジで撃ったの!?　なんで!?」

　結人の後ろに座る奈雲が混乱していた。

『京塚さんがいけないのですわよ。灰松さんを連れて空族から逃にげおおせたでしょう？　わたくしの誘ゆう拐かい計画を邪じや魔ましないでいただけます？』

「あの空族は、福江さんの差し金だったんですか!?」

　タービンブーストを起動して逃げようとする福江。

　結人もタービンブーストを起動して、追いかける。

　山と山の間を縫うようにして低空を飛行する。

　凄すさまじく形が移り変わる左右の障しよう壁へきを避よけながら、結人は福江に食くらいつく。

『京塚さん？　邪魔は許しませんわよ？』

　福江はスピードを緩ゆるめた。

「逃がしませんよ。五色を返してください」

『どうやら、わかっていただけないようですわね。寺山を嗾けしかけたときに、京塚さんの飛び方は十分に把握できましたわ。わたくしを追いかけたことを後こう悔かいさせてあげましょう』

　緩かん慢まんだった福江の機体がわずかに上げ舵かじを取った。

「何か来る!?」

　結人はすぐに福江機の異変に気付いた。

　ゴルフボールが打ち上げられたみたいに、福江機は急きゆう上じよう昇しようした。

　教科書通りの飛行をこなす寺山とはまったく違ちがう動きだ。

　どちらかというと、空族と同じような、死に物狂ぐるいの執しゆう念ねんを感じさせるような動きだ。

　動きを見きっていた結人も同じように急上昇に付き合おうとする。

　福江機はさらに信じられない動きを行った。

　めちゃくちゃな機動をしたかと思うと、今度はありえない方向に針路を変えて、急降下を開始した。

　中の人間がぐちゃぐちゃにシェイクされてしまいそうな超ちようＧ旋回だった。

　急激なターンを繰くり返して回かい避ひと攻こう撃げきを行う、近きん距きよ離り戦せん闘とうに特化した動き。

　同じような動きをやれと言われても、結人にはやり方がわからなかったし、福江のような身体能力と反応速度は持っていない。

　──距離をとってドッグファイトでの殴なぐり合いを避けることができればいいのに。

　結人にはそれしか勝ち筋が見えない。

　だが、低速域での近距離戦闘を得意とする〈コクレア〉同士の戦いでは、結人に勝ち目はなかった。

「くそっ、どうすればいいんだ」

　結人も急旋回して、福江が逃げた方角に針路を変える。

　だが、目視内に福江機を捉えることはできなかった。

「どこだ？」

「わからないわ。近くにいるはずなんだけど」

　奈雲がレーダーを見ながら言った。

　結人は首をぐるりと回して必死に敵の場所を探さぐろうとする。

　結人の目には何も見えなかった。

　福江は遠くに行ってしまったのだろうか。

　──いや、違う。

　生死をわけるような緊きん迫ぱく感の中で、結人の洞どう察さつ力が冴さえ渡わたる。

「真後ろにいる……」

　福江の居場所を目に見えない何かで感じ取った結人は、即そく座ざに目め一いつ杯ぱい操縦桿を倒たおした。

　だが、遅おそかった。

　結人は自分の機体が激しく震ふるえたのを感じた。

　福江の放った機き関かん砲ほうが命中したのだ。

「やられた!?」

　警告画面に目を落とす。

〈油圧システムの油圧低下〉〈ギアボックスの不具合〉が注意を喚かん起きする黄色い文字で表示される。

「機関砲でなぶり殺しにするつもりよ！」

　奈雲が言った。

〈燃料漏もれ〉が修復不可能を示す赤い文字で表示される。

　機体が絶えずアラートを鳴らしている。

　燃料残量が減っていく。

　操縦桿の動きに機体が反応しづらくなっていく。

　奈雲がまた何かを叫んでいるが聞こえない。

　結人は怒いかりと焦あせりに任せて、右フットペダルを踏ふんだ。

　機体が勢いよく回転して右を向く。

　一瞬だけ福江の機体を視界に捉とらえて、結人は機関砲のトリガーに指を掛かけた。

　発射。

　それが命中しないことを、結人はすぐに予測できた。

　福江の乗るコクレア二号機はひらりと機首を地面へと向けたかと思うと、いきなり急降下した。

「くそ、やっぱりか！」

　見失ってしまうくらい福江は素早かった。

　近距離戦では、絶対に福江に勝てないことを結人は理解した。

『助けてください！』

　燕子花の声だった。

　徐じよ々じよに高度を下げつつあった三号機が、蠅はえにたかられたみたいに黒いエアモービル二機に襲おそわれていた。機銃を受けて、損傷箇か所しよを増やしていく三号機。戦いに特化した最新の戦闘ヘリが家庭用航空機のエアモービルにいたぶられている光景は無様だった。このままだと三号機は地上に辿たどり着く前に空族達の餌え食じきになってしまう。

　結人は不自由な操縦桿を補うように、フットペダルで機体の向きを変えた。

　ヘッドマウントディスプレイの赤外線カメラ映像に映る十字の照準を空族の操あやつるエアモービルに重ねた。結人の頭の動きに連動して、〈コクレア〉の先せん端たんに付いた二〇ミリ機関砲の銃口も向きを変える。

　人差し指でトリガーを引いた。

　バースト射撃。

　敵エアモービル後方から破片と煙けむりが尾おを引き、やがて炎ほのおが噴ふき上がった。

　リフトファンを回す二つのモーターの一つを吹き飛ばされ、敵機は緊きん急きゆう着陸を余よ儀ぎなくされる。

　結人は続け様にトリガーを引いた。

　もう一機のバッテリーユニットに穴が開き、粘ねん性せいのある液体をまき散らしながら墜つい落らくを始めた。

　残りの二機を追うように機首を向けると、空族達は二〇ミリ砲から逃げるようにして離はなれていく。

「結人……ありがとう」

　国府宮が抑よく揚ようのない声で言った。

　穴だらけになっていた三号機が渓けい谷こくの底へと緩やかに舞まい降りていく。

　動力を失っても、ヘリはローターの相対風回転だけで不時着できるはずだった。

『逃がしませんわよ』

　国府宮と燕子花が乗る三号機に向かって、福江の二号機が二〇ミリ砲を発射した。

『きゃああああああああああ！』

　燕子花の悲鳴だった。

「くそっ」

　燕子花を助けたい。

　だが、被弾した結人の機体は右操そう縦じゆう桿かんとローターが嚙かみ合わず機体をコントロールすることができない。

　エンジンのパワーも皆かい目もく復活する様子がなかった。

「奈雲、燃料を別のタンクに移動できないのか」

「やってるけど、タンクの圧力が異常でできない！」

　奈雲は必死に墜落を阻そ止ししようとしていた。

　だが、燃料残量が一〇パーセントを切っていた。

　結人が乗るコクレア一号機は、絶えず燃料を垂れ流しながら飛行していた。

　それでも結人は高度を上げようとしてピッチレバーを持ち上げる。

『うふふ、わたくしは弱者をいたぶる趣しゆ味みはありませんの。ですが、こうしないとあなた達はわたくしを追いかけてくるでしょう？　地上で眠ねむっていただきますわ』

　死にかけの虫みたいに低速低空で飛ぶ三号機。

　それに照準を合わせて、福江はトドメを刺さそうとしていた。

　国府宮ですら悲痛な叫さけび声をあげていた。

　燕子花は泣きじゃくっている。

　編隊長として状じよう況きようを挽ばん回かいしようと、奈雲は瀕ひん死しの機体の回復に全力を注いでいた。

　油圧システムが死んで、ただの棒となった操縦桿をやみくもに動かす結人。

　福江の奇き襲しゆうにやられたのが悪いのか。いや、実力で負けていた。

　結人は悔くやし涙なみだを浮うかべながら、無傷で飛んでいる福江の機体を睨にらむ。

『もうやめてください！』

　五色の声だった。

　飛行機恐きよう怖ふ症しようの五色は、機内で震えているのかと思いきや、意思のはっきりとした声で叫んでいた。

『福江さん、お願いします。要求に従いますから……』

「やめろっ！　五色！」

　五色の意図を把は握あくした結人は、必死で叫んだ。

　隠いん居きよに近い生活で誘ゆう拐かいを逃のがれてきた五色の努力がすべて水すい泡ほうに帰する行こう為いだった。

『私は福江さんについていきます。絶対に逃にげません。だから、もう攻撃しないでください！　結人さん達も戦闘をやめてください。追いかけないでください。私は大だい丈じよう夫ぶですから！』

　全員が押し黙だまった。

　福江の射しや撃げきも止まった。

　渓けい流りゆうの水の音や、森を揺ゆらす風の音まで聞こえてきそうな静せい寂じやくだった。

　五色の一言で、この戦いが終わったことが、ここにいる全員に理解できた。

　ローター音や警告音が鳴っていることをようやく結人が思い出したとき、福江が口を開いた。

『絶対に逃げないのですね』

『はい、だから皆みなさんを助けてください』

『よろしいですわ。灰松さんの覚かく悟ごに免めんじて、許して差し上げますわ』

　福江の機体が一八〇度旋せん回かいを開始した。

『私の機体に傷一つ付けられないなんて、あなた達は本当に弱者ですわね。うふふ』

　煙を上げて墜落していく不恰好な機体を見ながら、福江は笑っていた。
















　誰だれも何も言えなかった。

　福江に完全敗北した結人達は、五色に助けられることでしか問題を解決できる術すべがなかった。

　結人と奈雲はオートローテーションで不時着を試みる。

　高度が四〇〇、三〇〇、と下がっていくにつれ、眼下の森が大きく波打つのが見えた。

　福江の機体はすでに姿を消していた。

　山さん稜りようの向こうから警察のエアモービルが数機飛んでくる。

「くそっ」

　警告表示で真っ赤になったメインモニターを結人は拳こぶしで殴った。
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　福江は、ミリ波レーダーを注意深く見ながら、地形に沿ってぎりぎりの低空を飛ぶ匍ほ匐ふく飛行を行っていた。ヘリは固定翼よく機にはできない、地形を舐なめるような低空飛行を行うことができる。地上のレーダーはおろか、上空のレーダーにも見つかりにくい飛行法だった。

　あまりにも低空を高速で飛ぶので、福江機の通ったすぐ後には木の葉が派手に舞い上がっていた。

　派手なターンを決めてからの急降下で、後ろに座る五色は気絶してしまった。

　さっきはあんなに強気な態度で学校の生徒達を庇かばっておきながら、あっけない気絶だった。

　体の強さに自信があるパイロットでも、福江の後ろでは気絶することがよくあるのだから、五色が耐たえられるはずがなかった。

「うふふふ、大成功ですわね」

　福江は腕うで時ど計けいに目を落としながらそっと呟つぶやいた。

　一〇分後には別の飛行機に乗り換かえて日本を脱だつ出しゆつする予定だ。

　やがて、森が少しだけ開けて盆ぼん地ちになっている場所が見えてきた。

　そこでは黒いツナギを着たブラックスコーピオンのメンバー達が、手を振ふったり、拍はく手しゆをしたりして、タービンブーストで爆ばく音おんを鳴らす〈コクレア〉を歓かん迎げいしていた。

　あの馬ば鹿か共は〈Ｊ４４〉を飛べるように整備してくれているだろうか。

　福江は一いち抹まつの不安を覚えながら、盆地の周囲を旋回して速度を落とす。

　手て土産みやげにこのコクレア二号機をプレゼントしてやろう。私にはもういらないものだ。

　福江は、一仕事終えたように小さく息を吐はいた。







[image: 第四話　超兵器の行方]

　コクレア三号機は墜つい落らくした。

　福ふく江えに撃うたれた後、不時着を試みたが、木に引っ掛かかって着地に失敗した。

　だが国府こうの宮みやと燕子花かきつばたは軽傷で事無きを得た。

　一方結ゆい人とが操そう縦じゆうするコクレア一号機も不時着を試みたが、こちらは小川の側そばの平地に機体を軟なん着ちやく陸りくさせ、結人と奈な雲くもはかすり傷一つせずに済んだ。

　五ご色しきの安否は翌日にわかった。

　テロ組織に遠い異国へとつれられ、五色は軟なん禁きんされていた。

　日本の政府機関もこのことを承知していたが、まったく我関せずの態度を貫つらぬいた。

　こういうときに、国防の民営化は便利だ。民間経営のＡＣＴＳの生徒は、死んでも戦死者には数えられない。国民の命は重いが、民間会社員の命は軽いのだ。
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　五色は椅い子すに座っていた。

　五色が囚とらわれていたトーチカにはたくさんの兵士がいたが、机の上のコンピュータに夢中で誰もこちらを見ていなかった。

　大人しく椅子に座っていなければならない決まりはなかったが、彼らが怖こわくて人目がないときにしか自由な行動はしなかった。

　五色は、腰こしを浮かせて、小窓の外の景色を覗のぞいた。

　中東の砂さ漠ばく地帯の一角であることが窺うかがえる風景だ。

　麻あさ袋ぶくろを積んだトラックが砂を巻き上げながら通り過ぎていく。迷めい彩さい服を着た二人の若い女性が、談だん笑しようしながら古びた石造りの兵舎に入っていく。兵舎の出入り口に立っていたアサルトライフルを肩かたに掛けた男が、女性二人と何か言葉を交かわして笑え顔がおになった。ここの兵士達は、女性男性東洋人西洋人問わず様々だったが、一つだけ共通していたのは、体力のありそうな若い人間ばかりであることだ。少し遠い場所には、望遠鏡を手にした兵士がいるサーチライト付きのやぐら、土ど囊のうで囲われた機き関かん銃じゆう陣じん地ちや野や砲ほう陣地も見える。ここからは見えないが、レーダー車両や移動式対空ミサイル発射装置があることも五色は確かく認にんしていた。この光景を目にすれば、誰かが助けにくるなんて妄もう想そうはすぐに消え失うせてしまう。

　粗そ末まつな茶色の布きれを縫ぬい合わせただけの服にも五色は慣れてしまった。

　拘こう束そくされているわけではないので出歩こうと思えば自由に出歩けた。だが周囲は三六〇度を砂漠に囲まれている。たとえ逃げ出してもすぐに見つかるし、追っ手がなくても干からびて死ぬだけだ。

　この砂漠地帯にあるトーチカに移送されている途と中ちゆう、同じトラックに乗っていたインド人の製薬会社社長が、彼らに捕つかまるくらいならさっさと自殺したほうがいいと英語で五色に話した。別の場所に移送された彼とはそれから二度と会うことはなかったので、彼が自殺したかどうかはわからない。

　五色はここに来てまず、健康診しん断だんを受けた。丁てい重ちように扱あつかってくれるのかと最初は期待したが、軟禁にどれだけ耐えられるかを調べているとわかって、インド人の彼の言葉の意味がようやく理解できた。

　食事もろくに与あたえられず二日が経過した頃ころには、五色はすっかり抵てい抗こうする気を失っていた。

　四人ほどの集団が部屋に入ってきて、五色は慌あわてて椅子に座った。

「イカロス、ファラドはあなたのＤＮＡを見ても、無視を決め込んでいますわ」

　パイロットスーツを着た福江ひなたが五色の目の前に立った。手には護衛用の鉄製棍こん棒ぼうを携たずさえている。一緒に入ってきた三人の男は砂漠迷めい彩さいだったり、ラフなＴシャツだったり、タンクトップだったり、服装は様々だった。

「新兵器のデータは公開されないと思います」

　砂漠の乾かわいた風のせいか、五色はかすれた声だった。

「そうしないようにあなたが命令しているんじゃありませんの!?」

　福江が怒ど鳴なった。

　いつもの優やさしい声からは想像もつかない激しさだった。

「命令なんてしてないです」

「騙だまそうとしてますわね！」

「してません！」

「噓うそですわ！　どうして噓をつくのです。あなたがファラドモーターズの社長令れい嬢じようであることは知っていますのよ」

「父は死にました。もう私はあの会社とは関係ありません」

「やりなさい！」

　福江が命令すると、後ろにいたＴシャツを着た黒人の男が拳けん銃じゆうを発砲した。

　息が止まるほどの音がして、五色は体を丸めた。なぜ銃を撃ったのか五色にはわからなかった。銃じゆう弾だんは五色の背後の壁かべにめり込んでいる。脅おどしなのか殺すつもりなのか不明だが、五色を怯おびえさせるには十分だった。

「では、もう一度設計してもらうまでです。あなたが作ったのでしょう？　イカロス」

　福江は棍棒を持ったまま、椅子の上で膝ひざを抱かかえている五色に言った。

「無理です……ごめんなさい……」

「無理かどうかはあなたが決めることではありません」

　福江の表情に苛いら立だちが見えた。

「あなた達には私の学んだ航空工学情報を一いつ切さい渡わたすことはできません！」

　五色は必死で説明しようとしたが、福江の逆げき鱗りんに触ふれた。

「わがままもその辺にしておかないと、痛い目を見ることになりますわよ？」

　福江の指示を受けて、黒人の男がもう一発発砲した。

　音で体が吹ふき飛びそうだった。

　五色は耳を塞ふさいで震ふるえながら体を丸めた。

　粘ねばっこい汗あせが顔中にへばりついていた。今まで搔かいたことのない汗だった。

　ここには法律も警察もなかった。今まで暮らしてきた日本での価値観がまるで通用しない。彼らは既き存そんの文明社会をぶち壊こわそうとしている組織だ。これから殺されるのかどこかに売られるのか、五色にはまったく見当が付かなかった。

「私は何も話せないんです。わかってください」

「じゃあ脅きよう迫はくしましょうか。でもあなたをどんなに痛めつけたところで、結果は変わりそうにありませんわね」

　福江の言葉に、五色は思わず身み震ぶるいする。

「あの……福江さん……聞いてもいいですか？」

　かつて同じ学校に通っていた福江に五色は視線を向ける。

「なんですの？」

　福江は今にも棍棒を振り下ろしそうな勢いで苛立っていた。

　イカロスを誘ゆう拐かいしたのに、何一つ計画が進まないことに激高していた。

「すごく腕うでがいいパイロットなのにどうしてこんなことをするんですか。東京でパイロットを続けていれば、幸せに暮らせていたんじゃないんですか？」

　福江は哀あわれむような目で五色を見下ろした。

「わかりませんの？」

「はい…………」

「あなた達が暮らす肥大化して腐くさった共同体の中では、私達は理想を叶かなえることができないのですわ。ですから、私達は少数で理想の共同体を作り上げるのです」

「小さな国を作るってことですか？」

「ええ、そのようなものです。そこでは、個人の夢を踏ふみにじられることはありません」

「個人の夢……それって普ふ通つうの国だと犯罪になるようなことじゃないんですか？」

「多数決の暴力で無理矢理犯罪に仕立て上げられたのですわ。少数派の欲よく望ぼうを吸い上げられない共同体などに私達は未練はありません。もちろん小さな共同体ですから、世界の中では何の力も発揮できませんわ。しかし、あなたが作る超兵器があればどうなるでしょう？」

「あなた達でも大きな国を相手に戦争することができてしまいます……」

「ええ、小さな共同体といえど、力を持ったとなれば、世界は私達を無視できません。私達は個人の夢を叶えられるのです。お金や土地だって手に入りますし、気に入らない人間を地じ獄ごくに堕おとすことだってできますわ」

　両手を組んで理想を語る福江に、五色は言った。

「私はあなたのような人間には絶対に超兵器を渡せません」

「あくまでたとえ話ですわっ。聞いてくださいます？　わたくしの夢はですね、空の上の殺し合いなのです。あれこそ本物の快楽！　九Ｇ旋せん回かいキメたときの血が沸ふつ騰とうするような感覚を知らないのですか？　ですからわたくしのために新型機を作っていただけませんか？　わたくしだけの専用機です。もう脳の血管がぶち切れるくらいの、すっごいの作ってほしいのです」

　福江はぎょろぎょろした大きな目で、見えない何かを見つめて恍こう惚こつとしていた。

　別の世界に行ってしまっている。

　福江のために新型機なんて絶対に作らない決意が五色にはあったが、福江のほうも折れることはないだろうと、五色は思った。
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　結人と奈雲は国府宮の見み舞まいに訪れた。

　都内にあるＡＣＴＳ指定の大学病院だった。パイロットは健康体を失えば、ライセンスを剝はく奪だつされる。結人もＡＣＴＳに入った後、この病院で航空身体検査を受けたことがある。

　国府宮は軽傷ではあったのだが、大事をとって、入院していた。

「……………………申し訳ない…………」

「作戦の失敗は編隊長の責任よ。こちらこそごめんなさい」

　ベッドの側に立っていた正装姿の奈雲が頭を下げた。

「いや、ふがいなかったのは私……」

　パジャマ姿でベッドに寝ねていた国府宮は、天てん井じようを無表情で見上げながら言った。

「怪け我がはどうなの？」

　奈雲は本気で心配していた。パイロットの健康体は普通の人の健康体とは違う。たとえ走れたとしても完かん璧ぺきな肉体を失っていればライセンスを失ってしまう。

「…………たいしたことない……」

「よかったわね」

「……うん……」

　国府宮は何度か瞬まばたきする。

「結人……」

　国府宮は病室の窓まど際ぎわに立つ制服姿の結人を見て言った。

「助かった……礼を言う……」

　憔しよう悴すいしているのか、表情のないはずの国府宮の顔に少し疲つかれが見えた。

「いや、いいんだ」

　福江を逃にがしたことが腹立たしく、空くう族ぞくを撃うち落としたことなんて結人はろくに覚えていなかった。

「礼なら灰はい松まつ五色に言ってくれよ」

　五色が自分を犠ぎ牲せいにして福江を止めてくれなければ、ここにいる全員の命はなかったかもしれない。

「そうだね。灰松さんのこと助けられないのかな？　私達にできることはない？」

　私服のカーディガンをはおっていた燕子花が言った。

　同乗者として、燕子花はずっと国府宮の病室で付き添そっていた。

「……………………命の恩人」

　国府宮も手助けをしたいと目で結人に訴うつたえてくる。

「もしものときは、何かお願いするかもしれない。灰松を助けるのに協力してくれるなら嬉うれしいよ。でも、今は休んでほしい。正直、俺達には何もできることがないんだ……」







「あぁぁぁぁ、むかつく！」

　病室を出て、人ひと気けのない夜の薄うす暗ぐらいロビーに辿たどり着いたところで、奈雲は頭を抱えて叫さけんだ。国府宮の前では取り繕つくろっていたらしい感情が爆ばく発はつした。

　奈雲が怒いかりに任せてブーツのヒールで踏みつけたプラスチックの椅い子すがどうなったかは、結人は見なかったことにした。

　部下に怪我を負わせ、五色を誘拐までされた、隊長である奈雲の心中を察すると、結人は咎とがめる気がしなかった。逆に大人しくしていたほうが心配するくらいだ。

「灰松さんって何者なの？」

　ひとしきり暴れて落ち着いた奈雲が言った。

「イカロスなんだ。だから狙ねらわれた」

　五色がただのパイロットであったなら誘拐される理由がない。

　今さら隠かくしておく理由はないと思い、結人は話してしまうことにした。

「あの子が!?　冗じよう談だんでしょ!?」

　匿とく名めい設計士の正体を初めて知って、奈雲は驚きよう愕がくした。

「でも、それくらいの理由がないと、あんな誘拐のされかたしないだろ？　五色はただの女の子じゃないんだよ」

「確かに、そのくらいの理由がなければ、福江があんなに用意周しゆう到とうに五色を狙うわけないか……」

　奈雲は納なつ得とくしたように頷うなずいてから、

「もし本当に灰松さんがイカロスなら、散々利用されるわ。イカロスは世界中の軍ぐん需じゆ企き業ぎように狙われているから偽ぎ名めいを貫つらぬいているの」

「俺も五色も空族が怪あやしいことに気付いていたんだ。でもまさか、福江と空族が繫つながっていたなんて……」

　五色の自宅は警備が厳重だから手は出せない。都内は駅や空港はおろか街中に防犯設備が張り巡めぐらせてあるので、誘拐してもすぐに足が付く。そもそも、五色は家から動こうとしないので、接せつ触しよくすることも無理だろう。

　学校に長らく来なかったようだから、よほど警けい戒かいしていたのかもしれない。

　だが、あのような形でヘリごと奪うばわれて逃とう走そうされれば、誘拐は容易たやすく成功してしまう。

　福江は用意周到に誘拐の機会を窺うかがっていたらしい。

「福江の造反に感づければよかったんだけど」

　隊長である自分の責任だと思っているのか、奈雲の口調は重かった。

「パイロットは腕がすべてなんだよな。福江が裏で何してたかなんてわからなくて当然だよ」

「でも、灰松さんが誘拐されたのは、私が決めた作戦の最中だった。責任がないとは言えないわよ」

　暗いロビーには消防設備の赤いランプだけが目立っていて、奈雲はずっとそれを見つめていた。

　いい加減だった昔の幼なじみの姿はどこにもなく、成長した奈雲の顔を結人はしばらく眺ながめていた。

「警察は五色を救出しようとしてくれてるのか？」

　過去に起きたことを悔くやむのもいいが、今は五色をどうやったら助けられるかを考えたかった。

「もう国内にはいないわよ。ステルス機で逃げたから、誰だれも消息を摑つかめない」

「じゃあ、どうやって……」

「福江が協力している犯罪組織は誘拐に手慣れているわ。活動拠きよ点てんは複数あって、五色がどこに囚とらわれているかはわからない。そもそも居場所がわかったとしても、私達には……」

「最新の航空兵器とエリートパイロットを揃そろえているのに、この学校は何もできないのか？」

「学校は国内の防衛を任されているだけ。他国での軍事行動は許されていないの。それに、一度福江に負けた私達が、もう一度やって勝てる保証はないわ。どうやって勝つの？」

「それは……」

「福江にだって協力者はいるだろうし」

「くそっ！　どうすればいいんだ」

　結人は暴れ出したい衝しよう動どうを抑おさえながら必死で考える。

「病院だぞ、静かにしたまえ」

　暗い廊ろう下かに靴くつ音おとを響ひびかせながら、結人達に誰かが近づいてくる。

　周囲まで緊きん張ちようさせる油断のない面おも持もちが浮うかび上がってくる。

「司令？」

　奈雲がすぐさま姿勢を正した。

　ＡＣＴＳの校長兼けんアポストロス飛行群総司令の東ひがし村むらが、結人達の前で歩みを止めた。

「イカロスを誘ゆう拐かいした組織の正体がわかった」

　帽ぼう子しを脱ぬいで溜ため息いきをつきながら、東村司令は椅子に腰こしを掛かけた。

「彼女の正体を知ってたんですか？」

　結人は驚おどろいた。

「今回の事件を機にファラド社から聞いた。彼女は完全に匿名で活動していた」

「学校の人は誰も知らなかったんですね」

「私も知らなかったもの」

　結人と奈雲は姿勢を崩くずさずに話を聞く。

「福江が属している組織は、小規模だが豊富な資金と兵力を持つ犯罪組織だ。名前をプロフェットスリーと呼ぶ。武力を盾たてに、国際社会に違い法ほうな要求を突つきつけようとしている。イカロスの兵器がプロフェットに渡わたれば、我々の社会は彼らに怯おびえながら存在しなければならない。それだけは避さけたいところだ」

「じゃあ、どこかの軍隊なんかが動いてくれるんですか？」

　結人は希望を抱いだきながら聞いた。

「大国の軍隊がすでに爆ばく撃げき作戦を展開しようとしている。灰松君ごと、プロフェットを葬ほうむり去るつもりだ」

　東村司令は残念そうに言った。

「えっ!?　それって、五色は死ぬってことですか!?」

　理り不ふ尽じんな作戦を聞いて結人は思わず叫んでしまった。

「ああ、そういうことだ。国際社会を救うために必要なことらしい」

「やめてくださいよ！　なんで、五色まで殺すんですか？　救出作戦をしてくれればいいじゃないですか」

「もしものときは、イカロスごと吹ふき飛ばす。それは灰松君が望んだことなんだ。彼女は悪意ある者に超ちよう兵器を渡さないことを優先している。自分の命が存続することよりも」

「そんな……」

　結人は噓うそだと思いたかった。だが、五色の車の中で聞かされた内容と今の東村司令との話は重なっていた。

「あいつが死ぬのは嫌いやです。お願いです。爆撃を止めてくれませんか？」

　結人は東村司令に誠意を込めて懇こん願がんした。

「私にはその権限はない。灰松君の体内にはマイクロチップが埋うめ込まれている。その位置情報をもとに、大国の軍隊は無差別爆撃を行う。プロフェットは灰松君の犠牲のもとに、確実に葬り去られるだろう」

　東村司令の冷静な顔にはわずかに悲哀が滲んでいた。

「五色のおかげで俺は学校に入ることができたんです。福江に殺されずに済んだんです。このまま、彼女が死んでしまうのを黙って待っているなんてできません」

　悔しさで震えている結人に向かって、奈雲がそっと声を掛ける。

「五色を助ける方法が思い浮かんだんだけど……」

「本当か？」

「もしかしたらって思っただけで、これは無謀な賭けかもしれない」

　奈雲は考え込むように俯いて、言いよどんだ。

「俺にできることだったら何でもやるよ。だから言ってくれないか」

　エリートパイロットの奈雲の提案には価値があるはずだった。

　だから結人は奈雲を信じていた。

「イカロスが開発していた新兵器を使えば、もしかしたら灰松さんを助けられるかもしれないわよ。ほら、試作機をテストしたときに、私が怪我したって話したじゃない？　あれの完成品を使えば、救出作戦ができるかもしれない」

　奈雲が背中に傷を負った超音速機の話を結人は思い出す。

「たしかにエアモービルやコクレアを生み出した五色の新兵器なら、やれるかもしれない」

「でしょ？　性能的には申し分ないはずよ」

「奈雲は怖くないのか？　もう一度それに乗るのが」

「怖くないって言ったら噓になるけど……行くわよ……一緒に乗ってくれるのなら……」

「じゃあ、頼むよ」

「でも、今はどこに保管されてるかわからないわ」

「テストパイロットなのに、知らないのか？」

「あれは試作機だったから。完成品の場所はわからないわ」

「そうか……強力な兵器だから隠してあるに決まってるよな……」

　わずかに見えたはずの希望が霧散してしまい、結人は肩を落とす。

「それが原因で五色は狙われてるんだから、五色しか場所はわからないのかもしれないわ」

「五色しか知らない場所か……ん!?」

　五色に車でつれていかれた個人用の研究所。もしものときは機密情報の処分を結人は五色から依頼されていた。あそこに行けばきっと何かがわかるはず。

「そういえば、この前、五色と一緒に新兵器を開発している秘密の研究所に行ったんだ」

　結人は手がかりを見つけて、表情を明るくした。

「二人きりで行ったの？」

「うん」

「はぁ？　五色とどういう関係になったら二人きりでそんな秘密の場所に行くのよ」

　新兵器のことなどそっちのけで、奈雲は結人にキレた。

「いや、別に……」

「その新兵器とやらが見つかったとして、たった一機でどうするのだね？　君達は福江に負けたのだろう。あの様子じゃ勝てる見込みはないぞ」

　東村司令が冷酷な顔をして言った。結人と奈雲は再び緊張した。

「福江さんは近距離戦闘の天才です。でも俺には勝機が見えています。超音速機なら距離を保って戦えます。福江さんの得意なドッグファイトを拒否できます」

「理屈ではそうなるとして、君ならできるのか？」

「はい、できます。どうか、新兵器の使用許可をください」

　結人が自信に満ちた声で言うと、東村司令は考え込むように目線を下げた。

「あれは私の管轄外だ。今はどこにあるかも知らないのだ。もし君が知っていたとしても、私やＡＣＴＳは一切関知しない。大国は爆撃作戦の妨害を許さないだろう。それだけは覚えておきたまえ」

「じゃあ、助けに行っていいってことですか？」

「その質問に答えることができないのは、今の話を聞いてわかっただろう。だが、個人としては応援している。灰松君の体内にあるマイクロチップの位置情報を提供しよう」

　東村司令は一つに束ねていた髪を解いた。

　誰も寄せ付けないような雰ふん囲い気きが一変し、優やさしげな女性になった彼女に、結人と奈雲は驚いた。
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　翌日早朝、結人達はイカロス専用の研究所を訪おとずれた。

　家庭用航空機の普ふ及きゆうに伴ともなう空港閉へい鎖さの波をもろに受けた調ちよう布ふ飛行場周辺には、ファラド社だけでなく、宇宙開発事業者やエンジン部品製造工場など、航空関連にまつわる企き業ぎようがひしめいていた。

　イカロスの研究所はその中の一つにあった。

　屋外にはファラド社が部品製造に関かかわった古い軍用ヘリや戦闘機が展示されていた。

「まるで飛行機の墓場ね」

　錆さびや汚よごれにまみれていた展示用航空機を見て、奈雲が呟つぶやいた。

　とても最新の航空機を生み出せる場所には見えなかった。

　ファラドはオリジナルの航空機を作る会社ではなく、昔は他社が開発した航空機のライセンス生産や部品の修理を請うけ負う会社だったらしい。

　イカロスの研究所は、昔ファラドが使っていた工場の跡あと地ちにあった。

　現在、人間は誰一人おらず、産業ロボットが置いてあるだけの場所だ。

　燃料タンク車を運ぶためのレールを辿たどっていくと、巨きよ大だいなハンガーが見えてきた。

　中はワインでも保管されているのかと思うくらい完かん璧ぺきな空調だった。

　ＡＩの手となる産業ロボットのアームがたくさんあったが、今は天てん井じように折り畳たたまれて停止している。

　ハンガーの中央にあったそれに近づくと、薄うす暗ぐらかった空間が照明で照らし出された。

　急に現れた航空機を目にして、結人達は驚愕した。

　イカロスが生み出した悪あく魔まの力がそこにあった。

　優すぐれた航空機は形も美しいという格言が本当であれば、目の前の機体はおそらく最強だろうと結人は思った。

「綺き麗れい……」

　奈雲は芸術品を見たかのごとく感想を口にした。

　美しい流線形のボディは、イルカのシルエットに似ていた。

　後ろに延のびるテイルブームを備えるヘリコプター的なデザインなのに、サイドに小さな羽が付いている。それもイルカの前足に相当する胸ひれのようだった。

　前席と後席に二人ずつ乗れる四人乗りの航空機だ。すべての窓には、レーダー波を反射させないための金が蒸着されていて、不気味な色合いになっていた。フェライトや結けつ晶しよう黒こく鉛えん粒りゆう子しを練り込んだ機体表面も、奇き妙みような光こう沢たくを帯びている。エンジンの空気流入口と主しゆ翼よくとバーチカルスタビライザーの側面はすべて同じ角度で傾けい斜しやしている。機体表面に刻み込まれている幾き何か学模様は、すべて何らかの絶対的な規則性に従っているように見えた。

「これはヘリなのか？」

　結人はジャンプしながら機体の上辺を見ようとする。

　メインローターらしき物は上部に存在するのだが、それは機体に内蔵されているし、大きさも小さく、どっちかといえばエアモービルにも搭とう載さいされているリフトファンに近かった。

「音速以上を飛行するにはローターは邪じや魔まだから。かといって、ローターなしだと垂直離り陸りく時に燃料消費が大きすぎる」

「この機体のこと、知ってるのか？」

「ＦＨ─○３通つう称しよう〈ラミアー〉。実験機として私がテストした機体の完成版がこれだと思う。でも、私が乗った実験機とは見た目も雰囲気も全然違ちがう」

　ボディの後方底部には双そう発はつのターボファンエンジンがあった。

　ターボファンの排はい気きノズルを覗のぞき込むと、六角形を潰つぶしたような形をしていた。推力偏へん向こうノズルなので、今にもぐにゃぐにゃ動きそうだった。六角形なのは赤外線を放射させないための工夫なのだろう。あまりにも奇き怪かいな形なので宇宙人が作ったと言われても信じてしまいそうだ。

「てゆうか、なんでこの子達もついて来てるのよ」

　謎なぞの機体を見てはしゃいでいる燕子花と国府宮を見て、奈雲が不満そうに言った。

「私達がついていきたいって結人君にお願いしたんです！　許してください」

「……………………うん、命を助けられた。だから私も協力する」

　燕子花と国府宮は揃そろって奈雲に頼み込んだ。

「軍事機密の塊かたまりなのよ。部外者は立ち入らせたくなかったのに……」

「部外者じゃありません！　私、結人君と一緒に乗って、灰松さんを助けに行くんです」

「…………私も乗る…………整備も手伝う…………」

　燕子花と国府宮に腕うでを握にぎられ、結人ははははと苦笑いする。

「こうしてる間に、爆ばく撃げき作戦は始まっているのよ？　遊んでる場合？　ユイ君」

　マジなトーンで諭さとしてくる奈雲を見て、結人はやむなく燕子花と国府宮を突つき放す。

「悪い、今回は奈雲と行ってくる。二人は連れていかない」

　結人の冷たい言葉に、燕子花と国府宮は顔を真っ青にする。

「結人君、ひどいー」

「……………………………………無念」

　悔しそうな二人を尻しり目めに奈雲が嬉うれしそうに結人へと寄ってくる。

「大勝利……ようやく私の魅み力りよくに気付いたってことかしら？　ユイ君」

「ん？　一番操縦がうまいからついてきてほしいって思っただけだけど……」

「は？　ふざけんなっ！」

　奈雲に蹴け飛とばされて、結人は悶もん絶ぜつした。







　ハンガー内の端たん末まつで一通りフライトマニュアルを確かく認にんしたが、機能が多すぎて、結人も奈雲も頭がパンクしそうだった。全部覚えているうちに五色は爆撃の炎ほのおに焼かれてしまうかもしれない。

　緑みどりヶが島しまでは自前で飛行前点検をすることもできた結人だったが、ハイテク機はいったい何を確認すればいいのかさっぱりわからない。なので、下手に触さわらずに、ロボットにすべて任せることにした。

　ファラド社を支えるイカロスの研究所だけあって、羽はね田だのＡＣＴＳにすらない高価な整備用ＡＩがＦＨ─〇３〈ラミアー〉を飛べる状態にしてくれた。

　研究施し設せつ内には保管されている弾だん薬やくも豊富だった。

「………………結人のためにアウトレンジ戦用の兵装パッケージを考えてみた」

　国府宮が機体に装備する武器の種類を表に書いて提案してきた。

「もっとたくさんレーダー誘ゆう導どうミサイル積めないのかな？」

　結人は国府宮に聞いた。

　優ゆう秀しゆうな整備士なので、きっと最適なセッティングにしてくれるはずだ。

「………………機体の重量バランスが悪くなるので、おすすめしない」

「じゃあ、任せるよ」

「………………了りよう解かい」

　この機体用に特注されたウエットスーツのようなピッチピチのパイロットスーツを着た結人と奈雲は、ＦＨ─〇３〈ラミアー〉に乗り込もうとする。

「行くぞ、準備はできたか？」

「もう、やだぁ」

　脚あしが長くて胸が大きかった奈雲は、体のラインがくっきり出た自分の姿を恥はずかしがっていた。長い黒くろ髪かみは、操縦に邪魔にならないようにポニテに縛しばってある。

「すごいスタイルで羨うらやましいなー」

　燕子花が奈雲の長い脚を見ながら、憧あこがれの眼まな差ざしを向けた。

「……………………血圧調整のために電圧で収縮する素材でできている」

　国府宮がスーツの解説をした。

「灰松さんみたいな体の凹おう凸とつがない人はいいけど……」

　不満を漏もらしながら、奈雲は前席の左にあるハッチを開いた。宇宙船みたいに分厚いハッチだった。

　バシュゥゥゥ、と空気が漏れる音と共に、奈雲と結人の髪が舞まい上がった。

　酸素マスクなしでも搭とう乗じようできるよう、機内は気圧調整がされていた。

　結人は左右ある前席の右側に、奈雲は左右ある後席の右側に座った。

「うわっ、頭痛くなってきた」

〈コクレア〉のスイッチ類の多さでも結人は無理だと思ったのに、〈ラミアー〉はさらに増えていた。特に電子戦を担当する後ろの奈雲の席は、目め眩まいのするような数の画面やスイッチ類に囲まれることになる。

　結人は適当に赤外線センサー関連のボタンを押してみる。

　確かなクリック感と共に、ボタンがはっきりとオレンジ色に点灯した。

「タッチパネルよりこっちのほうがよくないか？」

　結人が乗ることを想定して作ったといってもおかしくないくらい、アナログスイッチが多く配置されたコクピットは結人の体によく馴な染じんだ。

「覚えたら操作性はいいかもしれないけど、ごちゃごちゃしすぎ」

　奈雲はフライトマニュアルを必死で覚えながら不満をこぼした。

　結人はヘルメットを被かぶった。〈コクレア〉のヘルメットは重かったが、これは帽ぼう子しみたいに軽くて楽だった。

「準備はいいか？」

　操そう縦じゆう桿かんの遊びを右手で確認しつつ、ミサイル発射ボタンと機き関かん砲ほうの発射トリガーを交こう互ごに押しながら、結人は急せかすように言った。

　呪じゆ文もんみたいにフライトマニュアルを詠えい唱しようしていた奈雲は、

「もう少し待ちなさい」

　奈雲はメインディスプレイの周囲にあるファンクションキーを押した。〈ラミアー〉の簡易俯ふ瞰かん図に、レーダー誘導空対空弾だん四発、赤外線誘導空対空弾六発、七〇ミリロケット弾三八発、ヘルファイア空対地ミサイル四発、空対地長ちよう距きよ離り巡じゆん航こうミサイル二発、が表示される。〈ラミアー〉は戦せん闘とう機のくせして図ずう体たいがでかく、爆撃機並みの兵装を搭載できた。もう一回ファンクションキーを押すと、五つの燃料タンクが表示され、最大搭載量の三分の二だけ給油されていることがわかる。兵装が重いので、楽に飛べるよう燃料は少なめにしてあるのだ。

　しばらくしてようやくエンジンの始動手順を覚えた奈雲が言った。

「本当にいいのね？　後こう悔かいはしない？」

　五色はもう死んでいるのではないかとか、たった二人で海外のテロ組織基地を侵しん攻こうする無む謀ぼうさや、初めて乗る機体の信しん頼らい性せいのなさなど、不安要素は挙げればきりがない。

　ただ妙みように手に馴染むスティックを握っていると、結人には無む根こん拠きよな自信が湧わいてくるのだった。

「大だい丈じよう夫ぶだ。行こう」

「これ、お弁当だよー。長いフライトになると思うので、途と中ちゆうで食べてね」

　燕子花はコクピットに入ってくると、二人分の弁当を結人に渡わたした。

「作ってきてくれたの？」

「私にはこれぐらいしかできないから。気をつけて行ってきてね」

　燕子花は優やさしげに手を振ふると、コクピットから離はなれた。

「ありがとう、行ってくるよ」







『レーダー波吸収剤ざい、再補ほ塡てん開始します』

　奈雲が言った。

　ハンガーの天てん井じようモノレールで移動してきた噴ふん霧む器が、〈ラミアー〉にシャワーと紫むらさき色いろの光を吹ふきかけた。

　結人の目の前のシャッターが左右に分ぶん離りしていき、青空と陽光が顔を覗かせる。

『エンジンスタート、どうぞ』

　奈雲の声を聞くと、結人は頭の上にあるオーバーヘッドパネルに手を伸ばした。

　透とう明めいなセーフティーカバーを外しながら、リフトファン始動ボタン、ターボファン１始動ボタン、ターボファン２始動ボタンを押す。電子音が三回鳴った。

　キュィィィンという音が背後から響ひびき始める。ＡＰＵからの高圧空気が各種エンジンのスターターに流れ込んでいく音だ。

　後部座席にいた奈雲は、総重量と重心位置をデータ入力盤ばんに入力し、トリムを調節しつつ、液えき晶しように表示されたＥＴＧ排気ガス温度を示す縦型棒グラフが上じよう昇しようしていく様子に目を落とす。信頼性が確認できていないターボファンエンジンの始動は注意が必要だ。棒グラフが伸のびて、スタートリミットラインを突とつ破ぱし、とりあえず安心する。

　奈雲は燃料コントロールスイッチをＲＵＮに倒たおした。

　ジェット燃料が燃焼室に流れ込み、エンジン音が一気に高まっていく。

　高出力モーターとリフトファンのギアを接続し、結人は左手のスロットルをオートモードにする。

　頭上の小さなリフトファンが回り始める。

「ドアロック確認。機内与よ圧あつオーケー。ＰＴＥＣ電圧安定。リフトファン回転一〇〇パーセント。エンジンガバナー起動」

　後ろの奈雲は航法装置を次々に起動していきながら、離陸準備ができたことを結人に伝える。

　普ふ通つうのヘリなら自動車のサイドブレーキのように床ゆかから延びているはずのコレクティブレバーが、この機体では横に長いスロットルになっていた。縦にではなく、横向きに左手で握るのだ。結人はこれがヘリであると同時にジェット機でもあることを思い知る。

　機内端末で指示を出すと、自走式ロボットが車輪止めを外してくれた。

　リフトファンが生み出す気流が機体底部の排はい気き口から飛び出し、ハンガー内の設備が激しく揺ゆれていた。

「リフトオフ」

　結人は左手のスロットルを手前に引いた。エアモービルと同種のモーターは重い軍用機を持ち上げるには非力なので、スロットルを一気に開けた。それでもジェットで浮うき上がるよりはかなりの燃料の節約になる。

　バリバリと鳴る普通のヘリとは違ちがい、バイオリンを奏かなでるような美しい音ね色いろが響いた。

　三つの車輪が床から離れた。

　グラウンドエフェクト超低高度で得られる揚力の癖くせが普通のヘリとは違い、機体がふらついてしまった。

「ユイ君？」

　事故の記き憶おくが蘇よみがえった奈雲が思わず声をあげる。

「悪い。もう大丈夫」

　両脚の間にある操縦桿を右手で前に倒すと、機体は前ぜん傾けい姿勢をとり、空気流入量の増加も相まって前進し始めた。操縦桿のボタンが多すぎてどう握にぎったらいいのかいまいちわからないが、〈コクレア〉のふわふわとした軽い操作感と違い、〈ラミアー〉はどっしりと重い操作感だったので、これも結人の好みだった。

　閉へい鎖さされた調布飛行場、小さな森、野球やサッカーなどのグラウンドに囲まれていた調布航空製作所は、離り陸りく実験に失敗したとしてもたいした被ひ害がいは発生しないはずだった。だけど失敗するわけにはいかない。

　セーフティーキーを左右から挟はさみ込むように押しながら、ギアアップの位置までレバーを引き上げた。前一つ、後ろ二つの車輪が、機体内部に格納される。

　左手のスロットルを手前に引いて、上昇と加速を同時に行う。

「この機体ってアンチトルク機体の回転出ないのか？」

　結人はヘルメットのマイクに話し掛かける。

「自動でカウンターを当てるみたいだけど、足りないならトリムスイッチを使うらしいわ」

　マニュアルを一通り覚えた奈雲が説明した。

　右操縦桿の頂部にある、ゲームコントローラーのアナログスティックみたいなトリムスティックを、右親指でスライドさせてみる。

　左にずらせば、機首はわずかに左を向くし、上にずらせば、機首もわずかに上を向いた。

　テイルローターが存在しない代わりにＰＴＥＣと呼ばれる補助推進装置を使うことで、この機体は威い力りよくを発揮できるようだった。

「ユイ君、リフトファンを停止して。ステルス状態に移行するわ」

　奈雲はすべてのレーダーを一いつ旦たん停止させて、ＩＲＳＴだけを起動した。

　自機がレーダー波をまき散らしていると、向こうからレーダー波を照射されずとも発見されてしまう危険性がある。

　赤外線センサーのＩＲＳＴは、半径九〇キロ前後の探査範はん囲いしかないが、こちらからは何も発信せず、ただ目標の熱源を受け取るだけなので、誰だれにも見つかる可能性はない。

「よくわからないけど、とりあえずやってみる」

　左手のスロットルを手前に引く、のではなく、手首を回してスロットルを手前に回転させた。

　バイクのスロットルと同じ要領だ。

　ローターではなく、テイルブームの下にある二基のターボファンエンジンの出力が上がる。

〈コクレア〉の限界速度の四〇〇キロを軽く突破したが、自動姿勢制せい御ぎよも追いつかないほど機体がブレ始めた。この速度になるとリフトファンは邪じや魔まにしかならない。

「リフトファン接続カット、ローターブレーキ作動。吸気口、排気口、閉鎖」

　奈雲がリフトファンの出口と入り口を閉鎖させる。

　リフトファンが生む気流を吐はき出すための機体底部に設置された小さな排気口と、その源泉である吸気口が機体から姿を消した。

　機体のブレがぴたっと収まった。

　結人は左手のスロットルをさらに捻ひねった。ターボファンエンジンが唸うなりを上げる。

　速度は時速七〇〇キロを超こえ、高度は三五〇〇メートルを超えた。

「たっけぇ」

　町まち田だ市は結構内陸にあるはずなのに、左を向いて遠くに目を向けると東とう京きよう湾わんが見える。近場を見下ろすと緑や建物がモザイク状に見えるだけだ。大学のような広い施し設せつはかろうじて確かく認にんできる。

　レーダーには映らず自由に入出国できるステルス兵器を畏い怖ふしながらも、結人は高こう揚ようせずにはいられなかった。

　ジャイロセンサーが計算した機体の現在地が、相模さがみ湾を通り過ぎてさらに南下していく。

「テスト飛行をかねて、いっちょ飛ばしてみるか」

「急ぎたいからいいけど、ほどほどにね」

　上昇を終えて、水平飛行に移った。

　高度一三〇〇〇メートル。

　陽光で純白に輝かがやく雲の絨じゆう毯たんが、眼下に見える。果てしなく遠くにある水平線は、大気中の水蒸気の乱反射で青と白の絵の具をかき混ぜたような色になっている。

　結人は、左親指でターボブーストボタンを押しながら、スロットルを手前に回した。

　ビッという低い電子音。

〈ＴＵＲＢＯ　ＢＯＯＳＴ〉の赤文字がスロットルユニットの基部に点灯する。

〈ラミアー〉の後方底部にある左右の排気ノズルから、爆ばく発はつ的に炎ほのおが噴ふん射しやされた。

　結人と奈雲は体を座席に叩たたきつけられた。

　空気を引き裂さくような音が耳を劈つんざく。

　マッハ表示の速度計がマッハ１を突破した。

　時速、一二〇〇、一五〇〇、一七〇〇、一九〇〇──

　眼下に見える層をなした雲の凹おう凸とつが、急激に後方へと消えていく。

　まるで早送りしたみたいに、目の前の景色が流れていく。

　左親指のターボブーストボタンをさらに強く押し込む。

「マッハ２・４、マッハ２・６、機体表面温度急上昇！　圧縮断熱が酷ひどいわ。もうヤバいって！」

　奈雲ががなり声でカウントしている。

「心配しすぎじゃないか？　機体はまだ平気そうだけど？」

　現在地はさっきまで紀き伊い半はん島とうの南にあったのに、もう沖おき縄なわに迫せまろうとしている。

　普通の戦せん闘とう機なら音速を突破するだけで、空気のねばりのようなものに絡からみつかれるが、イルカの如ごとき流線形をした〈ラミアー〉は、マッハ２を突破しても驚きよう異いの安定性を誇ほこっていた。

　結人は左親指の力を緩ゆるめる。

　排気ノズルの炎が小さくなる。

　眼下の雲が逆ぎやく戻もどりするような錯さつ覚かくを残して、機体が減速していく。

　時速一九〇〇、一七〇〇、一四〇〇──

「なかなかいかすマシンだな」

　親指のターボブーストボタンを完全に離して、結人は乱れた呼吸を落ち着けようとする。

　マッハ３に迫るスピードは、距きよ離りや時間を超ちよう越えつしたような全能感を味わえる。

「スピード違い反はんで捕つかまったら確実に死し刑けいね」

　奈雲は息も切れ切れに言った。







　結人達はアラビア海を北上してペルシャ湾に入った。ＩＲＳＴには無数のジャンボ旅客機の反応があったが、無政府地帯に入った途と端たん、急に空が静かになった。通り過ぎようとする飛行機すら一機も存在しないのだ。秩ちつ序じよのなくなった中東の火薬庫には、どこに対空ミサイル陣じん地ちがあるかわからない。

　軍事会社が提供していた比ひ較かく的安全なコースを高高度で飛行していく。

　このまま高いところを突つっ切りたかったが、五色が捕とらえられている軍事施設が近づくにつれて、高度を下げていかなければならない。

　日本では絶対に見られないような緑の存在しない干からびた山や平地が広がっていた。

　砂さ漠ばくの砂は、精密機器にとっては天敵だ。あまり高度は下げたくなかったが、対ステルスレーダーが怖こわいので思い切った低空飛行が必要だった。

　ここから先は極度の緊きん張ちようを強しいられる魔まの空域。大国の精せい鋭えい機ですら簡単に撃げき墜ついされる場所だ。引き返すなら今しかないが、結人と奈雲にはそんな気はなかった。このまま引き返したって誰も五色を助けてはくれないのだ。怒いかりや闘争心で満たされた人間しか、この先の空間には入ることができない。だが、感情的になりすぎては、飛行機の操縦はうまくいかない。あくまで冷静に作戦を遂すい行こうする必要がある。

　ＰＴＥＣの揚よう力りよく補助を借りて、時速一三〇キロ、高度二〇メートル前後を維い持じする。

「二キロ先に送電線」

　奈雲が赤外線センサーを見ながら前の操縦席に座る結人に伝える。

「了りよう解かい。送電線、二キロ。上じよう昇しようする」

「八〇〇、六〇〇、四〇〇……」

「送電線目視してる……今越こえる」

「クリア」

「了解。高度を下げる」

「三キロ先に舗ほ装そう道路。車両反応なし」

「了解、舗装道路、三キロ」

　航空学校で習っているだけあって奈雲の指示する低空飛行は繊せん細さいだった。

　中東の砂漠の攻こう略りやくの方法など、結人が知るわけもなかった。

　地面を擦こするような低空飛行と障害物を避よけるための上昇が続いた。石油や通信網もうが通っているパイプラインにはとくに注意するよう奈雲は忠告した。警備のための兵士が巡じゆん回かいしている可能性が高いらしい。途と中ちゆう、山や羊ぎの群れを引き連れた民間人と接近してしまい、結人は冷ひや汗あせを搔かいた。戦闘服は着ていなかったが、テロ組織の息の掛かった人間であれば、すぐに不ふ審しんな機体を見つけたという連れん絡らくが回ってしまうだろう。

「そろそろレーダーを起動するわよ」

「了解。少し上昇する」

「レーダー起動、妨ぼう害がい装置も作動させます」

　奈雲はレーダー操作パネルの対地走査モードボタンを押す。

　液えき晶しよう画面に表示された対空ミサイル陣地のシンボル二つを、指でタッチする。

　奈雲は体を右側面に向け、ＥＣＭ電波妨害装置操作パネルに向き合う。バラージジャミングで敵レーダーの周波数を探さぐりつつ、特定の周波数を探知すると、スポットジャミングに切り替かえて、出力ダイヤルを思い切り回した。

　大出力の妨害電波をぶつけられた敵は、距離が近づくまで対空ミサイルを撃うてないはずだった。

　奈雲は兵装選択パネルから空対地長距離巡じゆん航こうミサイルを選せん択たくする。

　これから向かう軍事施設は、航空機で近づけば対空ミサイルで墜おとされるし、その対空ミサイルを破は壊かいしようと地上部隊で近づけば、野や砲ほうで砲撃される厄やつ介かい極きわまりない所だった。射程の長い巡航ミサイルで、敵の対空ミサイルシステムを破壊しようというのが結人達の対たい抗こう策だった。もちろん巡航ミサイル自体も迎げい撃げきされる可能性はあるが、この巡航ミサイルは低空飛行で目標手前まで忍しのび寄り、直前で上昇して弾だん道どう飛行し、一気に目標を爆撃することができる。可動式の尾び翼よくやターボファンエンジン、様々な航法装置を積んだ、使い捨て飛行機とも呼べる高価な兵器だった。

　ＧＰＳ誘ゆう導どうモードにセットし、対空ミサイル陣地の座標をロックさせる。

「ロック完了。これでレーダーだけをピンポイントで破壊できるわ」

「人には当たらないわけか、了解。発射する」

　右操そう縦じゆう桿かんの頂部にある赤いボタンを結人は親指で二回、カチカチと押した。

　機体底部が沈しずみ込みながらスライドし、ウエポンベイが開く。

　巡航ミサイルが二発、機体からわずかに置いていかれるように落下し、ターボファンエンジンが起動すると、すぐさま加速して〈ラミアー〉の前方に飛ひ翔しようしていった。

　レーダー画面の中心から、ミサイルを意味する〈Ｍ〉のマークが二つ遠ざかっていく。

「ミサイルが命中したら、とりあえず突っ込むぞ」

「何するのよ？」

「五色が捕まっている場所には兵士がたくさんいるんだ。ちょっとだけ動けなくなってもらう」

　結人は左の親指でターボブーストボタンを押し込んだ。




　　　×　　　×　　　×




　福江ひなたは、銀色のケースから一つのカプセルを取り出してそれを眺ながめた。

「精神に作用する薬だそうです。イカロス、これキメてぶっとびましょうか？」

　椅い子すの背もたれに体を預けなければ姿勢を保てないほど衰すい弱じやくしていた五色の前に、福江はしゃがんだ。

　三さん脚きやくで固定されたビデオカメラがさっきから五色を捉とらえている。

　体が変形するより、心が変形した様子を見せたほうが、視し聴ちよう者はより恐きよう怖ふを感じるものだ。

　どれだけ体が血でまみれようともそれは灰松五色に変わりないが、心が変わってしまえば、それはもう灰松五色だとは思えなくなる。

「イカロスがこんなことされても反応しなければ、ファラド社の人間は鬼き畜ちく揃ぞろいということですわね」

　椅子に体を預け諦あきらめに満ちた顔で俯うつむいていた五色を、福江は覗のぞき込むように見上げる。

「これ飲めば、軍事機密を吐きたくなりますわ」

　まずいと五色は思った。

　精神がまともなら、どれだけ痛みや屈くつ辱じよくを与あたえられようとも、自分の意志を守れる自信はあったが、薬で鍵かぎをこじ開けられたらどうなるかわからない。

　航空工学には詳くわしいが、薬の知識は、五色には何もなかった。

　本当に自我を失わせる薬なんてあるのだろうか。

　強い意志を持っていたとしても、薬に勝つことはできないのだろうか。

　でもたとえ薬に打ち勝ったとしても、その後はろくな死に方をしないだろうと五色は思った。

　こんな砂漠のど真ん中で、正気を失いながら死んでいくのは嫌いやだった。

　片かた膝ひざに肘ひじをついた福江が持っているカプセルを五色はぼんやりと眺める。

　ビデオカメラの後ろに目を向けると、砂漠迷めい彩さい服を着た恰かつ幅ぷくのいい男がガムを嚙かみながらこちらを見て笑っていた。身代金を手にできれば、彼らにはおいしい生活が待っているのだろう。

「さあおクスリの時間ですわー」

　福江は看護師のマネをしているのか優やさしげな笑えみを向けてくる。

　目も口も三日月みたいに湾わん曲きよくした嫌な笑みだった。

　そのとき何かが起こった。

　砂漠を真っ白にするほどの光の後、爆ばく音おんと爆風がトーチカの窓を震ふるわせた。

　五色達を囲むトタン板の向こうで、兵士達がレーダースコープを見ながら慌あわてている。

「なんですのぉぉぉぉぉ!?　今の音は!?」

　福江が立ち上がって叫さけんだ。

「対空ミサイルシステムが爆ばく撃げきを受けました」

「爆撃？　どこの軍隊？　ここに侵しん入にゆうできる機体なんてそうそう……」

「わかりません」

「機種は？　数は？　早く」

「不明です。いえ、バーンスルーしました。敵は一機です。機種は……なんだこれは？　形状はヘリコプターのようです。マッハ２・５、いえ、マッハ２・８で接近中！」

「バカを言いなさい！　そんな超ちよう音速で飛ぶヘリなんてあるわけ──」

　超音速と聞いて、五色は両耳を強く塞ふさいだ。

　獣けものの絶ぜつ叫きようのような高音と地鳴りが響ひびいてきた。

　大おお地じ震しんの前まえ触ぶれのような振しん動どうだった。

　次の瞬しゆん間かん、建物のあらゆるガラス窓が粉末化しながら吹ふき飛んだ。

　ドアから出ていこうとしていた兵士が、バットで打ち返されたみたいに戻もどってくる。

　テーブルがひっくり返り、電子機器がショートし、照明が砕くだけ散り、兵士達は鼓こ膜まくや眼球に激しいダメージを受けた。




　　　×　　　×　　　×




「リフトファン接続開始」

〈ラミアー〉は吸きゆう排はい気き口を開き、低速でトーチカの周囲を旋せん回かいし始めた。

　音速機は基本的に海上でしか音速飛行を許されていない。

　衝しよう撃げき波はで受ける地上の被ひ害がいが甚じん大だいだからだ。

　マッハ３に迫せまる速度で低空を飛行すれば、それはただ通り過ぎるだけで強力な兵器になってしまう。

　軍事施し設せつ内にあったピックアップトラックや、装そう甲こう車までもが派手に横転していた。高く聳そびえていたはずのやぐらはぽっきりと折れて地上の残ざん骸がいとなっていた。

　鼓膜の破けた兵士達は、しばらくはまっすぐ歩くこともままならないだろう。

「機き銃じゆうサーキットブレーカー起動。ロケット弾だん装備」

　奈雲は兵装パネルのチェーンガンボタンを押してオレンジに点灯させ、その下にあるロケット弾ボタンも同じく点灯させた。

　小さな主しゆ翼よくの付け根辺り、機体底部の両サイドのウエポンベイが開いて、二〇ミリ機関砲の砲ほう塔とうがせり出してくる。機体底部の中心からは蜂はちの巣みたいなロケット弾ポッドが下りてきた。

「ちょっと威い嚇かくしてやりなさい」

「威嚇か……わかった」

　被害者が出ないように、対人赤外線センサーを見ながら、結人は慎しん重ちように狙ねらいをつける。

　右親指のトリムスティックで微び調ちよう整せいしながら、結人は右人差し指で、トリガーをカチっと引いた。

　機体の両サイドにある二〇ミリ機関砲が火を噴ふいた。

　太たい鼓こを叩たたくような小気味好よい音が響く。

　着弾の砂すな煙けむりが地面に直線を描えがくように連続で吹き上がる。

　土ど囊のうで囲われた機関銃陣じん地ちにいた兵士達が慌てて逃にげ出していく。

　生き残っていた装甲車が機関砲をこちらに向けながら近づいてくる。

　結人は操縦桿頂部の赤いボタンを右親指で押した。

　軽いショックを残して、機体底部のポッドからロケット弾が飛んだ。

　銃弾のような速度で飛んだロケット弾は敵のタイヤに命中し、爆発と同時に装甲車をひっくり返した。

　中から這はい出てきた兵士達を威嚇するため、結人は適当に二〇ミリ砲で薙なぎ払はらった。

　圧あつ倒とう的な火力差に、兵士達はアサルトライフルを抱かかえたまま逃げ出していく。

「すげえ……」

　煙けむりの漂ただよう廃はい墟きよと化した風景を、結人は口をぽかんと開けて眺めていた。

　まさに悪あく魔まの力だった。

　イカロスの兵器が流出すれば、こういう光景が平和な場所にも発生することになる。

　自分達がやったことに驚おどろいて奈雲も光学カメラ映像を凝ぎよう視ししていたが、本来の目的を思い出して我に返った。

「五色はどこにいるのよ」

「近くにいるはずだけどよくわからない」

　どの建物にいるか皆かい目もく見当が付かない。五色の体内にあるマイクロチップの反応はあるが、もうすでに殺されている可能性もある。生きていたとしてこのままむやみやたらに撃ちまくっても、こっちが五色を殺してしまうことだってあるだろう。

「赤外線カメラに反応があったわ。一人こっちに近づいてくる」

　奈雲がサーモグラフに映る人ひと形がたの熱源を見ながら言った。

　建物の裏からだった。

　武器を持っている様子はなかった。

　結人は右操縦桿を傾かたむけてトーチカの側そばに降下しながら近づいた。

「いたっ！」

　五〇〇メートルほど先だった。

　見つけた。

　結人はそれを見て、明るい感情が湧わき起こった。本当に来てよかった。また彼女に会えることがこんなに嬉うれしいとは思わなかった。

　望遠にした光学カメラに五色が映った。布を適当に縫ぬい合わせただけの服を着ていると仏教の修しゆ行ぎよう僧そうか何かにしか見えなかったが、銀色の髪かみではっきり五色だと見分けが付いた。

　だが走り方がおかしい。

　頑がん張ばって走っているのに、全然進んでいなかった。衰弱しているのだろうか、それともどこか怪け我がでもしているのだろうか。

　車輪は下ろさずに、地面すれすれを低空飛行した。

「七時の方角にライフルを持った歩兵」

　ヘリに乗り込もうと走っていた五色を目がけてアサルトライフルを撃うってきた。

　機体を兵士と五色の射線上に滑すべり込ませた。

　戦車並みの装甲を誇ほこる〈ラミアー〉表面には、火花が飛び散るだけだった。

　被弾しないように瘦やせたフォルムを目指した旧式の攻こう撃げきヘリとは違ちがい、〈ラミアー〉は被弾することを前提で設計されていたので、ライフルの弾たま程度は気にする必要はなかった。

　五色が残り二〇〇メートルほどの距きよ離りまで迫ってきた。

　──もうすぐだ。頑張れ。

　結人は心の中でそう言いながら、右親指でトリムスティックを真横にスライドさせる。

　機体が反時計回りに回転して、二〇ミリチェーンガンが兵士を向いた。

　結人は右人差し指でトリガーを引いた。

　二〇ミリ砲が地面を抉えぐる。

　砂煙と炎ほのおが連続して高く舞まい上がった。

　兵士は兵舎の中に逃げ込んだ。

　奈雲が前席付近にやってきて、左側にあるハッチを開いた。

　与よ圧あつが解かれて、空気の漏もれる音がした。爆薬の臭においが機内に入り込んでくる。

　裸足はだしの踵かかとを引き摺ずるようにして走ってきた五色は、伸のばされた奈雲の手を見て一瞬躊躇ためらった。

「何やってんのよ。早く乗って！」

「怖こわくて……」

　怯おびえながらも五色は必死で手を伸ばす。

　ライフルを構えて走ってくる兵士達が五色を狙っていた。

　結人はやきもきしながら光学カメラに映る敵の姿を睨にらむ。

　誘ゆう拐かいされたことでさらに五色の飛行機恐きよう怖ふ症しようが悪化したのかもしれなかった。

「もっと近づいてきて！」

　奈雲は叫びながら手を伸ばす。

「はいっ！」

　五色は怖がるように目を閉じながらヘリに歩み寄る。

　兵士が五色に向けてアサルトライフルを撃った。走りながらなので狙い通りにはいかず、結人のいるコクピットの前で火花が散った。

　奈雲が無理矢理五色の手を摑つかんで引き上げた。五色は投げ捨てられたみたいに機内に転がり込む。奈雲はすぐにハッチを閉じた。

「ユイ君、上じよう昇しようして！」

　奈雲がそう叫ぶのを聞いて、結人はすぐさま左手のスロットルを思い切り手前に引いて機体を上昇させた。
















　五色の人間の着る物とは思えない薄うす汚ぎたない服を見て、結人は思わず目を細めた。自分が五色の立場だったら、軟なん禁きんに耐たえられただろうかと考えてしまう。こういう拷ごう問もんには耐えられるのに、飛行機に乗るのが怖い五色の精神構造がよくわからない。

　五色は奈雲に抱だきかかえられながら後ろの席に座っていた。

　下方から銃声が聞こえてくる。

　上空へと狙いを定めていた地上の兵士達は、リフトファンが巻き起こす強きよう烈れつなダウンウォッシュ吹き下ろす風に煽あおられて、目を閉じて発砲するしかなかった。

　軍事施設がみるみる小さくなっていく。

「副機長は私がやるわよ。その体じゃまともに操作できないでしょ？」

「大だい丈じよう夫ぶ。自分で安全を確かめないと怖いです」

　五色は恐きよう怖ふに身を震わせながらもさっそくメイン画面のファンクションキーを押している。

　各タンクの燃料残量を見て、五色は弱々しい声で呟つぶやいた。

「なんで左のリザーブタンクから空にしてるんですか？」

「はぁ？」

　隣となりに座っていた奈雲は首を捻ひねる。

「機体の重量バランスが片寄ってめちゃくちゃ。機動がおかしくなっちゃうんです。それに、タンク内圧力が異常です。クロスフィード操作やってください」

「知ったこっちゃないわよ！　他ほかにやることいっぱいあったんだから」

　五色がクロスフィードバルブを開放する様子を横目で見ながら、奈雲は言った。

「うっ、画面見てたら気持ち悪くなってきましたぁ……五色さん飛行機で俯うつむくとすぐ酔よってしまうんです」

　五色は口元を押さえて苦しそうに目を閉じた。

　奈雲は肩かたをなで下ろして溜ため息いきをついた。




　行きはレーダーに捕つかまらないよう慎重な低速低空飛行だったが、帰りはとにかく素す早ばやく逃げることが先決だった。だがターボブースト全開というわけにはいかない。それをすると数分で燃料が空になってしまう。

「灰松さん、一応着き替がえておく？」

「はい……」

　収納ボードを開いて、奈雲が耐たいＧパイロットスーツを取り出した。

「ユイ君、絶対後ろ見ないでよ。灰松さんが着替えるんだから」

「わかってるよ」

　操縦に集中しながら結人は言った。

　五色は着替えるときになぜか喘あえいでいた。軟禁で溜たまった疲ひ労ろうで苦しいのだろうか。それにしてはハァハァの間にあんっあんっという甲かん高だかい喘ぎ声も混じっている。

　さすがに後ろの様子が気になってくる結人だった。

　だが、レーダーに反応があって、それどころではなくなった。

「後方に敵機三機だ。さすがにタダでは逃がしてくれないか……」

「機種断定できたわ。三機とも無人戦せん闘とう機ＵＦ─７」

　レーダー操作を手早く済ませた奈雲が言った。

　結人はターボファンエンジンの出力を少し上げた。

「交戦する。中距離レーダー誘ゆう導どうミサイル用意してくれ」

「了りよう解かい」

「奈雲さん、戦わなくてもいいかもしれません」

　パイロットスーツに着替えた五色が言った。

「何よ？」

「無人機はラジコンみたいなものだからＥＣＭ電波妨害装置で墜おとせます」

「私わかんないんだけど……」

「五色さんがやりますね？」

　怖くてぎゅっと閉じているばかりだった目を必死で開きながら、五色は、簡易操作用のボタンではなく、コンソールのキーボードで直接入力し始めた。

「ジャミングやってみます…………」

　大きな図ずう体たいに見合った強力な電波妨ぼう害がい装置を積んでいた〈ラミアー〉は、電子戦機としても優ゆう秀しゆうだった。無人戦闘機を操作するための誘導電波をいとも容易たやすくかき乱した。無人機を遠えん隔かく操作していた操縦員は混乱しているに違いない。

　レーダーに表示された三つの無人機のシンボルの高度が減っていく様子を結人は眺ながめていた。ついにはレーダーにも表示されなくなった。地上に墜ちたのだろう。

「うっ、気持ち悪い……」

　五色はまた口元を押さえてうずくまる。

　パイロットなのに飛行機酔いに苦しむ五色を見て、奈雲も結人も呆あきれるしかなかった。




　　　×　　　×　　　×




　灰松五色の身み柄がらは絶対に失ってはならなかった。

　理想の国家を築くための、重要な人物だった。

　組織の高官達によい報告を持っていくはずだった福江ひなたは焦あせっていた。

　このままでは組織内での立場が危あやうくなってしまう。

　エースパイロットの地位が脅おびやかされれば、楽しい空戦バトルの時間を奪うばわれるかもしれない。

　灰松五色誘拐のために費やした時間と経費は計り知れない。

「やれやれ、困りましたわね」

　ヘルメットの中の福江の顔が笑った。

　福江は左手のスロットルレバーを前方にスライドさせて、アフターバーナーを吹かした。

〈Ｊ４４〉の単発排はい気きノズルから長い炎が噴ふき出す。

　ヘッドマウントディスプレイに映る砂さ漠ばくの景色の流れが速くなり、やがて海が見えてくる。

　さっき五色を強ごう奪だつに来た機体が、噂うわさに聞いていた〈コクレア〉の次世代機だろうか。

　イカロスの新作。

　あれは私が乗るはずだったのに。

　絶対に取り戻もどして、私が味わってやる。

　だけど、敵としてイカロスの新作を味わうのもまた格別かもしれない。

　どっちにしろ、空には快楽しか待っていないのだ。余計な物は何一つない。

「おっ、来た？　ようやく会えましたわ」

　福江は上じよう機き嫌げんで口笛を吹き始めた。

　ＩＲＳＴがそのヘリの姿を捉とらえた。

　レーダー波を照射し、中距離レーダー誘導ミサイルを発射した。




　　　×　　　×　　　×




　アラビア海に出た〈ラミアー〉の機内には穏おだやかな空気が流れていた。

　公海上に逃にげることができた今、後は乱気流等にぶつからないように気象レーダーに気を配ってさえいれば、無事に日本へ帰れるだろう。

　時速七〇〇キロ、高度九二〇〇メートルに設定してオートパイロットに移行した。

　五色は目を閉じたまま給水ボトルを手にして、ストローでゆっくりと水分補給をしていた。たまに咳せき込む五色を奈雲は介かい抱ほうしている。ようやく緊きん張ちようが弛ゆるんだ結人は、パイロットグローブを外して手を休めていた。

　レーダー警報装置がピー、と鳴り響ひびいた。

　全員が目を見開いた。

「警告！　レーダー波、照射されてる！」

　奈雲が叫さけんだ。

「マジかよ」

　結人は舌打ちしながらパイロットグローブを嵌はめ直し、円形レーダー画面に目を落とす。

〈Ｊ４４〉からミサイルを表す〈Ｍ〉のマークが二つ、六時方向から飛んできた。

　ミサイルとの距きよ離りは残り六〇キロメートル。マッハ３・６で飛ひ翔しようしてくる。

　左手のスロットルを捻るとオートパイロットは自然に解除された。

　とてもじゃないが、逃げるための速度が足りない。

　やむなく、結人は右操そう縦じゆう桿かんを前に倒たおす。

　高度を下げると、落下のエネルギーも手伝って、速度を簡単に上げることができる。

　海に向かって突つっ込んでいくように下降しながら、〈ラミアー〉はミリタリー推力だけで、音速を突とつ破ぱした。

　燃料が尽つきて敵のミサイルは滑かつ空くう状態になっていたがまだ向こうのほうが圧あつ倒とう的に速い。

　ミサイルとの距離が五キロを切ったところで、結人は機体を右ロールさせ、急きゆう旋せん回かいした。

　ミサイルは〈ラミアー〉についていけずに、高度を落とし始めた。

「もう一発撃うってきたわ」

　今度は距離三六キロメートルから発射された。

　さっき急旋回したので、急激に速度を失ってしまった。

　さっきと同じように高度を下げれば速度は復活するが、もう下げるための高度はなかった。

　すぐ下はアラビア海だ。

　敵パイロットも、命中確率が高いと見て、もう一発を発射してきたのだろう。

　明確な殺意が感じられる攻こう撃げきだった。

「こういうときはターボ使っていいのか？」

　結人はこの機体の設計者に聞いた。

「は、はい、ターボブースト使ってください」

　目を閉じたまま五色が言った。

「わかった」

　結人は、左親指でターボブーストボタンを押しつつ、スロットルを回す。

　左右の排気ノズルからオレンジ色の炎ほのおが噴ふん出しゆつされた。

　結人達は背中を座席に叩たたきつけられる。

　時速三一〇しかなかった速度が、ものの数秒で九〇〇を超こえていく。

　機体も重いし、高度もなかったが、エンジンパワーのゴリ押しで無理矢理速度を回復した。

　再び横に旋回する。

　主しゆ翼よくの前ぜん縁えんフラップや、エアインテーク可変ノズル、推力偏へん向こうノズルがコンピュータ制せい御ぎよで調整され、キレのいい素早い旋回を成功させた。ジェットエンジンが曲がりたい方向にぐいぐい食いついてくれる感じだ。

　右操縦桿を動かせば動かすだけ、想像以上にこの機体は曲がってくれる。

　だが調子に乗ると、この機体はあっという間に失速するし、揚よう力りよくも失う。

　速度を出すために翼つばさを小さくしすぎて、翼に対する負担が大きすぎるのだ。

　特定の範はん囲い内なら驚きよう異い的な性能を発揮する機体だが、少しでも範囲からずれると墜つい落らくの危険を孕はらむような操縦性だった。

　田舎いなかの島でピーキーな航空機に慣れ親しんでいた結人は、その操縦性を歓かん迎げいした。

「チャフ投下」

　奈雲がボタンを押した。

　機体後方側面からチャフディスペンサーがせり出してくる。

　アルミを蒸着させたガラス繊せん維いが放出され、輝かがやきながら花びらのように舞まっていく。

　擬ぎ似じ的な機体の残像に惑まどわされ、ミサイルはチャフの中心で爆ばく発はつした。

　結人は手を挙げて親指を立て、奈雲にありがとうとサインを送った。

　旋回を続けていた〈ラミアー〉は、持ち前のパワーで〈Ｊ４４〉のケツに迫せまろうとしていた。

〈Ｊ４４〉も機体を真横にロールさせながら、旋回しつつ逃げていく。

　二機はドーナツのような軌き道どうを描えがいて回り続ける。

　お互たがいが尻しりに嚙かみつこうとする、ドッグファイト状態になった。

　小回り性能では負けるが、パワーと旋回率で圧倒的に勝まさる〈ラミアー〉が、運良く後ろを取った。

　そのとき、Ｇチャンネルで通信があった。

　福江の声だった。

『灰松さん。今戻ってくるのなら許して差し上げますわ』

　福江の声を聞いた途端、五色は恐きよう怖ふが蘇よみがえったのか、肩かたを縮めて体を強こわ張ばらせた。

「福江さん。もうその辺にしませんか？」

　結人はかつての先せん輩ぱいに語りかける。

『京きよう塚づかさんの声、やはりあなたでしたのね。わたくしにはわかりましたわ』

「後ろを取ってるんです。撃ち落としますよ」

『お願いしますわ。わたくしを撃ち落として、気持ちよくさせて』

「…………」

　こんなイカれたパイロットにこれ以上付き合っていられなかった。

「攻撃の準備をするわよ」

　奈雲は短距離赤外線誘ゆう導どうミサイル〈サイドワインダー〉を兵装パネルから選せん択たくする。

〈ラミアー〉底部のウエポンベイが開き、回転式発射装置で内部から回転してきた〈サイドワインダー〉が機体外部に顔を覗のぞかせる。

　結人は左の中指で、スロットルユニット基部にあるＴＤＣボタンをぐりぐり動かし、ヘッドマウントディスプレイを通して見える〈Ｊ４４〉の後ろ姿に赤外線シーカーを合わせて、ボタンをもう一段深く押し込んだ。

　緑色の赤外線シーカーが赤く変色。

　これで終わりだ。

　結人は右親指で操縦桿頂部の赤いボタンを押した。

〈ラミアー〉の機体底部から顔を覗かせていたミサイルが、ロケットモーターを起動させて、初速からもの凄すごい速さで飛翔した。

　気流の抵てい抗こうを受けてミサイルはうねりながら福江のエンジン熱を狙ねらって誘導されていく。

『ほんとに撃ちましたわね。京塚さん、もしかしてご立腹されてますの？』

　福江はそう叫んだ後、折り曲げていた単発エンジンからアフターバーナーを噴ふん射しやした。

　螺ら旋せんを描くように無茶苦茶なロールをしつつ〈Ｊ４４〉はミサイルをひらりとかわした。

　マジか!?

　結人と奈雲は夢でも見ているような気分だった。

『ふうううう、二〇Ｇ旋回、最高に気持ちいいですわぁ！』

　普ふ通つうのパイロットは九Ｇまで耐たえることができる。一いつ瞬しゆんならそれ以上も可能だったが、まさか二〇Ｇで旋回する化け物がいるとは思わなかった。常人なら意識が飛ぶし、どこかしらの骨も折れそうなものだが、福江の声は元気だった。

「ユイ君、後ろ！」

　奈雲の声を聞いて、結人は慌あわてて機体を左に逃がした。

　右の虚こ空くうに機き関かん砲ほうの弾たまが吸い込まれていった。

　すぐ後ろに福江がいた。

『京塚さーん。ミサイルを撃ちますので、あなたも急旋回をどうぞー。意識がぶっとんで気持ちよくなりますわよ』

「やってみてくださいよ」

　結人は後方を映すカメラ映像で福江の機体を眺ながめながら、急旋回の準備をする。

「ユイ君、やめなさい」

　奈雲が窘たしなめた。

　熱くなった結人の頭を冷やしたかったのだろう。

　結人は一回深呼吸した。

　ふと後ろの席を見ると、衰すい弱じやくして薄うすく目を閉じている五色の姿があった。

　福江と同じように二〇Ｇ旋回なんてやってみれば、五色は無事では済まないだろう。

「挑ちよう発はつに乗らないで。前回はどうして負けたの？　わかっているでしょ？」

「福江さんの動きは読めていた。どう対策すればいいかもわかる。でも勝てなかったんだ」

「身体能力や反応速度は福江が上よ。でも福江はユイ君みたいな読みの力や空の上での経験値には乏とぼしい。どうすればいいか考えて」

「確かに、福江さんは超ちようＧ旋回の天才だ。近距離じゃ勝ち目はない。コクレアだと近距離勝負をするしかなかったんだ。でも、これなら……」

〈Ｊ４４〉は速度は出ないが、小回りの利きく大きな主翼を持っている。福江が好みそうな機体だった。対して、翼が小さすぎる〈ラミアー〉は低速域での旋回性能に問題があった。だが、結人が望んでいた高速域での戦せん闘とうが可能だった。

　レーダー警報が鳴り響ひびいた。

　福江の機体から赤外線ミサイルが発射された。

「フレア」

　奈雲がフレア投下ボタンを押した。

〈ラミアー〉の機体後方のウエポンベイが開き、金属フルオロカーボン点火薬が大量に吐はき出される。

　太陽のような光と熱が、〈ラミアー〉の後方に発生した。

　ミサイルはその中で爆発した。

　後方を監かん視しするカメラ映像が真っ白になった。

　衝しよう撃げきが結人達の乗る機体を揺ゆらす。

　警報が鳴り響いた。

　福江が追加で三発ものミサイルを発射した。

　短たん距きよ離りミサイルを全ぜん弾だん使い切るほどの乱射だった。

　奈雲もフレアを全部使い切る勢いで投下した。

「加速する。五色、少し耐えてくれ」

　結人はターボブーストボタンを押した。

〈ラミアー〉のエンジンから、二本の炎が吐き出される。

　三人とも座席に背中を叩きつけられた。

　フレアはミサイルを一つしか捕つかまえることができず、残りの二つは〈ラミアー〉に向かって襲おそいかかる。

　結人はターボブーストボタンを必死で押し込み、加速と上じよう昇しようを続けた。

　獣けものの遠とお吠ぼえのような音。エンジンが激しく咆ほう哮こうしている。

　頭上に見えていた分厚い雲の壁かべが一瞬で目の前に迫ってくる。

　二発のミサイルは〈ラミアー〉の後方、五〇〇メートルまで迫っていた。

　奈雲がフレア投下ボタンを連打しているが、残量はゼロだった。

　時速一六〇〇、一八〇〇、二一〇〇──

　視界が真っ白になる。雲の中を突つっ切っていた。青い空が見えたかと思うと、次は薄い雲の層が見えてきた。〈ラミアー〉に道を空けるように、雲が左右に弾はじけ飛んでいく。

　時速二四〇〇、二七〇〇、二八〇〇──

　後方をついてくるミサイルがプッと息切れしたみたいに、推進力を失い、ただ落下を待つだけの爆ばく弾だんとなって遠ざかっていった。

　結人はターボブーストボタンから指を離はなして、止めていた息を吐き出した。

「ミサイルより速いのかよ、これ」

　煌きらびやかな光を放つ計器パネルを見ながら、結人は驚おどろいたように呟つぶやいた。

　この機体が怖こわくなって、一いつ瞬しゆん操そう縦じゆう桿かんから手を離してしまった。

　怯えている五色を支えながら、奈雲も驚きに言葉を失っていたが、すぐに機体の状じよう況きようを確かく認にんし始めた。

「ユイ君、残念だけど、燃料がもうヤバい……」

「さすがにやりすぎたか……」

「ただ福江は、こっちを見失ってる。レーダーで捕まえきれてないみたい」

「こっちは……大だい丈じよう夫ぶだな。レーダー性能はこっちが上か」

　中距離ミサイルを撃うつか悩なやんだが、あの化け物じみた旋せん回かい能力相手に命中するのかわからない。

　結人は奇き襲しゆう作戦を取るべく、急降下を始めた。

　なるべく雲の中を通り、見つからないように努める。

　雨の中を飛行したみたいに機体を水すい滴てきまみれにして〈ラミアー〉は雲海から顔を出した。

　いた。

　福江は低速で上昇しつつ、結人達を捜さがしていた。

　福江の機体まで、距離一〇〇〇メートルを切ってから、二〇ミリ砲を装備した。

　トリガーに指を掛かけてバースト射しや撃げき。

　福江は直前に気付いて逃にげようとしたが、結人の放った弾は〈Ｊ４４〉の主しゆ翼よくに穴を開けた。白い煙けむりが尾おを引いた。

『卑ひ怯きようですわ！　ドッグファイトで勝負してくださらないの？』

　暴れる機体を制せい御ぎよしながら、福江は叫さけんだ。主翼に穴は開いたが舵かじを取るためのフラッペロンはかろうじて無事のようだった。運のいい奴やつだ。

「パイロットは勝つことがすべて。そう教えてくれたのは福江さんでしたよね」

『近距離勝負こそ至高の快楽なのに。超音速機で奇襲なんて卑怯！』

「騙だまし討うちして五色を誘ゆう拐かいした奴に、卑怯なんて言われたくないです」

　高度をどんどん下げていく哀あわれな〈Ｊ４４〉に向かって、結人は言った。

『くっそおおおおおおあああああああ！』

　子供が癇かん癪しやくを起こしたみたいな叫びだった。

　穴の開いた機体では、もう何もできないとわかったのだろう。

　負けを悟さとった瞬間に正気ではいられなくなったのだ。

　結人はトドメを刺さしてやるべく、さらに距離を詰つめた。

　ナ機イ関フ砲でアキレス腱けんは切り裂さいてあるので、あとは心臓を撃ち抜ぬくだけだ。

　そのとき、結人は〈Ｊ４４〉の変化に気付いた。

　敵機体の後ろに見える単発エンジンの排はい気きノズル。そこから排出されている排気の色がわずかに変わった気がしたのだ。主翼に穴が開いているのに、急旋回か？　いや、これは──

　結人は慌ててスロットルを戻もどし、エンジン出力を絞しぼる。

「ユイ君、せっかく追い込んだのにどうしたの？　置いてかれるわよ？」

　エンジン出力計と速度計を見ていた奈雲が不思議そうに言った。

「いや、来る」

　判断を誤ればすぐに死が待ち受ける状況で、結人は動物的な集中力を発揮する。

〈Ｊ４４〉がわずかに上げ舵を取ったのを見み逃のがさなかった。

〈Ｊ４４〉は横に一回転〈バレルロール〉しながら急激に減速しつつ、〈ラミアー〉の後ろに躍おどり出ようとしたのだ。後ろを取られていたのに、一瞬で自分が後ろを取り返す大技だった。

　エンジンの排気の色が変わったのを見て、エンジンブレーキを掛けているなと読んだ結人はすでに減速を始めていた。それでも、こちらの速度のほうが速く、追い越こしてしまいそうだった。

「くそっ！　対策は完かん了りようしてるのに、機体がそれを実行してくれない。前回と同じだ」

　コクレア同士の勝負で福江に負けたときの光景が蘇よみがえる。

　相手の動きはわかっているのに、負ける悔くやしさ。

　それをまた味わってしまうのだろうか。

「結人さんのためにやらなきゃ……」

　五色がぶつぶつと呟いていた。

「結人さん！　スロットルをマイナスまで回して！」

　怖がって目も開けられない状態だった五色が目を見開いてやけくそのように叫んだ。

〈Ｊ４４〉とまったく同じようにバレルロールしながら、結人は左手のスロットルをカチッと音がなるまで前方に回した。

〈ＡＩＲ　ＢＲＡＫＥ〉の青文字がスロットルユニット基部に点灯する。

　機体の様々な箇か所しよに描えがかれていた幾き何か学模様がせり上がり、空気抵てい抗こうを増やすための板となって飛び出した。まるでハリネズミのようなシルエットだった。

　獣が泣き叫ぶような甲かん高だかい風切り音が鳴った。速度計が急激にゼロへと近づいていく。

　スロットルを戻すとエアブレーキはすぐさま機体に収まった。

　一発逆転を決めるはずだった〈Ｊ４４〉は、逆に距離を詰められ、しかも回かい避ひするための速度を失い、完全に逃げ道を塞ふさがれた状態になった。

　結人は左中指でまたＴＤＣボタンをぐりぐり動かし、〈Ｊ４４〉の後ろ姿に赤外線シーカーを合わせた。ＴＤＣボタンを一段階深く押し込むと、緑の赤外線シーカーが赤く変色した。

　ロックオン完了。

　結人のヘッドマウントディスプレイに映る赤外線シーカーの横に敵機までの距離とミサイル到とう達たつ時間、そして命中確率九〇パーセントと表示される。射程内だから安心して撃て、と知らせてくれているのだ。

　操そう縦じゆう桿かんの頂部にあるボタンに、結人は右親指を掛けた。

『次は絶対に逃がしませんわよ！』

　最大音量で鳴り響く警報装置により後がないことを悟った福江が叫んだ。

〈Ｊ４４〉のキャノピーが吹ふき飛んで、福江の座席が射出されるのが見えた。負けを確信して逃げ出したのだろう。

　結人は右親指のボタンを押し込んだ。

　機体底部から回転式発射装置で顔を出していた〈サイドワインダー短距離ミサイル〉がロケットモーターを起動させて一気に飛んでいく。

　爆発に巻き込まれないように、結人は右ロールしながら操縦桿を引いて、左手でスロットルを回した──緊急退避。

　ミサイルと〈Ｊ４４〉が視界から消える。

〈ラミアー〉から離れた場所で閃せん光こうが起こった。

　結人は眩まばゆい光から目をそらした。

　雷かみなりが落ちたような轟ごう音おんが遅おくれて届いてくる。〈Ｊ４４〉が破は壊かいされたことを示す衝しよう撃げき波はだった。

「逃がしちゃっていいの？」

　パラシュートでゆっくりと海に降りていく福江を後方光学カメラ見ながら、奈雲が言った。

　射出座席に取り付けられていた通信機で、すでに福江は救難信号を発していた。

「ごめん、五色さんもう無理かもしれない……」

　今にも気絶しそうな青ざめた顔で五色がぽつりと呟いた。

　奈雲はしょうがないとばかりに項うな垂だれた。

　レーダー上に何も表示されていないことを確認すると、結人は言った。

「帰ろう」




　時速八〇〇キロ、高度一〇五〇〇メートルで自動操縦されていた〈ラミアー〉は、沖縄の東を抜けて、今は太平洋上を飛行していた。

　ほぼ揺れがなく、冷蔵庫が唸うなる程度のエンジン音しかしない機内はとても快適だった。

　力を入れすぎたせいか少し痛む右手を、結人は握にぎったり開いたりしていた。

　福江には勝ったが、機体性能のおかげだな、と結人は反省した。

　乗っていた機体が〈ラミアー〉でなければ、ブレーキが利きかずに、逆転されていたかもしれない。世界最高の加速能力と減速能力。とにかくこれはすごいマシンだった。

　五色が眠っていた奈雲を起こさないようにそっと前席にやってきた。

「目が覚めたのか？」

　目を閉じたまま器用に結人の左までやってきた五色に言う。

「奈雲さんの寝ね息いきがね……エロいんです……」

　結人は後ろを振ふり向いた。

　横を向いて乱れた髪かみが頰ほおに掛かっている奈雲の寝顔は確かに色っぽかった。

「あんまり寝てないし、今回奈雲が一番働いてたからな。疲つかれてるんだろ」

「そうなんですね……ほんとに申し訳ありません」

　結人の隣となりで、五色は自分の膝ひざを向いて話す。

　結人は、五色の綺き麗れいな声をまた聞きたいと思っていたが、少しかすれた声になってしまっていた。

「体は大丈夫？」

「きついけど、五色さんはきついのは大丈夫なんです！　我が慢まんも大丈夫。でも、怖いのは嫌いやですね」

「怖かったなら、自分ごと爆ばく撃げきしてほしいなんて望まなくていいだろ」

「兵器が悪用されるくらいなら、そのほうがいいかなぁと」

「また五色に何かあったら助けに行くから。もうそういうのやめてくれよ」

「今回はうまくいきましたけど、次はどうなるか……」

「絶対助けるから……自分を犠ぎ牲せいにするのだけはやめてほしい……」

「あのぉ、結人さん？」

「なんだよ」

「ありがとうございます」

　真ま面じ目めな声で言ったありがとね、がいつものやたら綺麗な声だったので、結人は安心した。

　五色の目には、少し涙なみだが滲にじんでいた。

「俺も礼を言うよ。結局この兵器を貸してくれなければ何もできなかった」

「いえ、これは結人さんが使うべき兵器です。結人さんの誰だれかの役に立ちたいという思いに、この子は応こたえてくれたんだと思います」

「そうだといいんだけど……」

「きっとそうですよ」

「五色が示してくれた道は正しかったんだな。五色の役に立つことができて、俺は嬉うれしいよ」

「配達屋さんのバイトしてるより、結人さんはこっちのほうが向いていたでしょ？」

「どっちも大事だけど、確かに今のほうが向いてる気がするよ」

「緑ヶ島に帰ったほうがよかったって言われなくて、よかったぁ」

　結人と五色はお互たがいを讃たたえ合って笑った。

「飛行機はまだ怖こわいのかな……」

「あれっ？　そういえば、五色さん、普ふ通つうに目を開けて飛行機に乗れています。おかしいなぁ。なんでだろ」

「さっき、必死で頑がん張ばってたからじゃないか？」

「確かに……うわぁ、すごい景色」

　五色のしっかりと開かれた目が、機外へと向けられていた。

　高度一〇五〇〇メートルからしか見られない景色がそこにはあった。

　五色が星を摑つかもうとして思わず天空に手を伸のばす。

　夜の太平洋には無限に近い星の光が降り注ぎ、ダイヤモンドの中に入り込んだような現実離ばなれした光景が広がっていた。途と方ほうもない世界に生きているのだと気付かされ、体から無む駄だな力が抜けていき、疲れや悩なやみもどこかに搔かき消されていく。

　この世界には星以外何もないような。この世界には美しいものしかないような。そんな気分になってしまう。

「結人さん、見て！　星がすっごく綺麗！」
















　五色は星に手を伸ばしながら微笑ほほえんでいた。伸ばされた白い手と星を見つめる輝かがやく瞳ひとみが儚はかなげで美しかった。

「飛行機、まだ嫌きらい？」

　結人は言った。

「まだ大好きって気分にはなれないけど……でも……嫌いではないかなぁ。結人さんがまた一いつ緒しよに乗ってくれるなら、大だい丈じよう夫ぶかもしれません」

　絶望的な状じよう況きようからの脱だつ出しゆつを経へて、二人の気分は高まっていた。

　仲むつまじい恋こい人びと同士のような雰ふん囲い気き。

「ずいぶんと親しい仲のようね」

　二人の会話が耳みみ障ざわりだったのか、目を覚ました奈雲が後ろから睨にらみ付けていた。

「奈雲さん起きちゃいました？」

　五色が怯おびえながら後ろを振り返る。

「私が起きたら何かまずいことでもあるのかしら？」

「何もないです」

「私にまず言うことはあるかしら？」

「五色さんを助けてくれてありがとうございます」

「いえいえ、東京に帰ったら、この機体のことやイカロスのこと、それからユイ君との関係について全部聞かせてもらうから、今はゆっくり休んでなさい」

　首を傾かしげて優やさしく微笑んだ奈雲を見て、五色は泣きそうな顔になる。

「ええええ、休めない。気が休まらないですよぉ」

「それからユイ君」

　矛ほこ先さきが向けられて、今度は結人が緊きん張ちようした。ピンクカードはもう貰もらいたくない。

「攻せめ方が甘い。私なら一〇秒以内に福江を撃うち落としてた。反省しなさい」

「一〇秒って冗じよう談だんだろ？」

「冗談じゃないわ」

「マジか。でも一人で乗ってるときみたいにがんがん攻めるわけにもいかないだろ？」

「私が怪け我がしないように気を遣つかってくれたってことかしら？」

　奈雲はそれまでの強気な態度を変えて、恥はずかしそうに下を向いてしまう。

「私はエリートパイロットなのよ。そんな気遣いいらないわよ。まあ、嬉しいけどね」

「いや、憔しよう悴すいしてる五色が心配だったんだよ。奈雲の心配はしていない」

「はぁー？　なんですって！」

　五色が嬉しそうに微笑む中、奈雲はまた眉み間けんに皺しわを寄せて目をつり上げる。

　きつく握られた拳こぶしが飛んできそうだったからというわけではないが、結人は奈雲の怒いかりを鎮しずめるために本当のことを言った。

　昔ダメ人間だった頃の奈雲には言えない言葉だった。

　結人の足を引っ張るだけだった奈雲だが、今は頼たよれる仲間以上の存在だった。

「心配はしていない。だって、パイロットとして信しん頼らいしていたから」

　結人から離はなれて必死でトップパイロットを目指してきた奈雲にとって、それは何よりも嬉しい言葉のはずだった。

　だけど素す直なおに喜ぶことはしなかった。

　相変わらず面めん倒どうくさい奴だった。

「馬鹿……」

　照れた顔を見せないように背そむける奈雲を見ながら、結人は溜ため息いきをついた。
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　羽はね田だ基地と海を挟はさんで接する京けい浜ひん島じまつばさ公園のベンチで、結ゆい人とと東ひがし村むら司令は隣となり合って座っていた。

「イカロスの正体が、犯罪組織の間で共有されつつある。福ふく江えの事件を機に情報の拡散が始まった」

「面倒くさいことになりそうですね」

　結人は東村司令に言った。

「灰はい松まつ君もその周囲にいる君達も、注意しておいてほしい。私もなるべくサポートするつもりだ」

「また誘ゆう拐かいされたりしないように、気をつけます」

「福江の裏切りを受けて、ＡＣＴＳの入学審しん査さはずいぶん厳しくなりそうだ。過去の経歴や思想調査が強化された。もう過去のように腕うでさえあれば入学できるというわけにもいかなくなった。健全な生徒だけを集めるのはいいが、技術レベルの低下が不安だよ」

　東村司令は後ろで一つに纏まとめた長い髪かみを潮風に揺ゆらしながら、覇は気きのない声で言った。

「俺は誰かの役に立ちたくてこの学校に入ったんです。技術だけじゃなく他の部分も評価してほしいです。司令は今でも操縦技術の優劣がすべてだと思っているんですか？」

　結人は聞いた。

「操縦技術がすべてだよ。でも、福江は君達に負けた。だから福江は間違っていたんだ。学内ランクがヒエラルキーを生む仕組みは変えるつもりはないよ。天あま草くさ君のような素す晴ばらしいパイロットを生み出せたのは、その仕組みのおかげだからね」

「俺も奈な雲くものことは尊敬しています。あいつがいなければ五ご色しきを助けられなかったし、ラミアーも動かせなかった……」

「機体はどうするつもりかね？」

「ラミアーをですか？」

「そうだ」

「必要に迫せまられるまで、元あった場所に隠いん匿とくします。それが五色の願いですから」

「賢けん明めいな措置だ。まあ、私の知るところではないがね」

　海の向こうに見える羽田基地では、いくつもの航空機が離り着ちやく陸りくを繰くり返していた。

　そのほとんどがたった一人の設計者によって作られたとは、未いまだに結人は信じられなかった。

「司令も五色のために頑張ってくれたんですよね。五色ごと爆ばく撃げきする作戦を遅おくらせてくれたって聞きました。ありがとうございます」

「何のことかね？　私の知るところではないな。そろそろ学校に戻もどりたまえ。午後の授業が始まる時間だろう」

　東村司令は帽ぼう子しを振ふって早く行けとばかりに結人を急せかした。




「はぁ……」

　パイロットスーツに着き替がえた結人は、滑かつ走そう路ろに棒立ちのまま溜息をついた。

〈コクレア〉の後席のチケットをめぐって争そう奪だつ戦が繰り広げられていた。

「…………………………結人は約束した…………私と乗ると」

「沙さ羅らちゃんは整備を頑張ってほしいな。結人君は私の運命の人なんだよー」

　後部座席に乗り込もうとしていた国府こうの宮みやの足を、燕子花かきつばたが引っ張っていた。

「……………………離して」

「私、絶対諦あきらめないんだからね」

　争いを繰り広げている二人を見ていた結人に向かって、五色が歩いてくる。

　パイロットスーツを着て、きちんとヘルメットを被かぶった五色を見て、結人は驚きよう愕がくする。

「ど、どうした、その恰かつ好こう……まさかヘリにでも乗るの？」

「パイロットがヘリに乗るのは当たり前じゃないですかぁ」

　五色は怒おこったように結人の体をぽかぽかと叩たたく。

「もう空飛ぶのは怖くないのか？」

「結人さんと一緒なら大丈夫ですよぉ。だから五色さんが後部座席に乗っていいですかぁ？」

「あー、五色ちゃんが抜ぬけ駆がけしてるー」

「……………………むっ」

　燕子花と国府宮が襲おそってくる。

「な、なんですかぁ」

　追いかけられて慌あわてて逃にげ出す五色。

「いつになったら訓練始められるんだよ……」

　鬼おにごっこをしている三人を眺ながめながら、結人は両手にグローブを嵌はめる。

　春を感じさせる温かな風が吹ふき始めている。

　空には雲一つなく、どこまでも青い色が続いている。

　こんな日のフライトは、きっと素晴らしいものになるはずだった。

　張り詰つめた空気を察知して、結人はハッとしながらそちらを向いた。

　長い黒髪を乱してすごい勢いで走ってくる奈雲が目に入り、結人は思わず逃げ出しそうになる。

「どうしたんだ？　奈雲は別の重要な訓練があったんじゃないのか？」

「ええ、あったわよ。あなた達とは違ってエリートパイロットだもの。でも、もっと重要なことを思い出して急いでやってきたのよ」

「もっと重要なこととは？」

「そろそろ誤解を解いておきたいと思ってね」

「どうしたんだ？　そんな熱があるみたいな顔して」

「もう罰ばつゲームなんて言わせないわよ。そう、あのときは本気だったのよ。わかるかしら？　この私の屈くつ辱じよくが……」

「あー、天草先せん輩ぱいも抜け駆けしてるー」

　燕子花達に襲いかかられて、奈雲は怯ひるんだ。

「邪じや魔ましないでくれるかしら？　今度こそ私は……」

　じゃれ合っている彼女達を眺めながら、結人は束の間の平和を味わっていた。
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　本作をお読みいただきありがとうございました。

　著者の上うえ杉すぎ託たく也やです。




　この作品の設定を最初に作ったのは二十年くらい前でした。

　その頃ころはやたら細かいメカ描びよう写しやの実写作品やアニメが流は行やっており、小学生の私はそれをよく真似してイラストや漫まん画がを描かいていました。

　大人になってからはすっかり情熱も尽つきてしまってメカ作品をやりたいとは二度と思わなかったのですが、偶ぐう然ぜん流れてきた曲を聞いたときに、五ご色しきさんが一いつ生しよう懸けん命めい飛行機を操そう縦じゆうしている映像がなぜか頭に浮うかんできて、再びメカ作品を作るモチベーションになりました。

　別に飛行機の曲というわけでもないので不思議です。昔、航空会社のコマーシャルに使われていたらしいので、そっちが記き憶おくのどこかにあったのかもしれません。

　なんだかよくわからないぼんやりとしたきっかけから始まった本作ではありますが、ガッチガチのメカと萌もえハーレムを同時にやろうとして息切れしながらも精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばりましたので、楽しんでいただけたら幸いです。







　謝辞です。

　担当編集の鈴すず木き様、企き画かく段階から長い間ご指導してくださりありがとうございました。

　キャラデザインだけでなくメカデザインも、という大変なお仕事を引き受けてくださったへいろー様、心からお礼を申し上げます。

　アドバイスをくださったファンタジア文庫編集長様、出版にご協力いただいた編集部の方々や関係者様にも感謝を。

　お友達が一人もいないので私信みたいなものはないのですが、ネット上で助言をくださった方や取材にご協力いただいた方、たいへん助かりました。




　そして、ここまでお付き合いくださった読者の皆みな様さま。

　本当にありがとうございました！








上杉託也

●うえすぎたくや



第30回ファンタジア大賞〈入選〉。エフェクトとメカが大好き。その熱い思いをラノベにぶつける。
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